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序

本県には、旧石器時代をはじめとする1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多くのこされて

おります。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく

理解するのに欠くことのできない歴史資料であります。同時に、それらは県民のみならず国民的財産

であり、将来にわたって大切に保存し、活用を図らねばなりません。

一方、県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要とされます。それらの開発にあたっては、環

境との調和はもちるんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財の保護との調和も求

められるところであります。

(財)岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のも

とに、開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行ない、記録保存する措置をとっ

てまいりました。

本報告書は盛岡南新都市土地区画整理事業に関連して平成16年 度に発掘調査された盛岡市飯岡沢田

遺跡第 9。 10次調査の成果をまとめたものであります。今回の調査では、奈良時代～平安時代の竪穴

住居跡を中心とする多くの遺構が見つかり、当時の集落の一部であったことが明らかとなりました。

従来本遺跡は古墳時代末頃の墓域を中心とする遺跡でしたが竪穴住居跡の調査により奈良・平安の 2

時期にわたる集落としての性格もあわせもつことが分かりました。

本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、学術研究、教育活動

などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました独立

行政法人都市再生機構岩手都市開発事務所、盛岡市都市整備部盛岡南整備課をはじめとする関係各位

に対し、深く感謝の意を表します。

平成18年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業国

理事長 合 田   武



例   言

1 本書は岩手県盛岡市飯岡新田1地割81-1ほ かに所在する飯岡沢田遺跡の発掘調査報告書である。

調査次数は第 9。 10次である。

2 発掘調査は「盛岡南新都市土地区画整理事業」に伴って行われた緊急発掘調査である。

3 発掘調査は独立行政法人都市再生機構岩手都市開発事務所 (第 9次)と 盛岡市都市整備部盛岡南整

備課 (第 10次 )の委託を受け、 (財 )岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センターが実施 した。

4 発掘調査に関わる期間・面積は以下の通 りである。

発掘調査 第 9次 平成16年 6月 6日 ～ 7月 6日

面積1,179∬

第10次 平成16年 4月 12日 ～ 7月 6日

面積4,626だ

整理作業 第 9次 平成16年 11月 1日 ～11月 30日

第10次 平成16年 12月 1日 ～平成17年 1月 31日

5 現地調査は須原拓 と亀澤盛行が担当 した。整理作業及び本書の執筆は須原拓 。西澤正晴・川又

晋が担当し、編集は須原が行った (分担は本文中に記載)。

6 本書で用いる方位は座標北を示す。 レベル高は海抜である。

7 遺物番号は種別にかかわりなく、連番を付 した。写真図版に示 した番号は本文中の遺物番号に対

応する。

8 土層 。遺物の色調は『標準土色帖』 (農林水産省農林技術会議局監修)に準拠 した。

9 調査にあたり以下の機関・方々の協力、教示を得た。

石川日出志、日下和寿、神原雄一郎、工藤雅樹、今野公顕、佐々木亮二、佐藤敏幸、佐藤祐輔、

品川欣也、高橋誠明、盛岡市教育委員会

10 調査に関わる諸記録及び出土遺物は、岩手県立埋蔵文化財センターで保管 している。
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調 査 の 経 緯

調査 に至る経過

盛岡南新都市土地区画整理事業は、平成 2年 9月 に岩手県・盛岡市・旧都南村の三者が地域振興整

備公団 (現独立行政法人都市再生機構)に対 して事業要請を行い、これを受けて公団が実施計画を作

成 した。その結果、平成 3年度から平成17年度までの15年 間を事業予定期間とし、面積約313 haを 対

象とした土地区画整理事業が実施されることとなった。

この間、事業の対象地域に係わる埋蔵文化財の取 り扱いについても協議が重ねられ、盛岡市教育委

員会が試掘調査を行い、調査を必要とする範囲を確定した上で、 (財 )岩手県文化振興事業団の受託事

業として、当埋蔵文化財センターが本調査を行っている。

本遺跡第 9。 10次調査については、岩手県教育委員会が盛岡市 と協議の結果、平成16年度の事業と

して確定 した。その内訳は、第 9次調査が独立行政法人都市再生機構委託分の都市計画道路用地内

1,099ど を平成16年 6月 6日 から 7月 6日 まで、第10次調査が盛岡市都市整備部盛岡南整備課委託分

の宅地用地内4,794面 を、平成16年 4月 12日 から 7月 6日 までとなっている。なお終了確認の際、調

査区を拡張するよう要請されるなどの経緯を経て、最終的な調査面積は第 9次が1,179ゴ 、第10次が

4,626ご となっている。

第1図 遺跡位置
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2 調査の方法 と経過
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第2図 調査区地形図

調査の方法と経過

(1)野 外 調 査

本調査に先立ち、盛岡市教育委員会により試掘調査が実施され、第 9。 10次調査区が設定された。

担当調査員 2名 (須原・亀澤)は本調査開始時に、任意により試掘 トレンチを設定し、表上下の地

層状況を確認した。その上で、重機使用による表土除去後、入力による遺構検出作業を行っている。

調査区内には、あらかじめグリッドを設定している。グリッドは平面直角座標第X系 (日 本測地系)

にあわせている。まず、50× 50mの大区画に区割りし、北から南にアラビア数字 (1～)を、西から

東にアルファベット大文字 (A～ )を付 した。さらに大区画を2× 2mの小区画に細分し、西から東

にアルファベット小文字 (a～ y)を 、北から南にアラビア数字 (1～25)を付した (第 4図遺構配

置図脇のマスロ参照)。 各グリッドの名称については、大区画と小区画の組み合わせで、例えば「 4

Fla」 のように呼称する。また第 3次、 5次調査の際に設定したものに準じている。

検出した遺構は、規模や性格により、適宜に4分法と2分法を選択し、精査を行った。各遺構につい

て、平面、断面、また必要に応じ、遺物出土状況の実測および、写真撮影を行った。

写真撮影は主に、351un判 カメラ2台 (モ ノクロ・カラーリバーサル)を使用し、必要に応じ、 6×

7 cm判 カメラ1台 (モ ノクロ)を使用した。

普及活動の一環として、平成16年 6月 26日 (土)に現地説明会を行い、第 9。 10次、それぞれの調
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I 調査の経緯

査成果を公表 した。

平成16年 6月 28日 (月 )に委託者、県教育委員会、盛岡市教育委員会立ち会いの下、終了確認を受

けた。第10次調査区について、南東側の調査区外に遺構が広がっており、その範囲を確認するため、

調査区を拡張するよう指示を受けた。そこで遺構の見受けられる箇所まで拡張した。

平成16年 7月 6日 (火)に再度、終了確認を受け、この日をもって調査を終了した。

(2)遺 構 の 名 称

盛岡市教育委員会の調査・整理方法に準じ、遺構の名称には以下のような略号を付している。

竪穴住居跡・・・ RA  掘立桂建物跡・・・ RB  土坑・・・ RD  竪穴状遺構・― RE
溝跡・・・ RG   古墳、同清および性格不明遺構・・・ RZ

(3)室 内 整 理

第9次調査分は、平成16年 11月 1日 から11月 30日 に、また第10次調査分は、平成16年 12月 1日 から平

成17年 1月 31日 に室内整理作業を行った。

遺物は野外作業の段階で水洗を終えており、室内作業ではそれ以降の工程 (注記、接合復元、実測、

トレース、図版作成)を作業員が分担して行った。なお、石器の実測、 トレースは (株)ア ルカに委

託した。

遺構図版については、野外調査時に作成した図面を基に、 (株)セ ビアスに図版作成を委託した。

調査員は、その間、原稿執筆、遺物観察表作成、実測図や図版のチェックを行った。

なお、図面の縮尺については、各図版内に縮尺とスケールを提示している。
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遺 跡 の 環 境

地 理 的 環 境

飯岡沢田遺跡が所在する盛岡市は地理的に区分すると、北上川、雫石川を境として大きく3分され

る。このうち遺跡が所在する雫石川以南・北上川以西の地域は、奥羽山脈から供給された多量の土砂

により広大な平野部が形成されている。ここはさらに雫石川による開析によっていくつかの段丘面が

形成されている。古代の遺跡が立地するのはこのうちもっとも低位の段丘となっている。

これら段丘は旧雫石川およびその中小支流により、いくつかに区分されており、この状況は現地表

面の観察からも読みとることができ、網の目状にこれらの旧河川が入り組んでいる状況が窺える。

旧河川跡は現在でも地形的に低い部分となっており、水田として利用されている。いくつかに区分さ

れた段丘はおもに住宅地として利用されている。こういった土地の利用形態は今回の土地開発が行わ

れるまで、古代から続く普通的な状況であったようである。

このような旧1可川によって取 り残された微高地上の高まり (自 然堤防)に古代の集落は立地してい

るのであり、今回報告する飯岡沢田遺跡についても同様である。なお、現在の雫石川は遺跡の北方

1.5kmを東流する。本遺跡の標高は123～ 124mを測る。

2 周辺 の遺跡 と過去 の調査

(1)周 辺 の 遺 跡

飯岡沢田遺跡周辺には前節で述べたように、いくつかの旧河川によって小さく区切られた自然堤防

ごとに古代の集落が存在する。本遺跡を中心にみると、北側には野古A遺跡が、南側には飯岡オ川遺

跡が、西側には台太郎遺跡がそれぞれ所在し、それぞれの遺跡は旧河道たる低地部分により区分され

ていると考えられる。

鹿妻堰を挟んですぐ北側に隣接する野古A遺跡はこれまで22次にわたる調査が行われてきた。その

結果、 7世紀後半～ 8世紀後半と9世紀後半～10世紀前半を中心とする 2時期の集落であることが判

明している。

東側に位置する台太郎追跡はこれまで53次 にわたる調査が行われている。中世や近世の痕跡も確認

されているが、遺跡の中心は古墳時代～平安時代となる。この時期を詳しくみると野古A遺跡と同様

7世紀後半～ 8世紀後半、 9世紀後半～10世紀前半の 2時期に分かれる。この遺跡最大の特徴は 7世

紀後半～ 8世紀代にかけての集落であろう。最近の調査では、湖西産の須恵器やいわゆる「関東系」

土師器が出土するなど他地域との関連が考えられるようになっている。また、それにともなって土器

の年代観がひきあげられつつあり、集落の開始時期が少なくとも7世紀中葉までひきあげられる可能

性が高くなった。したがって、周辺ではもっとも古い集落となり、遺構数、「関東系」土師器などの

搬入遺物などあわせて他の遺跡では追随を許さない拠点的な集落であったことが伺える。

南に位置する飯岡才川遺跡は現地表からも観察される旧河道をはさんで南側に位置する自然堤防上

にある。これまで 6次にわたる調査が行われ、その結果、 9世紀を中心とする集落跡であることが半J

明しており、 7・ 8世紀にわたる遺構は今のところ発見されていない。注目されるのは小型ながらも

総柱式掘立柱建物跡が 4棟検出されている点である。このほか 1辺が 7m以上の竪穴住居跡も複数検
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2 周辺の遺跡と過去の調査

出されている。該期における総柱式掘立柱建物跡は、地域における拠点的な遺跡からしか検出されて

いないことから (西澤・小針2005)、 今後の調査によっては、平安期における地域の拠点集落になり

得る可能性がある。

このように飯岡沢田遺跡は、古代の各時期における拠点的な集落にはさまれた地域に立地している

のである。この点は本遺跡の形成過程や性格を考える上では重要になるものと思われる。

(2)過 去 の 調 査 歴

当センター・盛岡市教育委員会によって、表 1の ように過去 8度にわたる調査が行われている (試

掘を含む)。 遺跡推定範囲の面積は約75,000∬ であ り、今回報告分を含めると、推定遺跡範囲全体の

約30%を 調査 したことになる。

これまでの調査によって、本遺跡か ら7世紀末～10世紀にかけての集落、 7世紀から8世紀にかけ

ての墓域、18～ 19世紀にかけての集落が確認されている。このうち、中心である飛鳥時代～奈良時代

にかけての集落・墓域について以下簡単に触れておきたい。

竪穴住居はこれまで30軒調査されている (今回報告分を含む)。 このうち 7世紀末～ 8世紀にかけ

てのものが20軒 と大半を占める。立地・占地をみると、墓域を挟んでその両側に展開する。墓域の北

側に展開する住居群はやや散在 し、規則性がない。墓域の南側に位置する住居群は、今回見つかった

7棟の住居で、墓域から一段低 くなった場所に、南北方向に並ぶように位置 していた。いずれも、古

墳や墳墓と重複することはない。

「古墳」は主体部が削平されたものを含めるとこれまでに21基調査されている。このうち主体部を

もつものは 5基、それ以外が16基である。他に、比較的小型で、円形や方形に周溝が巡るものが7基、

不整形に周溝が巡るものも17基確認されてお り、これらの類 もまた墳墓であると考えるなら、合わせ

て45基が確認されており、非常に大規模な墓域であったことが伺える。これらの時期は過去の報告で

は 9世紀代 と考えられているが、おもに周溝からの出土であるため決定的ではない。このほか平安期

以降の墳墓と考えられる大型の方形周溝が 1基確認されている。この遺構は内容的にも不明であるが、

時期は古墳 よりも降る可能性が考えられている。また、火葬骨をおさめた蔵骨器 も 1点検出されるな

ど、本遺跡は古墳時代から平安時代にかけて継続 して墓域、祭祀域 として存在 していたことが考えら

れている。

このように飯岡沢田遺跡は、周辺では稀な墓域を有する遺跡であ り、該期の社会構成を探る上では

欠 くことのできない重要な遺跡であることが半J明 しつつある。問題点として、集落と古墳、墳墓との

時期関係の把握がある。この地域では細かな土器編年が存在 しないため、集落と古墳 (墳墓)が同時

に存在 していたか時期差があるかは明らかとなっていない。また、古墳の時期決定にも課題が残るな

ど年代に関しては多 くの問題が残っているのである。

過去 の調査歴

|― 1諄套■体|||―  | 1 郭| ・ 画■      ■1爾 |―積  ― ― 試/本      調査環因
市教委    H7921～ 922            384    試掘       盛南開発
市教委    H81028～ 111           2,965    試掘       盛南開発
センター   H13416～ 1112         10,670    本調査      盛南開発

市教委                              試掘       盛南開発
センター   ド1449～65            1,773    本調査      盛南開発

市教委    H14722                10    本調査      盛南開発

市教委    H141112～ 1114           171    試掘       盛南開発

市教委    H1558～ 530           2,638    本調査      盛南開発
センター   H1661～ 76            1,179    本調査      盛南開発
センター   H16412～ 76           4,626    本調査      盛南開発

半澤武彦2003『 飯岡沢田遺跡第3次発掘調査報告書』岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報告書第418集

半澤武彦2003『 飯岡沢囲遺跡第5次発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第419集
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Ⅲ 調 査 成 果

調査の概要 と基本層序

今回の調査区は第 3次調査区の東南側、第5次調査区の南側に位置する。調査区内の地形について

は第 2図を参照されたい。調査区北西隅は第3次調査区から続 く、古代の墓域に相当する。平坦地で、

今回の調査区内で最 も標高が高 く、124.5m付近を測る。墓域か ら東に至ると 1～ 1,5m低 くなる。調

査区中央からやや東側にかけ、標高123.9mを 計る平坦面が見受けられ、また、調査区東端ではやや

傾斜が急になり、旧河道へ と続 く。調査区西、南側は比較的緩やかに傾斜 している。調査区中央から

東側にかけては、もともとの地形が高いためか、削平をうけ、表土直下にV層が露出していた。この

付近では近世を中心とする遺構が発見されているが、さらに多くの遺構があった可能性がある。

古代を中心とする遺構は調査区の西側に集中している。地形がゆるやかな窪地状を呈する地形に奈

良時代の竪穴住居跡が並んでいるのが確認された。この場所は第 3。 5次調査において、旧河道とさ

れていた部分の延長に位置している。今調査で、 トレンチを入れ、土層を確認したが、旧河道として

認知する根拠に乏しい。恐らく古代以前に沢状地形であった場所にⅡ層上が堆積したものと思われる。

従って、今回は旧河道としては表記していない。また、前回の調査で発見されたいわゆる「古墳」に

ついても一部が調査区北西端で見つかっている。なお、注目すべき点として、調査区東端にあった旧

河道から弥生土器や石器がまとまって出上していることが挙げられる。

今回の調査では、合計67.8kgの遺物が出上している。その内訳は、土師器が25.4kg、 須恵器が12.7kg、

弥生土器が25.6kg、 石器は2.7kg、 その他、陶磁器0.7kg、 古代の上製品・石製品が0.2kg、 鉄製品が0.2

kgと なっている。

N . L=123300m S

←調査区東側
遺構検出面

←調査区中央～西側
遺構検出面

第6図 基本層序
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1 調査の概要と基本層序

基本層序

I層 灰黄褐色土 (10YR4/2) 粘性弱 しまり密 白色の細砂、礫を少量含む 表土

Ⅱ層 黒褐色土 (10YR2/2)  粘性強 しまりやや密 土壌粒子は緻密。シル ト質で、ゆ 5 mllの 火

山灰 (To―a)がブロック状で散在。この火山灰の有無から2層 に細

分できる部分もある。遺構の堆積土に近似する。

Ⅲ層 暗褐色土 (10YR3/3)  粘性強 しまり密 土壊粒子は緻密。シルト質で、ゆ5～ 10111111の 黄

褐色ロームブロック少量、赤色・白色の粒子が全体に散在。調査区

の西側はこの上面が検出面としている。

Ⅳa層 褐色ローム漸移層 (10YR4/4) 粘性やや強 しまり密 土壌の粒子は緻密だが、Ⅲ層より

は粗い。下部に黄褐色ローム上が少量偏在。

Ⅳb層 黄褐色ローム (10YR5/6) 粘性やや弱 。しまりやや密 土壊の粒子やや粗 く、V層を少量

含む。

V層 明黄褐色砂礫 (10YR6/6) 粘性弱 。しまりやや密 土壌の粒子は非常に粗い。下層に向かう

ほど土壊の粒子は粗くなる。下部に10～ 10011ull大 の礫を多量に偏在。

調査区中央から東側はⅣb層下部からV層にかけて検出。

第 3・ 5次調査の層序と対比すると以下のようになる。

3・ 5次 9・ 10次

1層・・・・・・・・・・・・・ I。 (Ⅱ 層)

2層・・・・・・・・・・・・・Ⅲ層

3層・・・・・・・・・・・・・Ⅳao Ⅳb層

4層・・・・・・・・・・・・・V層
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Ш 調査成果

2調 査 内 容

(1)竪 穴 住 居 跡 (RA)

10棟検出した。過去の調査で、21棟の竪穴住居跡が確認されており、それらに続く、R A022～ 030

とした。

RA020竪穴住居跡 (第 7。 8図)   ‐

調査区北西隅、 3H14aグ リッドに位置する。検出面はV層上面で、黒褐色上の広が りとして検出

した。北側半分は第5次調査区内にあ り、既に報告されている。今回の調査では、遺構の南側約半分

を確認することができた。東側は旧河道の範囲内にあり、その影響のため、残存状況が悪い。

平面形は長方形で、規模は65× 125cmで ある。第5次調査で確認した北半分と合わせると、遺構の全体

は方形で、4.2× 4.4mの 規模であったことが伺える。

床面は、旧河道のある東側に向かってやや下が り気味に傾斜 している。住居壁は外傾 し立ち上がる。

確認面から床面までの深さは、西壁で25cmで ある。東壁は残存 しない。

堆積土は 3層 に分けられる。黒褐色上を主体 とする。床面直上に焼上を確認しているが、原位置を

保っているものではない①また貼 り床は確認できなかった。

カマ ドは、南東隅に位置する。袖の一部と燃焼部焼土を確認したが、煙道は確認できなかった。旧

河道の影響で流失した可能性が高い。カマ ドが住居の隅に位置することから、煙道は壁に直交せず斜

め方向に取 り付けられていた可能性 も考えられる。袖は黒色土で構築される。床面から最高14cmの高

さまで残存 していた。礫数点が袖に刺さった状態で出土してお り、芯材 として使われたものと考えら

れる。燃焼部焼土は30× 20cmの 範囲で広が り、床面から深さ4cmま で焼成 していた。袖 。焼上の下に

は深さ20cmの掘 りかたが確認されてお り、カマ ド構築前に掘 られたものと考えられる。掘 り方の埋土

は黒色土で、焼土 。炭化物粒を含む。

ピットは確認していない。また南壁際から完形の郭 2点 (1・ 4)が口縁部を合わせた状態で重な

って出土 した。床下8cmま で掘 り込み、下の必が完全に床下に埋まっていた。従って、上の郭 4は床

面上からは伏せた状態で検出した。

遺物は、埋土・床面を中心に土師器が1,725g出土している。そのうち 7点 (927g)を 図示した。

1～ 6は杯形土器 (以下、雰と略す。)である。 3・ 5は床面上から出土している。 1・ 3・ 4は

直線気味に開く体部をもち、口縁部がわずかに外反する特徴を持つ。 4のみは体部下半がほかよりも

ゆるやかであり、器形が異なる。 2・ 6は 内湾気味に立ち上がる体部をもつ。いずれも調整は内外面

とも回転ナデである。 7は甕形土器 (以下、奏と略す。)であり、底部を久損している。短く外反す

る日縁部をもち、端部に広い面が形成される。顕部付近には粘土紐痕が残る。調整は口縁部にヨコナ

デ、徳部に縦位のヘラケズリが施される。

時期は遺構の状況および出土遺物から9世紀後半～10世紀前半に位置づけられる。 (川 又 )

0        (1: 4)     10cm
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2 調査内容

RA020カ マ ド

カマ ド掘りかた

ユ .L=12多 9tXlm

1 10YR2/1黒色土
2 5YR4/4 にぶい赤褐色焼土

3 10YR2/1黒色土

4 10YR2/1黒色土

5 10YR2/1黒色土

粘性やや強

粘性やや弱

粘性やや強

粘性やや強

粘性やや強

焼土粒・炭化物微畳、黄褐色ローム少量含む (袖 部 )

黒色土微量含む

焼土粒多量、炭化物少量含む

焼土粒微量含む

焼土粒中量、炭化物微量含む

1 10YR2/3黒褐色土     粘性やや弱 締まりやや密
2 5YR4/4 にぶい赤褐色焼土 粘性やや弱 締まりやや密

3 10YR2/1黒色土      粘性やや強 締 まりやや密

黄褐色ローム少量含む

黒褐色土やや多 く含む

崩落上、 Ⅱ屑に類似

0          (1:60)          3m

―壁・ L=122900m

。可

日
８
⇔
慕
】
＝
い

‥
劇
―

ｆ
ａ

一
　

＼

密

密

密

密

密

や

や

や

や

や

や

や
や

や

や

ま

ま

ま

ま

ま

締

締

締

締

締

・耳
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第3図 RA020竪穴住居跡カマ ド



Ⅲ 調査成果

RA022竪穴住居跡 (第 6～ 8図 )

調査区北端、 3F13oグ リッドに位置する。北半分が調査区タトヘ広がるため完掘 していない。現状

で本遺構からはカマ ドが 1基、ピット2個が確認される。 R G008'014と 重複 してお り、本住居跡が

最も新 しい。

検出はⅢ層上面であ り、黒褐色土 と灰白色火山灰の広が りをもって確認した。

平面形は調査区内で確認できた範囲で推定すると、方形を基調 とするものの、隅が丸 く明瞭でない

形状を呈する。規模は確認できた西壁 と東壁間では3.7mで ある。住居方位はカマ ド主軸を基準 とす

るとN-85° 一Wであ り、ほぼ西にむく。

住居壁は斜位に立ち上が り、床面までの深さは確認面より55cmであり、良 く残存 している。床面は

調査区内においてはほぼ平坦であるが、全体的に東側の方がやや高い。また、床面から炭化材が12点

確認された。ただし、焼土は検出していないので、焼失住居の可能性は低い。検出した炭化材のうち

1点の鑑定を行い、その結果ケヤキと判明した。貼 り床は黄褐色ロームと黒掲色土との混合土で強く

締まる。

堆積土は 4層に分層できる。 1～ 3層 は黒褐色土層であり、 4層は暗褐色上である。上層である 1

層中には灰白色火山灰粒子がブロック状に含まれていた。

ｇ
ｏ
ｏ
い
∽
［
【
＝
白

・
ヨ
「

Ⅱa'軒 10YR3/2
Eb'lV loYR2/2
Ec屑 10YR3/3
1 10YR3/1
2 10YR2/2
3 10YR2/3
4 10YR3/3
5 10YR5/6

黒 IBJ色土

I!褐色土

暗褐色 t
黒掲色上

黒褐色上

巣褐色 上

暗褐色上

黄褐色ローム

粘性やや強 締 まり密 黄褐色ローム微せ含む

粘性やや研け 締 まり密 火山灰微世含む

粘性やや弱 締 まりやや密 火山灰少 呈含む

粘ギとやや強 締 まりやや疎 火山灰微畳、赤色粒子含む

粘性やや強 締 まり疎 炭化物少せ含む

粘性やや強 締 まりやや密 炭化物微 壁、黄褐色ローム少量含む

粘性やや強 締 まりやや密 災化物微是含む

粘性やや強 締 まり密 黒褐色 _とやや多 く含む (貼床 )

上 .  Pitl  .生 d,   Pit2 d'

鮎
炭化物微量、黄褐色砂少量含 む

L‐ 12311111m

甥
1 10YR2/1黒 色上  粘性弱 締 まりやや密

第 9図  RA022竪穴住居跡
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2 調査内容

―
艦
Ｆ
・　
中
”
〕
Ю
∞
ω
Ｏ
Ｏ
ｇ

boL‐ 123300m J

1 10YR3/1
2 10YR3/3
3 10YR3/4
4 10YR5/4
5 10YR3/1
6 10YR4/4
7 10YR5/6
8 10YR4/6
9 75YR76
10 10YR5/6
11 5YR4/8
12 10YR5/6
13 10YR2/8
14 10YR2//3

黒褐色土

暗褐色土

暗褐色土

にぶい黄褐色ローム

黒褐色土

褐色土

黄褐色ローム

褐色ローム

栓色 ローム

責褐色ローム

赤褐色焼土

責褐色砂

黒褐色上

黒褐色土

粘性やや弱 締 まりやや疎 黄褐色ローム微量含む

粘性やや弱 締 まりやや密 焼土粒微量、黄褐色ローム少量含む

粘性やや強 締 まり疎 粒径20mmの 責褐色ロームプロック少量含む

粘性やや弱 締 まり疎 黒褐色土少量含む

粘性やや強 締 まりやや密 黄褐色ローム少量含む

粘性やや弱 締 まりやや密 焼土粒中量、黒掲色土少量含む

粘性強 締 まり密 焼土粒・炭化物微量、暗褐色土少量含む (袖 部 )

粘性強 締 まりやや密 焼土少量含む (袖部)

粘性やや強 締 まりやや弱 焼土粒微量含む (袖部 )

粘性やや弱 締 まりやや疎  暗褐色土がやや多 く含む

粘性やや弱 締 まり疎 黒褐色土少量含む (燃焼部)

粘性やや弱 締 まりやや疎 黒褐色土やや多 く含む

粘性やや弱 締 まり密 炭化物微量、礫少量含む

粘性やや強 締 まり密 礫少量含む (天丼部)

0         (1:30)

第10図  RA022堅穴住居跡カマ ド

ド掘 りかた
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Ⅲ 調査成果

カマ ドは住居西壁にほぼ

直交 して設置 されるが、そ

の位置は不明である。右袖

の一部、煙道、煙出しピッ

トの一部が調査区外に広が

る。カマ ド上部は削平のた

め残存せず下部のみとなり、

左右袖、燃焼部、煙道、煙

出しピットから構成される。

袖間の幅は現状で最大84cm、

残存する長 さは左袖が76cm

である。両袖 とも床面か ら

18cmの 高さが残存 している。
第11図  RA022竪穴住居跡出土遺物

袖間には50× 18cmの範囲で燃焼部焼上が広がる。袖はローム上で構築されてお り、少量の暗褐色土が

混 じる。袖下部は燃焼部に近いためか、ローム土が橙色に変色 していた。

煙道は住居北壁より西に102cm延び、先端に径15cmの煙出しピットが付設される。底面は住居床面

より徐々に下がっていく。

カマ ド堆積土は12層が確認できる。暗褐色～黒褐色系のシル ト層が大半である。袖間の堆積は 2層

が確認でき、 3層が暗褐色土、 5層 が黒褐色土である。この 5層の下位に焼土 (11層 )が広が り燃焼

面となる。なお、この 5層 をサ ンプル採取 し、水洗選別を行っている。15層 は基本土層Ⅲ層であるこ

とから、煙道は地山を トンネル状に割 りぬいて構築されていることがわかる。

ピットは床面に 2個構築されている。いずれも住居南東に位置する。

遺物は、堆積土を中心に1,891g出 土 し、そのうち 3点 (1,794g)を 図示 した。

8は郭である。西壁際の床面上から出土 した。全体的に半球状を呈 し、口縁端部が内側に屈曲する。

日縁部と体部との境界には段が形成され、その痕跡は内面にも及ぶ。調整は内外面とも横位から斜位

のミガキであり、内面に黒色処理が施される。 9は小型の養である。カマ ド燃焼部上に横倒 しの状態

で出土 した。安定した底部をもち、体部中位に最大径をもつ。調整は磨滅が激 しいがハケメが施され

ているのが確認できる。10の磨石はカマ ド燃焼部上から出上している

時期は遺構の状況および出土遺物から7世紀後葉～ 8世紀前葉に位置づけられる。

RA023竪穴住居跡 (第 12～ 14図 )

調査区北西部、 3F22o～ pグ リッドに位置する。カマ ドが 1基、ピットが11個付設される。RG
014・ 015と 重複 してお り、本住居跡が最 も新 しい。

検出はⅢ層上面であり、黒褐色土と灰白色火山灰の広が りをもって確認 した。

平面形は方形を基調とするもので、規模は確認できた南北壁間が3.8m、 東西壁間が3.65m、 床面ま

での深さが確認面から45cmで ある。住居方位はカマ ド主軸を基準とするとN-66° ―Wである。

住居壁は、残存度の良い北壁をみると、床面からゆるやかに立ち上が り、床面は調査区内において

はほぼ平坦であるが、全体的に東側の方がやや低い。貼 り床は黄褐色ロームと黒褐色土との混合土で

強 く締まる。

堆積土は 4層 に分層できる。 4層 とも黒褐色土層である。上層の 1層中には灰白色火山灰粒子がブ

ド

■

ｒ

■

ノ

″
″
‐
＼
よ

|||
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2 調査内容

ロック状 に含 まれていた。一部削平 されているものの、いわゆる三角堆積 を呈することか ら自然堆積

であると考えられる。

カマ ドは住居西壁の中央部 にほぼ直交 して設置 される。 カマ ド上部は削平のため残存せず下部のみ

の検出となる。左右袖、燃焼部、煙道、煙出 しピッ トか ら構成 される。

ユ10YR2/3
2 10YR3/2
3 10YR2/2
4 10YR3/2
5 10YR3/2

一二・L=123200m ・ど生

鮎
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性強

2 10YR3/3暗 褐色土 粘性弱

斡

黒褐色土 粘性やや強 締 まりやや密 粒径10mmの 火山灰ブロック少量含む

黒褐色土 粘性強 締 まりやや密 黄褐色ローム微量含む

黒褐色土 粘性やや強 締まり密 黄褐色ローム中畳含む

黒褐色土 粘性強 締まりやや疎 黄褐色ローム中量含む

黒褐色土 粘性やや強 締 まり密 黄褐色砂中量合む (貼床 )

.聖― L‐123200m

一鮎
・墾■ L=123 211Clm

」生.Li123 200m・ 」壁         _生

h.   .空 二L=123200m _上 .    .■ _L=123200m

締まりやや密 炭化物微量、粒径5mmの黄褐色ロームブロック少量含む

締まり密 黄褐色ローム多量含む

‐ .
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第12図  RA023竪穴住居跡

9           (1:60)           om
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Ⅲ 調査成果

卜

一 と=123300m

カマ ド掘りかた

■

２

３

　

４

５

　

６

ヶ

0           (1:30)

ЮYR3/1黒褐色土   粘性やや強 締 まりやや疎 黄褐色 ローム微量含む
ЮYR5/8責褐色 ローム 粘性やや強 締 ま りやや疎 黒褐色土やや多 く含む
10YR3/3暗 褐色土   粘性やや弱 締 まりやや密 粒径30mmの 責褐色ロー

ムブロック少量含 む
10YR3/4暗掲色土   粘性強 締 まりやや密 黄褐色ローム中量含む (袖 部 )

10YR3/4暗 掲色土   粘性やや弱 締 ま り密 炭化物微量、焼土粒少量、
黄褐色 ローム微量合む (袖 都 )

10YR3/1黒 褐色土   粘性強 締 まりやや密 黄褐色ローム微量含む
10YR3/4暗 褐色土   粘性やや弱 締 まりやや密 焼土粒微量、黄褐色 ロー

ム中畳含む
8 10YR3/3暗褐色土   粘性やや強 締 まりやや疎 炭化物微量、焼土粒

やや多 く含む
9 10YR2/1黒色土    粘性やや弱 締 まり疎 黄掲色ローム微量含む
10 10YR3/4暗 褐色土   粘性やや弱 締 まり密 焼上粒微量、黄褐色 ローム

中量含む
11 10YR3/2黒 褐色土   粘性やや強 締 ま りやや疎 黄褐色 ローム微畳含む
12 10YR3独 黒褐色上   粘性やや弱 締 ま りやや疎 黄褐色 ローム中量含む

少量含む
13 10YR2/3黒 褐色土   粘性弱 締 まりやや密 炭化物微量、黄褐色 ローム

少量含む
14 5YR4/8 赤褐色焼土  粘性やや強 締 まりやや疎 褐色土少量、炭化物微量

含む
15 10YR4/6褐 色土    粘性やや強 締 ま りやや疎 黒褐色土微量含む
16 ЮYR3/4暗褐色土   粘性やや弱 締 まり密 黄掲色ロームやや多 く含む
17 10YR2/2黒 褐色土   粘性やや強 締 まりやや疎 黄褐色ローム微量含む

(天丼部 )

18 10YR2/2黒 褐色土   粘性やや強 締 ま り密 黄褐色ローム少量含む
19 10YR5/6黄 掲色ローム 粘性やや強 締 ま り密 黒掲色土中量含 む

■5m

第13図  RA023竪穴住居跡カマ ド
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2 調査内容

袖 間の幅は、土坑や

ピッ トとの重複のため

両袖の一部が破壊 され

ているものの、おお よ

そ100cm、 右・左袖の長

さそれぞれ80。 54cmで

ある。両袖 とも床面か

ら8cmの 高さが残存 して

いる。袖間には38× 53

cmの 範囲で焼上が広が

り燃焼部 となる。燃焼

部中央 には支脚 と考 え

第刊4図 RA023竪穴住居跡出土遺物

られる自然礫が 2個横に配置されていることから2つ掛けのカマ ドかもしれない。左袖の前方には長

さ32cmの 円礫が床面よりやや浮いた状態で確認されている。袖は台状に地山を削 りだした上に、暗褐

色上を盛 り構築 していた。

煙道は住居北壁 より西に108cmの び、先端に径30cmの煙出しピットが付設される。底面は住居床面

から燃焼部付近でいったん高 くなり、住居外に至って煙出しピットまで徐々に下がっていく。

カマ ド堆積土は15層が確認できる。暗褐色～黒褐色上を主体とする。袖間の堆積はそのうち3つが確

認できるが、1層 は住居埋上の2層 に類似し、本来のカマ ド堆積土は 2・ 3層 の 2つ である。これらの

層の下位には焼土層があり、上面が燃焼面となる。煙道にはおもに 9層黒色上が堆積している。 6・

7層 は天丼部の崩落の可能性がある。17層 は基本土層Ⅲ層であることから、煙道は地山をトンネル状

に到 りぬいて構築されていることがわかる。10～ 13層 は暗褐色～黒褐色土であり、おもに煙出しピッ

ト堆積土である。

ピットは床面に11個構築されている。床面全域にわたり構築されている。いずれも黒褐色を主体と

する堆積土をもち、深さも床面から約10cmと 浅い。

遺物は、堆積土・床面を中心に出土するが原位置を保つものはない。総量は1,008gであり、その

うち 3点 (789g)を 図示した。11は、復元口径が12cmと やや小型の必である。器形は底部を欠損し

ており不明であるが、ゆるやかに内湾気味に立ち上がる体部をもち、口縁部が直立気味に短く立ち上

がる。調整は内面にはミガキと黒色処理が施され、外面は磨滅しているもののミガキの痕跡がわずか

に認められる。この土器は調整・胎土等は在地のものに類似しているものの、器形はその中には見出

せないものであり、あるいは、「関東系土師器」を模倣したものかもしれない。12は壷であり、体部

上半以上が欠損している。内外面とも磨滅が激しく調整は観察できない。13は敲磨器である。小口面

と表裏面がスリ面である。

時期は遺構の状況および出土遺物から8世紀前半に位置づけられる。
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Ⅲ 調査成果

RA024竪穴住居跡 (第 15～ V図 )

調査区北西部、 3F17mグリッドに位置する。他遺構との重複はないが、 2m東にはR G014が位

置する。カマ ドが 1基、ピットが 4個付設される。

検出は遺跡範囲確認の際の試掘 トレンチ底面で本住居跡を確認した。試掘 トレンチは本住居跡の西

側半分に及んでいるが、住居東側はⅢ層上面で黒褐色土の広がりから確認できた。

平面形は方形を基調とするものの、北西角がややいびつである。規模は南北壁間が2.4m、 東西壁

間が2.6m、 床面までの深さが確認面から33cmで ある。住居方位はカマ ド主軸を基準とするとN―

82° 一Wである。

住居壁は、床面からゆるやかに立ち上がっており、上端と下端の差が大きい。床面は調査区内にお

いてはほぼ平坦であるが、全体的に南側の方がやや低い。只占り床は黄褐色砂と黒褐色土との混合上で

強く締まる。

堆積土は 5層 に分層できる。 5層 とも黒褐色土を主体とし、これらはいわゆるレンズ状堆積 。三角

堆積を呈することから自然堆積であると考えられる。

床面から埋土下位にかけ、焼上、炭化物が堆積し、特に床面の中央部には焼土が240× 60cmの範囲

で広がっており、炭化材がいくつか確認される。これらはナラとケヤキという同定結果が得られてい

る。本住居跡は焼失住居である可能性が高い。

カマドは住居西壁の中央部にほぼ直交して設置される。カマ ド上部は削平のため残存せず下部のみ

の検出となる。左右袖、燃焼部、煙道から構成される。

袖間の幅は、最大で104cm、 右 。左袖の長さそれぞれ92・ 118cmで ある。両袖とも床面から10cmの高さ

が残存している。袖間には28× 56cmの範囲で焼土が広がり燃焼部となる。袖は両方とも黒褐色粘質土

の 2つの層から構成される。

煙道は試掘 トレンチにより、上部が削平されていた。住居北壁より西に122cmの び、先端はほぼ直

角に立ち上がっており、明確な煙出しピットは確認できない。煙道先端をそのまま煙出しとしている

のであろう。底面は住居床面から燃焼部付近にかけていったん下がるが、その後徐々に高くなってい

く。

カマド堆積土は焼土を含めて 7層が確認できる。暗褐色～黒褐色系のシルト層が大半である。袖間の

堆積はそのうち 3つが確認できる (1・ 2・ 5層 )。 いずれも焼土粒子が含まれる。 5層 の下位には

焼土層 (9層)があり、上面が燃焼面となる。煙道にはおもに 1・ 3～ 6層が堆積している。貼 り床

は煙道の歪にまで及んでいる状況が窺える。カマド掘りかたをみると袖の下部にあたる部分が袖状に

掘り残されている。この部分の上に貼 り床が施され、いったん平坦にされ袖 (カ マド本体)が盛土に

より構築されているのが確認された。カマドの位置が掘りかた構築時からある程計画されていた可能

性がある。

ピットはカマ ド両脇に 2個、対面の東壁下に 2個が構築されている。

カマ ド両脇のピットはその位置や規模から貯蔵穴と考えられる。

遺物は、堆積土 。床面を中心に出土するが原位置を保つものはな

い。総量は330gであり、そのうち 1点 (150g)を 図示 した。14は

奏であ り、体部中位以下が欠損 している。口縁部はゆるやかに外反

する形態で、端部がわずかに内湾する。調整は内外面 ともハケメが

施される。

時期は出土遺物が少なく判断が難しいが、 8世紀代であろう。 第15図 RA024竪穴住居跡出土遺物
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2 調査内容

b

b

」

1 10YR3/1 黒褐色土
2 10YR2/2 黒褐色土

&10YR2/2 黒褐色土
4 10YR3/1 黒褐色土

5 10YR3/1 黒掲色土

6 10YR2/1 黒色土

焼土・炭化物範囲

粘性やや強 締 まりやや密 炭化物微量含む

粘性強 締 まりやや密 炭化物少量、黄褐色ローム微量含む

粘性やや強 締まり密 炭化物微量、黄褐色ローム中量含む

粘性やや弱 締まりやや密 黄褐色ローム微量含む

粘性やや強 締まり密 粒径20mmの 黄褐色ロームブロック中量含む

粘性強 締 まり密 責褐色砂中量含む (貼床 )

b.

0        (1:601        3m
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第16図 RA024竪穴住居跡



Ⅲ 調査成果
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卜
二壁・L=123400m bi

カマ ド掘りかた

1 10YR2/1黒 色土

2 10YR3/3暗 褐色土
3 10YR3/4晴 褐色土
4 10YR2/3黒 褐色土

5 10YR3/1黒 褐色土

6 10YR3/2黒 褐色土
7 10YR3/1黒 掲色土

8 10YR3/2黒 掲色上

9 5YR4/6 赤褐色焼土

10 10YR2/1黒 色土
H10YR3/ユ 黒褐色土

粘性やや弱 締まりやや密 焼土粒少量、炭化物微量、

粒径40mmの 責褐色ロームプロック少量含む

粘性やや強 締 まり疎 焼土粒やや多 く、民化物少量含む

粘性やや弱 締まり疎 焼土粒・炭化物少量含む

粘性強 締 まりやや疎 焼土粒少量、炭化物微量含む

粘性強 14rま りやや疎 焼土粒微量含む

粘性やや強 締まりやや密 黄掲色ローム中量含む

粘性強 締 まりやや密 焼上粒多量、炭化物微量含む (袖 部)

粘性やや強 締 まり密 焼土粒・炭化物微量、黄褐色
ローム少量含む (袖 部)

粘性やや弱 締 まりやや密 (燃焼都 )

粘性強 締 まり密 黄褐色砂中量含む (員占床 )

粘性強 締 まりやや疎 粒径5mmの 黄褐色ロームプロック

やや多 く含む (貼床 )

0           (1:30)          15m

第17図  RA024竪穴住居跡カマ ド
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2 調査内容

RA025竪穴住居跡 (第 18～20図 )

調査区中央部 4F5～ 6sグ リッドに位置する。 R G 008'014と 重複 してお り、本住居跡はR G008

よりは新 しく、 R G014よ りは古い。本住居跡にはカマ ドが 1基、ピットが10個付設される。

検出はⅢ層上位であり、黒褐色上の広が りをもって確認した。遺構検出の際、Ⅲ層上面をやや深 く

掘削 してお り、本住居跡の上部を削平 してしまった可能性がある。従って掘 り込み面 (生活面)は不

明である。

平面形は方形を基調 とするもので、規模は確認できた南北壁間が最大で6.4m、 東西壁間が最大で

5.6m、 床面までの深さが確認面から26cmである。住居方位はカマ ド主軸を基準とするとN-71° 一

Wである。

住居壁は、どの壁も削平を受けているが、床面からゆるやかに立ち上がっている。床面は調査区内

においてはほぼ平坦である。貼 り床は確認できなかった。

堆積土は 3層 に区分できる。 1～ 2層 は黒褐色土を主体 とする。 2層中には灰白色火山灰粒子が少

量ブロック状に含まれていた。一部削平されているものの、いわゆる三角堆積を呈することから自然

堆積であると考えられる。

カマドは住居西壁のやや北寄りの部分に、壁とほぼ直交して設置される。カマ ド上部は削平のため

残存せず下部のみの検出となる。カマドは、左右袖、燃焼部、煙道、煙出しピットから構成される。

袖間の幅は最大で96cm、 右・左袖の長さそれぞれ64・ 60cmで ある。袖間には92× 58cmの範囲で焼上が

広がっており、燃焼部となる。燃焼部内には礫が 2点確認されるが、袖を構成するものか支脚なのか

判断がつかなかった。袖は盛上によって構築されていると考えられるが、良好な断面が得られなかっ

た。カマド周辺には遺物が出土するが床面から浮いた状態のものが多い。

煙道は削平により上部が消失している。住居北壁より西に150cmの び、先端に径30cmの煙出しピッ

トが付設される。煙道の断面形は、燃焼部付近から外に向かって徐々に下がっていく形態を呈する。

カマ ド堆積土は焼土を含めて15層が確認できる。袖間の堆積はおもに 1・ 4・ 12層であり、黒褐色粘

質土が堆積している。12層 の下位には焼土層があり、上面が燃焼面となる。煙道にはおもに 9・ 10層

の黒褐色土が堆積している。上部が削平されているため煙道の構築方法は不明である。

ピットは床面に10個構築されている。床面の南半分に多くが偏り、北東側からは検出していない。従

って上屋を支える柱穴であったかどうか定かではない。いずれも深さが床面より10～ 15cmであり、黒

褐色上が堆積している。

遺物は、土師器が堆積土・床面を中心に出土するが原位置を保つものはない。総量は3,489gであ

り、そのうち 6点 (3,036g)を 図示した。15～ 17は郭で、16は左袖脇から出土している。15・ 17は

比較的扁平で、平底風の底部をもつが、16は九底である。17の器形は頸部で屈曲して立ち上がる口縁

部をもつが、15。 16は外面に稜を持つものの、頸部で屈曲せずゆるやかに立ち上がる。外面調整はい

ずれも口縁部はヨコナデ、内面にミガキと黒色処理が施される。外面底部の調整はハケメ様に観察さ

れるが、ミガキ用の工具で施されたものであり、一応ミガキとした。通常のミガキ調整とは異なって、

凹凸が著しく、光沢感が乏しい。

18～20は 奏である。18は カマド左袖脇から、20は燃焼面上から出土している。19は西壁際の床面か

ら約15cm上から、逆さの状態で出上した。それぞれ小 。中・大の大きさ (容量)に対応する。いずれ

も頸部に段を有し、口縁部は外反するものであるが、その度合いは様々である。18は 口縁端部に面が

形成される。調整は口縁部にヨコナデが、体部内外面ともハケメが施される。

時期は遺構の状況および出土遺物から7世紀末～ 8世紀前葉に位置づけられる。
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1 10YR3/1黒褐色土  粘性やや弱 締 まり密 炭化物微量、責褐色ローム少量,礫少量含む
2 10YR3/2黒 褐色土  粘性やや強 締 まり密 火山灰プロックで少量、炭化物微量、黄掲色ローム微畳含む
3 10YR3/3暗 褐色土  粘性強 締 まり密 責褐色 ローム中量含む

Ⅲ 調査成果

工 ' Ht5  °
g L=12301111m

鮎

kttL=123000m

RA025桂穴

二

鮎

生 wttm止

瘍 蒻

止 口 嗣 m二

塊

e L 12嗣 m

一二・    ・ユーL=1231100m _上

甥
10YR3/1黒褐色土  粘性やや弱
ЮYR4/4褐 色ローム 粘性やや弱

_生 。L=12301111m 。三―
Ht4

h・
  Ptt6  ・生生L=1230∞ m

劾
・   Pit8   ・ユーL=123 000al

以
炭化物微量、黄褐色ローム少量含む

締 まりやや密 黒掲色土中量含む

0          (1:60)          3m

第18図  RA025堅穴住居跡
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2 調査内容

|"

1 10YR2/2黒 褐色i

2 10YR3/1 黒褐色上

3 10YR3/4暗 褐色土

4 10YR3/2黒褐色 上

5 10YR2/2黒 褐色土

6 10YR4/4褐色土

7 10YR3/1黒 褐色 ■

&10YR2/2黒 褐色土

9 10YR3/2黒 褐色土

10 10YR3/2黒 褐色土

11 10YR2/2黒 褐色 上

12 10YR3/2黒 褐色上

13 75YR6//6橙 色焼土

14 5YR4/8 赤褐色焼土

15 10YR3/2黒 褐色土

聖壁・ L=122100m

粘性やや強 締 まりやや疎 焼上粒

炭化物微量合む

粘性やや弱 締 まり密 焼土粒微量含む

粘性弱 締まり密 焼土粒少量、黄褐色
ロームやや多 く含む

粘ギとやや弱 締 まりやや疎 炭化物微量、

粒径20mmの 黄褐色ロームプロック少量

含む

粕性やや弱 締 まりやや密 焼土粒微五、

黄褐色ローム少量含む

粘性やや強 締 まりやや疎 黄褐色 ロー

ム少量含む

粘性やや弱 締 まり密 黄褐色ローム

中邑含む

粘性やや弱 締 まりやや管 焼土粒微量、

黄褐色ローム少量含む

粘性やや強 締 まりやや疎 焼土粒・

炭化物微量、資掲色ローム少量含む

粘性やや弱 締 まりやや疎 責褐色 ロー

ム少是含む

粘性やや強 締 まりやや密 焼土粒・

炭化物微量含む

粘性やや弱 締 まり密 焼土粒やや多 く、

炭化物微量、骨片微登含む

粘性やや強 締 まりやや密 炭化物少量

含む

粘性やや弱 締 まりやや密 炭化物微星

含む (燃焼部)

粘性やや強 締 まりやや宿 焼土粒・

炭化物微量、黄褐色ローム少量含む

0                   (1 :30)

＝
　

‐‘
＝

蠅
叫

カマ ド掘 りかた
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第19図  RA025竪穴住居跡カマ ド



Ⅲ 調査成果

第20図  RA025竪穴住居跡出土遺物

RA026竪穴住居跡 (第 21～23図 )

調査区北西部、 3F20pグ リッドに位置する。RG014と カマ ド煙道部分で重複 してお り、本住居跡

の方が古い。またR G008と も重複 してお り、本住居跡の方が新 しい。付属施設としてカマ ドが 1基

ある。

検出はⅢ層上面であ り、黒褐色土の広が りをもって確認 した。削平が及んでいるため掘 り込み面

(生活面)は不明である。

平面形は方形を基調 とするものの、隅角が九 く構築されている。規模は南北壁間が最大で3.6m、

東西壁間が最大で3.7m、 床面までの深さが確認面から43cmである。住居方位はカマ ド主軸を基準 と

するとN-93° 一Wである。

住居壁は、床面からゆるやかに立ち上がるが、北壁の一部は直角気味に立ち上がるものの上端付近

でさらに外方へ広がる。床面は調査区内においてはほぼ平坦である。貼 り床は責褐色ロームと黒褐色

土との混合上で強く締まる。

住居堆積土は 7層 に区分できる。 6層以外は黒褐色土を主体 とする。 2層 中には灰白色火山灰粒子

がブロック状に含まれ、その下部で一部層状に堆積 しているのを確認 した。いわゆる三角堆積・ レン

ズ状堆積が確認できることから自然堆積であると考えられる。

カマ ドは住居西壁の中央部にやや斜行 して設置される。カマ ド上

部は削平のため残存せず下部のみの検出となる。カマ ドは、右袖、

燃焼部、煙道、煙出しピットから構成される。

袖間の幅は、左袖が確認できなかったことか ら不明である。右袖

の長さは約36cm、 床面からの高さが 6 cm残存 している。右袖の南に

は径60cmの範囲で焼上が広がってお り、燃焼部 となる。この中央に

は支脚 と考えられる自然礫が 1点配置されている。右袖は黒褐色土

を混合 した黄褐色ローム土で構成 される。燃焼部は住居北壁 よりも

外側にはみ出すことか ら、カマ ド本体 も同様の状態であったと推定

される。 したがって、左袖は確認できなかったが、本来は住居内に

は存在 しないか非常に短いものであった可能性が高い。 第21図 RA026竪穴住居跡出土遺物

棚
棚
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2 調査内容

煙道は住居北壁の突出部から西に110cmの び、先端に径30cmの煙出しピットが付設される。煙道底

面の状態は住居床面から燃焼部を経て煙道先端まで徐々に下がっていくものである。

カマ ド堆積土は燃焼部焼土を含めて15層が確認できる。暗褐色～黒褐色系の粘質土が大半である。袖

内 (本体)の堆積土は 1～ 5。 7層の 6層であり、上位には黒褐色 。暗褐色の粘質土が、下位には黄

褐色ローム土が堆積する。煙道はおもに10。 11層 が堆積 している。16層 は基本土層Ⅲ層であることか

ら、煙道は地山を トンネル状に割 りぬいて構築されていることがわかる。

そのほか、床面ほぼ中央に110× 100cmの範囲で細かい炭化物の広が りを確認 した。焼上の混入はなく、

したがって、本住居跡が焼失住居である可能性は低い。

遺物は、土師器が堆積土・床面を中心に出土するが原位置を保つものはない。総量は593gであ り、

J生 。 L=123400m

1 10YR3/1黒褐色土   やや耳ヨ 締 まりやや密 黄褐色ローム微量含む

2 10YR3/2黒掲色土   粘性やや弱 締 まりやや密 火山灰 (10YR7/3)プ ロックで少量、礫微量含む

3 10YR2/3黒褐色土   粘性やや強 締 まりやや密 黄褐色ローム微最含む

4 10YR2/2黒褐色土   粘性強 締 まりやや疎 粒径30mmの 黄褐色ロームブロック少量含む

5 10YR3/1黒褐色土   粘性やや強 締 まりやや密 黄褐色ローム微量含む

6 10YR3/4暗掲色土   粘性やや弱 締 まり密 炭化物微量、黄褐色ロームやや多 く含む

7 10YR3/2黒褐色土   粘性やや弱 締 まりやや密 炭化物微遣、黄Itl色 ローム中電含む

8 10YR2/2黒褐色土   粘性やや弱 締 まり疎 焼土粒・炭化物微量、黄掲色ローム少量含む

9 10YRν6黄褐色ローム 粘性強 締 まりやや疎 黒褐色土少量含む (貼 床 )

0        (1160)        3m

曾
―
‐
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Ⅲ 調査成果

b・ L=123200m

1 10YR3/1黒褐色土   粘性弱 締 まりやや密 黄褐色ローム微量含む
2 10YR3/3暗 褐色土   粘性やや強 締 まりやや疎 責褐色ローム微畳含む
3 10YR3/2黒 褐色土   粘性やや強 締 まりやや密 粒径20mmの責褐色 ロームプロック少量含む
4 10YR3/1黒 褐色土   粘性やや弱 締 まり密 焼土微量、責褐色 ローム少量含む
5 10YR2/2黒 褐色土   粘性弱 締 まり疎 焼土粒中見、炭化物微量、黄褐色 ローム少畳含む
6 10YR5/6黄 褐色ローム 粘性やや強 締まりやや疎 黒褐色上少量含む (袖 部 )

7 10YRν6黄褐色ローム 粘性やや弱 締 まり密 責褐色 ローム中量含む
8 10YR3/4暗 褐色土   粘性やや強 締 まり密 黄褐色ローム少畳含む
9 10YR5/6黄 褐色ローム 粘性やや弱 締 まり密 焼土粒少量含む
10 10YR3/1黒褐色土   粘性やや強 締 まりやや密 焼土粒中量、炭化物微量、黄掲色ローム少量含む
11 10YR3/2黒褐色土   粘性やや弱 締 まり密 焼土粒 炭化物少量含む
12 10YR2/1黒褐色土   粘性やや強 締 まり疎 粒径30mmの 黄褐色 ロームブロック少量含む
13 5YR4/6 赤褐色焼 と  粘性やや弱 締 まり密  (燃焼部)

ユ4 10YR5/6黄 IB色 ローム 粘性やや弱 締 まり疎 焼土粒中量、黒褐色土少量合む (燃焼部 )

15 10YR2/1黒色土    粘性やや強 締 まり疎 炭化物少量、黄褐色砂少量含む
16 10YR5/6黄褐色ローム 粘性やや強 締 まり密 黒褐色土少量含 む (天 丼部 )

0           (1:30)          15m

第23図 RA026堅穴住居跡カマ ド

そのうち 3点 (186g)を 図示した。21は堆積土中から出土したロクロ調整の郭である。22は鉢とも

いうべき器形であるが、定まった名称はない。ここでは鉢としておく。頸部には幅広の段を有し、直

立する口縁部と底部に向けて窄まる体部をもつ。調整は口縁部がヨコナデ、体部がヘラナデ、内面はミ

ガキが施される。23は郭 (あるいは鉢)で口縁部を欠損している。底部が広く安定感のある器形である。

時期は出土遺物が少なく判断が難しいが、遺構の状況などを加味して 8世紀代としておく。

(西澤)

RA027竪穴住居跡 (第 24図 )

調査区北端、 3F161グ リッドに位置する。他遺構との重複はない。西側はカクランにより大きく

破壊されている。2m東側にはRA028、 2m南側にはRA024、 西側にはRD129が隣接する。カマ ドが 1

基、ピットが 6個付設される。

Ｅ
ｏ
ｏ
囚
∞
鍔
＝
白

・
潮
―
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2 調査内容

検出は遺跡範囲を確認する試掘 トレンチの底面で、黒色土の広が りをもって確認 した。従って掘 り

込み面 (生活面)は不明である。

平面形は方形で、隅は丸い形状を呈する。規模は、南壁 と北壁間が3.2mである。西壁が残存せず東

西壁間は不明であるが、残存する長さは2.5mである。

住居壁は床面から斜位に立ち上る。確認面から床面までの深さは20cmで ある。床面は概ね平坦であ

るが、中央付近が周辺に比べてやや窪んでいる。貼 り床は、黒褐色土と黄褐色ロームの混合上で回 く

1 10YR2/1 黒色土  粘性やや強 締 まりやや密 黄褐色ローム少曇含む

2 10YR2/1 黒色上  粘性やや強 締 まりやや密 焼上粒微せ、黄掲色ローム微丑含む

3 10YR17/1黒 色 上  粘性やや強 締 まりやや密 黄褐色ローム微旦含む

4 10YR17/1黒 色土  粘性やや強 締 まりやや密 黄褐色ローム少是含む

5 10YR3/1 黒褐色 上 粘性弱 締 まり密 黄掲色ロームやや多 く合む (ll床 )

上 .  Pit2  ・生 L=123100m ユ 。,it3・ 止 L‐ 123100m 二 ・ H14・ 生 L‐123100m 工 .  Pit5 エ ーL=123100m二・ .生 L=123100m

1 10YR2/1黒色 と 粘性やや強 締 まりやや密 黄褐色ローム微モ含む

2 10YR4/4褐 色土  粘性やや強 締 まりやや密 黒色
=キ

を微量含む

_皇_. L=123100m

鮎 甥 塊 ‐̈

1 10YR2/1黒 色上

2 10YR2/1黒 色土

3 10YR4/3に ぶい黄褐色ローム

4 10YR3/2黒 褐色土

5 10YR74褐色土

6 5YR5//8 明赤褐色焼土

7 10YR3/1黒 褐色土

8 10YR3/2黒 褐色土

9 10YR3/4暗 褐色土

10 10YR5/8黄褐色ローム

粘性やや強 締 まりやや密 黄褐色ローム微量含む

lh性 やや強 締 まりやや密 焼土粒微量、黄褐色ローム微量含む

粘性やや強 締 まりやや密 黒色上少量含む

粘性弱 締 まり密 黄褐色ロームやや多 く含む

粘性やや強 締 まりやや密 黒色土やや多 く含む (tll部 )

粘性弱 締 まり密 黒掲色土少量含む (燃焼部)

粘性やや弱 締 まり密 焼土粒少量含む

粘性弱 締 まり密 黄褐色ローム少昆含む

粘性やや強 締 まり密 黄褐色ローム少量含む

粘性やや弱 締 まりやや密 黒褐色土中量含む

(1:30)         ■5m

第24図 RA027・ RA027竪穴住居跡カマ ド

カクラン
|げ

L=123200m

RA027カ マ ド カマ ド掘りかた
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Ш 調査成果

締まる。

堆積土は4層 から成る。黒色土を主体 とし、黄褐色ロームを微～少量含む。下位には焼土粒 も含 ま

れていた。

カマ ドは袖と燃焼部焼上の一部のみが残存し、煙道は完全に失われている。残存部分の位置から推

定すると、西壁のやや北寄 りに設置され、煙道は西向きであったと考えられる。袖は褐色土により構

築されている。残存部分の規模は、袖間の幅が最大 116cm、 右袖長42cm、 左袖長56cmで 、両袖 とも床

穐 1|プ＼
ミ .

桂 穴

易

一
鮎

里生.    .型二L=123300m     _三

甥
望生L=123300m  ‐ ・    .Jtt L=123 300m   l loYR3/2黒褐色上

¨  饂 飴

一�

e L‐ 123300m     工 ・    .上_L‐ 12330m

【『
粘性やや強 締まりやや密 黄褐色ローム少量含む

粘性やや弱 締まり疎 黄褐色砂やや多 く含む

粘性弱 締 まりやや疎 黒掲色上少捲含む

0          (1:60)

Ｐｉｔ８◎

◎
厖鰯 27

1 10YR2/2黒掲色土 粘性やや強 締 まりやや疎 火山灰ブロック少景、黄褐色ローム微量含む
2 10YR3/2黒棚色 上 粘 1/Lや や強 締まりやや疎 黄褐色ローム少曇含む
3 10YR3/4晴掲色上 粘性ややSfl 締まり密  黄掲色ロームやや多 く含む
4 10YR3/1黒褐色上 粘性やや弱 締 まりやや疎 炭化物微量、貫褐色 ローム微 邑含む
5 10YR2/1黒色上  粘性やや強 締 まりやや密 黄掲色ローム少景含む
6 10YR3/1黒褐色土 粘性弱 締 まり密 粒径5mmの黄褐色ロームプロックやや多 く合む (貼 床 )

.ど生 L=123300m

第25図 RA028竪穴住居跡
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2 調査内容

カマ ド掘 りかた

―
隠
に

。　
中
＝
〕
〕
∞
∞
〇
〇
日

|"

b 
・L‐123300m bl

粘性やや弱 締 まりやや疎 焼土粒微量、炭化物微登、黄褐色ローム少量含む

粘性弱 締 まり密 焼土粒微量、黒褐色土中量含む (袖 部 )

粘性やや強 締 まりやや疎 焼土粒微量、炭化物微量、黄褐色ローム少量含む

粘性弱 締 まりやや密 黒褐色土少量含む

粘性弱 締まりやや密 黒褐色土中量含む

粘性やや強 締 まりやや符 黒褐色土中量、黄褐色ローム少量含む

粘性やや弱 締 まり密 黒褐色 と少量合む

粘性やや弱 締 まりやや疎 焼土微量、炭化物微量含む

粘性弱 締まり疎 粒径5mm黄掲色ロームブロック中量含む

粘性やや弱 締 まりやや疎 炭化物微量、黄褐色ローム少見含む

粘性やや強 締 まりやや疎 黒褐色土少量含む (燃焼都 )

粘性弱 締 まり密 (燃焼部 )

粘性弱 締 まり密 粒径10mmの責褐色ロームプロック少量含む (天丼部 )

0                (1:30)               15m

1 10YR2/2黒 褐色土

2 10YR3/4暗 褐色土

3 10YR3/2黒 褐色土
4 5YR4/6 赤褐色焼土

5 10YR5/6黄 褐色 ローム

6 10YR3/4暗 褐色i
7 10YR5/6黄 褐色 ローム

8 19YR2/2黒 褐色土

9 10YR2/3黒 褐色土

10 10YR/2黒 褐色上

11 75YR6/8橙色焼上

12 5YR5/8 明赤褐色焼土

13 10YR3/2黒褐色土

-32-
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Ⅲ 調査成果

面から18cmの 高さまで残存 していた。燃焼部焼土は40× 18cmの 範囲で広が り、床面から6cmの 深 さま

で被熱 している。カマ ド堆積土は黒色上が主体で、 5層 からなる。袖下には深さ10cmの掘 りかたがみ

られるが、礫など芯材 となりうるものは確認 していない。床面にはピット6個が構築されている。南

東側に偏って分布するが、配置・規模に規則性はみられず、柱穴の可能性は低い。ピットの深 さは、

床面から10～ 30cmである。

時期は出土遺物がなく判断が難しいが、住居跡の軸方向から8世紀代に位置づけられるかもしれない。

RA028竪穴住居跡 (第 25～27図 )

調査区北端、 3F15nグ リッドに位置する。RG008・ 014と 重複 してお り、本住居跡はR G008よ り

も新 しく、RG014よ りも古い。2m北側にはRA022、 2m西側にはRA027が隣接する。検出面はⅢ層上

面で、黒褐色上の広が りとして確認 した。

平面形は方形で、隅はやや丸い形状を呈する。規模は、北西壁 と南東壁間が3.3m、 南東壁 と北東壁

間が3.4mで、床面までの深さは確認面から30cmで ある。住居方位は、カマ ド煙道方向を基準 とすると

N-53° ―Wである。

床面は概ね平坦である。住居壁は、床面から斜位に立ち上がる。

堆積土は 5層 に区分できる。黄褐色ローム土混 じりの黒褐色土が主体であり、上位には灰白色の火山

灰がブロック状で、下位には炭

化物が含まれる。貼 り床は黒褐

色土と黄褐色ロームの混合上で

強 く締まる。

カマ ドは北西壁のほぼ中央に

設置され、左右袖、燃焼部、煙

道から構成される。煙道は燃焼

部から外側に向けて緩やかに下

降し、煙出し付近では深さ40cm

に達する。先端はほぼ直角に立

ち上がってお り、明確な煙出し

ピットは確認できない。煙道先

端をそのまま煙出しとしている

のであろう。煙道内には黒褐色

土が堆積 していた。カマ ド本体

付近はRG0141こ 大 きく肖き平 され

てお り、堆積土は殆 ど残存 しな

かった。袖は暗褐色上で構築さ

れている。袖の残存規模は、幅

120cm、 右袖長66cm、 左袖長72

cm、 床面からの高さは両袖とも

8cmで ある。燃焼部焼土は50×

40cmの 範囲で広が り、床面から

10cmの 深さまで被熱 していた。

27

透 琢 M冤 J28

/ゝ

0       (1 : 4)      10cm

ミ

ー

姿

ヾ
雨浦
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イ

ユ 燕
くヽ

卜と

=ァ

第27図  RA028竪穴住居跡出土遺物
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2 調査内容

b oL‐ 123700m

粘性やや強 締 まりやや密 炭化物微 をヽ、黄鶴色ローム少 ti含 む

粘性弱 締 まり密 炭化物微最、貰鶴色ロームやや多 く含む (1キ リ床 )

‐ ・ L=123600m ・止

鮎
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性やや弱 締 まり密

炭化物微 最、黄褐色砂中量含む

0        (1'60)

第28図  RA029竪穴住居跡

床面ではピット8個を検出した。配置に規則性はみられない。床面からの深さは、5～20cmで ある。

ピット6か らの検出面上から紡錘車が出土 している。

遺物は、埋土 。床面から土師器2,127gが 出土 している。特に、床面ほぼ中央部に多 くの上師器片が

散在 している状況を確認できた。 5点 (1,601g)を 図示 した。24は琢である。全体的に扁平で、平

底を有する。頸部外面に僅かに稜線がはいる。調整は内外面ともに横位のミガキが施される。25は 鉢

であ り、床面から出土している。直行する口縁部をもつ。26は胴中位に最大径をもつ奏である。床面

中央部に土器片で散在 していた。口縁部は頚部から外反し、端部でさらに屈曲する形態である。調整

は外面に縦位 ミガキ、内面にヘラナデが施される。27・ 281ま土製の紡錘車である。27は ピット6か ら

出土 し、28は埋土中から出上している。27の径は10.5cm、 28は 9.5cmと 後者がやや小さい。上部平坦面

と下部平坦面には摩耗 した痕跡が認められ、使用痕かもしれない。重量は27が77g、 28が62gで ある。

時期は遺構の状況および出土遺物から7世紀後葉～ 8世紀前葉に位置づけられる。

ｑ

！

洋

1 10YR2/2黒 掲色「
2 10YR3/1黒 褐色土

―と―・L=123 600nT生

斡
1 10YR3/2 黒褐色土 粘性やや強 締 まりやや密

炭化物微量、黄褐色砂少最含む

2 10YR3/4暗 褐色 七 粘性弱 締 まりやや疎

黄樹色砂やや多 く含む

（Ｕ客／カクラン‐中）Ｐｉ‐）

カ
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Ⅲ 調査成果

RA029竪穴住居跡 (第 28～30図 )

調査区東側、 3G25aグ リッド付近に位置する。検出面はV層面で、黒褐色土の広が りとして検出

した。RE006と 重複 し、本住居跡の方が新 しい。削平により、掘 り込み面 (生活面)は不明である。

また遺構の中央部分はカクランによって床面下まで削平されている。

平面形は、やや歪な長方形であり、東西方向が南北方向に比べて長い。規模は東壁と西壁間が3.9m、

商壁と北壁間が3.4mである。

カマ ド掘 りかた

1 10YR2/2黒掲色土

2 10YR3/2黒褐色土

&10YR3/4暗 褐色土
4 10YR2/3黒褐色土
5 10YR4/4暗褐色土
6 10YR4/6黄褐色砂
7 10YR3/1黒褐色土
8 10YR3/3暗褐色土

9 10YR2/2黒褐色土
10 10YR5/6黄 掲色砂

粘性やや弱 締 まり密 焼土粒・炭化物微邑、粒径5mmの
黄褐色ロームプロック少登含む

粘性やや強 締 まり密 焼土粒少量、粒径10mmの黄褐色
ロームブロック少量含む (貼 床 )

粘性やや弱 締 まりやや密 焼土粒・炭化物微量含む

粘性弱 締 まり密 黄褐色砂少量、礫微量含む

粘性やや強 締 まり密 黒褐色土少量含む

粘性やや弱 締 まりやや密 焼土粒中量合む (燃焼部 )

粘性弱 締 まり密 炭化物微量、黄褐色コームやや多 く含む

粘性やや弱 締 まりやや密 粒径5mmの黄褐色 ロームブロック

中量、炭化V/J微量含む

粘性やや強 締 まり密 焼上粒少量、礫少量含む

粘性弱 締 まり密 黒褐色土少量含む (天丼部 )

第29図 RA029竪穴住居跡カマ ド

(1:30)
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2 調査内容

琵 ロ ア
｀
削

RA029竪穴住居跡出土遺物

床面には若子の凹凸がある。確認面から床面までの深さは、南側で8cmで ある。

堆積土は単層で、黒褐色土を主体 とし、炭化物、黄褐色ロームが含まれる。また図示 していないが、

床面直上から灰白色火山灰がブロック状で検出した。貼 り床は黒褐色土が主体で、黄褐色土をやや多

く含み、強 く締まる。

床面にはピット2個が構築される。ピットユはカマ ド袖のす ぐ南側に、ビット2は対面の壁付近に位

置する。床面からの深さは両方とも20cm程度である。ピット1は位置から、貯蔵穴の可能性が高い。

遺物は出土していない。ピット2の周辺では遺物が多 く出上 している。

カマ ドは西壁中央に設置され、左右袖、燃焼部、煙道、煙出しピットから構成される。煙道の方向

は、S-78° 一Eで、壁と直行する方向からやや南にずれる。煙道の長さは106cmで 、底部は外側に向

けて下降してい く。煙出しピットの深さは検出面から36cmで、ややオーバーハ ング気味に立ち上がる。

燃焼部焼土は、両袖の間に38× 32cmの 範囲で広がる。カマ ド堆積土は 4層 に区分できる。黒褐色土が

主体で、焼土粒や炭化物が微量含まれる。カマ ドを断ち割 り観察した状況では、カマ ド本体は、袖の

形に地山を削 りだし、その上に黒褐色土を盛 り構築 したものと考えられる。また燃焼部から奥にかけ

て、ピット状の掘 り込みが見受けられ、この上に黒褐色土を盛ってからカマ ドを構築 している。

遺物は、埋土・床面を中心に土師器2,091gが 出土 している。多 くは床面の北東側から出土してい

る。そのうち13点 (1,464g)を 図示 した。29～ 32は内面に黒色処理が施される必である。いずれも

ゆるやかに内湾する体部を有するが、32のみは直線的に広がるかもしれない。29'30。 32は ロクロ調

整、31は内外面ともにミガキが施されているが黒色処理はほとんど剥落している。33～ 34。 36・ 37は

内面に黒色処理が施されない郭である。33は体部上半は直線気味に開く形態であるが、下半はゆるや

かに調整される。34。 36は 直線気味に開 く体部をもち、口縁部がわずかに外反する。37は 体部下端を

強 くナデられ、高台状に突出している。39イま高台郭である。郭部は直線的に大 きくひらく形態をし、

脚部は「ハ」字状に短 く開く。35は須恵器必で直線的に開 く体部をもつ。381ま体部下半のみであるが

小型壼 と推定される。40。 41は奏であり、それぞれ下半部 。上半部の破片である。41の ような短 く外

反するものはまれである。

第30図
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Ⅲ 調査成果

時期は遺構の状況および出土遺物から9世紀後半～10世紀前半に位置づけられる。

RA030竪穴住居跡 (第31図 )

調査区北側、3G17oグ リッドに位置する。検出面はV層上面で、黒褐色上の広が りとして検出した。

北側はカクランによって大 きく削平され、東側はRG017に 切 られている。そのため、残存するのは遺

構の西側一部に過ぎない。カマ ドは検出していないが、形状、規模から竪穴住居跡 と推定 した。

残存する 3辺はほぼ直交することから、平面形は方形であったと推測される。北西壁 と南東壁の間

は2.6mである。壁は、床面から緩やかに立ち上が り、確認面から床面までの深さは30cmを 測る。

堆積土は 3層に分けられる。黒褐色土が主体であ り、上位には焼土粒、下位には黄褐色砂 を含む。ま

た全体的に、礫が微量～少量含まれる。

カマ ドは確認 していない。削平された東側に本来位置していた可能性が考えられる。

遺物は、堆積土・埋土を中心に104g出 土 しているが糸田片のため図示 していない。 したがって、時期

は不明であるが、堆積土の特徴、遺構の形状等か ら周囲と同様の時期であると考えられる。

(川又 )

黒褐色上  粘性弱 締 まり密 焼土微量、礫少量含む
黒褐色土   粘性弱 締 まりやや密 黄褐色砂少量、礫微量含む
明黄掲色砂  粘性弱 締 まり密 黒褐色土やや多 く含む

第31図  RA030堅穴住居跡

乃

ぬ
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Ｙ

Ｙ
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2 調査内容

(2)竪 穴 状 遺 構 (RE)

1棟検出した。過去の調査で、 5棟の竪穴状遺構が確認されてお り、それらに続 くR E006と した。

RE006竪穴状遺構 (第 32・ 33図 )

調査区の東部、3G24wグ リッドに位置する。南側においてR A029竪穴住居跡 と重複 し、本遺構の

方が古い。ただし本遺構はR A 029の 床面より下から検出しているため、削平を受けたのは南壁の一

部にすぎない。

検出はV層上面であり、黒褐色上の広が りをもって確認した。削平が及んでいるため掘 り込み面は

不明である。

平面形は正方形状を呈し、規模は南北壁間が最大で2.3m、 東西壁間が最大で2.6m、 床面までの深

さが確認面から26cmで ある。住居方位は東壁を基準 とするとN-23° 一Wである。

壁は床面からゆるやかに立ち上が り、床 (底)面はほぼ平坦で、竪穴住居跡ほど、硬 くしまってい

ない。貼 り床は確認できなかった。

彰

1宝

_生 。L=123500m

‐じ
！
中
＝
牌鶴
８
ｏ日

1 10YR3/2
2 10YR3/3
3 10YR3/1

粘性やや弱

粘性やや弱

粘性やや弱

密

密

密

締

締

締

土

土

土

色

色

色

褐

褐

褐

黒

暗

黒

焼土粒微量含屯

皮化物少量、黄

焼土粒微量、要

褐色ローム微量含む

鷺褐色ローム少ヽ是含む

0
ヒ====     (1:40)_             2m

一

-38-

第32図 RE006堅穴状遺構



Ⅲ 調査成果

堆積土は 3層 に区分できる。 2・ 3層は暗褐色・黒褐色上であり、中央部付近に堆積する。堆積土

の大半は 1層 ・黒褐色土で占められることから、人為堆積の可能性が高い。

遺物は、堆積土・床面を中心に出土し、床面からは完形に近い郭類が比較的多く出土している。図

示した郭類は原位置を保っている (43～ 48)。 出土総量は1,478gであり、そのうち 8点 (913g)を

図示した。45を 除いて全て床面上から出上している。

42～45はゆるやかに内湾して立ち上がる体部をもち、口縁部がわずかに外反するなど器形的に類似

する。45のみは器高が高く別器種に分類されよう。また、42に は「成」の墨書が体部上半に正位で確

認できる。46～48は底部が突出した特徴をもつ郭である。突出の度合いが大きい48は高台郭に分類さ

れるかもしれない。これらの郭体部は内湾気味に立ち上がる形態である。491ま鉄製紡錘車の軸と考え

られる。

以上、遺構の特徴及び遺物から本遺構は 9世紀後半～10世紀前半に位置づけられる。

一　
　
　
　
　
４９
　

り

″
命
Ⅶ
離
Ⅷ
鞘
獅

劃
帥
Ｗ
細
叩
守
９
　

く・‥

第33図  RE006竪 穴状遺構出土遺物 1

0        (1 : 4)      10cn

第34図 RE006竪穴状遺構出土遺物 2
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〇 鰺

2 調査内容

(3)掘 立 柱 建 物 跡 (RB)

6棟検出した。過去の調査で、 2棟の掘立柱建物跡が報告されており、それに続くRB003～008と

した。

RB003掘立桂建物跡 (第 35。 37図 )

4G7m～ 4G14nグ リッ ドに位置する。

V層上面で検出 した。柱穴32個 (Pitl～ 32)

を使用している。 R G014と 重複 してお り、本

遺構の方が新 しい。また5m西側にRB004、 lm

西側にRB006が隣接する。

建物の主軸方向は、 N-25° ―Eである。

規模は、桁行 き136m、 梁間8.2mで 、面積は

111.52ご である。柱間寸法は、桁行 きでは200

cmと 210cm、 梁間では200cmを 多用 している。

堆積土は、黒褐色上を主体 とし、黄褐色砂や礫を含む。明確な柱痕は確認できなかったが、Pit 4～

8にみられる1層 は柱痕の可能性が高い。

遺物は、175gが出土し、そのうち 3点 (104g)を 図示した。50は腰折碗である。内外面に青緑色

のれがかかる。その釉調・胎土から大堀相馬産と考えられる。51は 悟 り鉢の体部片である。暗褐色を

呈し、焼成も良好であるが、産地は不明である。52は 寛永通宝である。

以上、遺物の特徴から近世 (18世紀代)の遺構と考えられる。

0  (1:2) 2cm                       O        (1 , 4)      10cm

―

第35図  RB003掘立桂建物跡出土遺物

RB004掘立柱建物跡 (第 36・ 38図 )

4G7g～ 4G14hグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。柱穴

26個 (Pitl～ 26)を 使用 している。RB006と プランが重複 し、Pit2・

Pit3・ Pit4・ Pit5がそれぞれ、 RB006の Pit9。 Pit8。 Pit7・ Pit6を 切る。

従って本遺構の方が新 しい。5m東側にRB003が隣接する。

建物の主軸方向は、N-23° 一Eである。規模は、桁行き13.Om、 梁

間6.Omで 、面積は78.0だ である。柱間寸法は、200cmを基準としている。

堆積土は、黒褐色土を主体 とし、黄褐色砂や礫を含む。柱痕は確認

できなかった。

遺物は、柱穴よ

文様が施される。

構 と考えられる。

W

①
修 54

0   (1:4)  10cm

第36図  RB004掘立柱建物跡出土遺物

り2点 (18g)出 土 した。53は 紅皿である。白磁製であ り、内面に朱色で紅葉風の

54は鉄釘であ り、先端を欠損 している。以上の出土遺物から近世 (18世紀か)の遺

RB005掘立柱建物跡 (第 39図 )

3G16m～ 3G21mグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。柱穴16個 (P■ 1～ 16)を 使用してい

る。北東隅はカクランによって大きく削平されているが、他の柱穴の配置から、本来この位置にも柱

穴があったと推測される。RA030と 重複 してお り、Pit3が RA030を切ってお り、本遺構の方が新 しい。

建物の主軸方向は、N-15° ―Wである。規模は、桁行き8,4m、 梁間4.6mで 、面積は38.64ご である。
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皿 調査成果
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粘性やや強 締 まり密 粒径5mmの 黄褐色ロームブロック少量、礫少量含む
粘性やや弱 締 まり疎 黄掲色 ローム少量、礫少量含む
粘性やや弱 締 まりやや疎 黄掲色ローム少量、黄褐色砂少量含む
粘性弱 締 まりやや疎 責褐色砂やや多 く含む
粘性やや弱 締 まり密 黄褐色砂やや多 く含む

0          (1:100)          5m
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弔37図  RB003掘立桂建物跡
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2 調査内容
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1 10YRyl黒褐色土 粘性やや強 締 まりやや疎 黄褐色砂微量、礫少豊含む

2 10YR3/4暗 褐色土 粘性弱 締 まりやや疎 黄褐色砂中量、礫少量含む

3 10YR2/3黒 褐色土 粘性強 締 まりやや密 黄褐色ローム少量、礫少量合む

f. Pitl l Pit8 ・生 L‐ 123 700nl

o        (1:100)        5m

第38図 RB004掘立柱建物跡
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Ⅲ 調査成果
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2 10YR2/3黒褐色 上 粘性やや強 締 まり密 黄褐色ローム少量含む

3 10YR3/3黒褐色土 粘性やや強 締 まりやや密 黄掲色 ロームやや多 く含む

_生 .,■7 .三_と言124000m

易

. PltiO  。 1_L‐ 124000m J――L‐ 12411110m

0        (1:100)        5m

・Ｐｉｔ‐４．甥
二

甥

ｇ
３
【単監
＝白
‥
引
‐

第39図 RB005掘立柱建物跡
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2 調査内容

柱間寸法は、桁行 きで210cm、 梁間で230cmを

基準 としている。北西側隅に桁行 き160cmの と

ころに柱穴は2個 (P比 15。 16)がある。南側に

はないので、下屋ではな く、建物に付随する

施設 (縁側 ?)であろうか。

堆積土は、黒褐色土を主体 とし、責褐色砂

や礫を含む。柱痕は確認されなかった。

遺物は出土 してお らず、従って、時期 も不明

であるが、柱間距離や柱配置か ら、近世の遺

構 と考えられる。

RB006掘立桂建物跡 (第 40。 41図 )

4G8j～ 4G12kグ リッ ドに位置する。V

層上面で検出した。柱穴10個 (Pitl～ 10)を使

用 している。RB004と プランが重複 し、Pit6。

Pit7・ Pit8・ Pit9がそれぞれ、 RB004の Pit5・

Pit4・ Pit3・ Pit2に 切 られる。従って本遺構の

方が古い。lm東側にRB003が隣接する。

建物の主軸方向は、N-20° 一Eである。規

模は、桁行き6.Om、 梁間4.Omで、面積は24,0∬

である。柱間寸法は、200cmを 基準としている。

堆積土は、黒褐色土を主体 とし、責褐色砂や礫

を含む。柱痕は確認されていない。

遺物は、 4点が柱穴内より出上 している。55は、

土師器郭の口縁部破片である。561よ 青磁片である。

青磁は外側部分のみであ り、内面には染付けの圏

線が 2本見える。 これらの特徴か ら肥前産 と考え

られる。571よ 高台付の碗で、肥前産の染付けであ

る。58は デイサイ トを用いた砥石片である。断面

形が長方形を呈する扁平な砥石で、表裏面、両側

縁、小口面には擦痕や光沢が残る。

以上、遺物の年代から近世の遺構 と考えられる。
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第41図  RB006掘立柱建物跡出土遺物

RB007掘立柱建物跡 (第 42。 43図 )

4G14b～ 4G18aグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。柱穴 7個 を使用 している。

建物の主軸方向は、N-53° ―Wである。規模は、桁行き4.2m、 梁間4.Omで、面積は16.8ポ である。

桁梁を構成する柱は6個 であるが、北東側に1個、ほぼ同じ規模の柱穴が検出し、本遺構の柱間幅と一

致するので、本遺構のものとした。

堆積土は、黒褐色土を主体 とし、黄掲色砂を含む。明確な柱痕は確認できなかった。

遺物は、柱穴より寛永通宝が1点出上している (59)。
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Ⅲ 調査成果

粘性やや強 締 まりやや疎 黄褐色ローム少量含む

粘性強 締 まりやや密 黄褐色ローム微量含む

範権幕車ヨ: 癬ま′暮
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第42図  RB007・ 008掘立4主建物跡
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遺物の年代から、近世の遺構と考えられる。

RB008掘立柱建物跡 (第42図 )

4G17e～ 4G20dグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。柱穴 5個

を使用 している。北隅にあたる位置に柱穴は確認できなかったが、他の柱穴

の配置から、本来この位置にも柱穴があったと推測される。

0(1:2)2cm
― ―

第43図  RB007掘立柱建物跡

出土遺物

建物の主軸方向はN-45° 一Wである。規模は、桁行き4.5m、 梁間4.5mで、面積は20,25ゴ である。

堆積土は、黒褐色上を主体とし、黄褐色砂を含む。柱痕は確認できなかった。

遺物は、出土していないが、柱間寸法から近世の遺構と考えられる。         (ナ |1又 )
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2 調査内容

(4)土 坑 (RD)

65基検出した。過去の調査で、89基の土坑が確認されており、それらに続 く、R D090～ 154と した。

RD090土坑 (第44図 )

調査区北側、3F13vグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はなく、隣接する

遺構 もない。平面形は精円形である。長軸方向はN-9° ―Eで、地形の傾斜方向とほぼ直交する。開

口部径は160× 66cmで、断面形は皿形を呈する。底面は中央から外側へ行 くにつれ少しずつ高 くなり、

壁は緩やかに立ち上がる。確認面から底面までの深さは18cmを 測る。堆積土は黒褐色土が主体の単層

で、黄褐色ローム 。礫を微量含む。底面には礫が多 く露出している。遺物は、土師器68gが出上して

いる。遺構の性格は不明である。時期は出土遺物から古代と考えられる。

RD091土坑 (第44図 )

調査区北西端、3E15uグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。lm南東

側に本遺構 と規模・主軸方向がほぼ同じRD092が並行する。平面形はひょうたん形で、中央がくびれ

ている。長軸方向はN-60° 一Eである。開口部径は、長軸方向が170cm、 短軸方向が80cmで 、 くびれ

の部分は58cmで ある。底面は、中央部分が高 く、それを挟んで両側が深 くなる。壁はほぼ直立する。

確認面から底面までの深さは、北西側の深い所で46cmを 測る。堆積土は黒褐色上が主体で、黄褐色ロ

ーム・礫を含む。遺物は出上 していない。遺構の性格は不明であるが、 R D092と 一対をなして、何

らかの機能を有すると考えられる。時期は不明であるが、埋上の様相から古代と考えられる。

RD092土坑 (第44図 )

調査区北西端、3E15uグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。lm北西

側にRD091が本遺構 と並行 して位置する。平面形はやや歪な楕円形を呈 し、RD091と はやや異なる。

長軸方向はN-61° ―E、 開口部径は160× 78cmで ある。底面には僅かにうねりがあるものの概ね平坦

で、壁はほぼ直立する。確認面から底面までの深さは36cmを測る。堆積土は 3層 に分けられる。黒褐

色上を主体 とし、黄褐色ロームや礫を含む。遺物は出土 していない。遺構の性格は不明だが、RD091

と一対をなし、機能したものと考えられる。時期は埋上の様相から古代と考えられる。

RD093土坑 (第 44図 )

調査区北西端、3E16uグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。lm北側

にRD092が隣接する。平面形は楕円形を呈し、長軸方向はN-49° 一W、 開口部径は80× 50cmで ある。

底面は開口部に比べ狭 く、壁は緩い角度で立ち上がる。確認面から底面までの深さは20cmを測る。堆

積土は単層で黒褐色上を主体 とし、黄褐色ローム・礫を少量含む。遺物は出土していない。遺構の性

格は不明。時期は埋上の様相から古代と考える。

RD094土坑 (第 44図 )

調査区北西端、3E12yグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。遺構の北端は調査区外にあり確

認できなかった。他遺構 との重複はない。lm東側にRZ044が隣接する。平面形は楕円形基調で、長

軸方向はN-41° ―Wである。規模は、長軸方向の残存長が134cm、 短軸方向が70cmで ある。底面は
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2 調査内容

概ね平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。確認面から底面までの深さは30cmを 測る。堆積土は 4層 に分

けられ、上位は黒褐色上、下位は黄褐色ロームを主体 とする。遺物は出上していない。遺構の性格は

不明である。時期は埋上の様相から古代 と考えられる。

RD095土坑 (第44図 )

調査区北西、3E13yグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。北側の一部はカクランに削平され

ている。lm東側にRZ044が 隣接する。平面形は円形で、開口部径は残存する東西方向で37cmで ある。

底面は平坦で、壁はややタト傾する。確認面から底面までの深さは86cmで あり、開口部径に比べ比較的

深 く、柱穴状である。堆積土は 2層 に分けられる。黒褐色上が主体で、黄褐色ロームなどを含む。遺

物は出土 していない。遺構の性格は不明であるがRZ044の溝を挟んで東側に、本遺構 と同様な形状を

したRD101が位置してお り、これら2基はRZ044に 関連するものではないかと考える。時期は埋上の

様相から古代 と考える。

RD096土坑 (第44図 )

調査区北西、3E15yグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。lm東側に

RZ044、 60cm南側にRD097が隣接する。平面形は楕円形で、長軸方向はN-90° 一E、 開口部径は

68× 36cmで ある。底面は概ね平坦であるが、東側が若千高 くなる。壁は外傾する。確認面から底面ま

での深さは20cmを 測る。堆積土は 2層 に分けられる。上位は黒褐色上、下位は褐色土が主体である。

遺物は出土していない。遺構の性格は不明。時期は埋上の様相から古代と考えられる。

RD097土坑 (第 44・ 52図 )

調査区北西、3E15yグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。120cm南

側にRD102が隣接する。平面形は長方形を呈する。長軸方向はN-72° 一E、 開口部径は176× 72cmで

ある。壁はやや外傾 して立ち上がる。確認面から底面までの深さは50cmを測る。堆積土は 2層からな

る。黒褐色土主体で、黄褐色ローム・礫少量を含む。遺物は、土師器28gが出上してお り、そのうち

1点 を図化 した。601ま奏の口縁部片である。端部には面が形成されている。遺構の性格は不明である

が、RD091・ 092同 様に、RD102と 一対をなし機能するものと思われる。時期は出土 した土師器から

平安時代以前に構築されたと考えられる。

RD098土坑 (第44図 )

調査区北西、3F14aグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。RZ044を切る。60cm西側にRD100

が隣接する。平面形は円形で、開口部径は48× 46cmで ある。壁は緩やかに立ち上が り、確認面から底

面までの深さは12cmを 測る。堆積土は 2層 に区分できる。上位の黒褐色土には灰白色火山灰がブロッ

ク状で少量混在 していた。遺物は出土していない。遺構の性格は不明。時期は埋土の様相から古代と

考えられる。

RD099土坑 (第45図 )

調査区北西、3F15aグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。東側をRZ0441こ 切 られ、南側をカ

クランに削平されているため、残存するのは北壁 と西壁の周辺のみである。40cm西側にRD097が隣接

する。平面形は不明である。残存部分の規模は、開口部で60× 42cmで ある。底面は平坦で、壁は外傾
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Ш 調査成果

して立ち上がる。確認面から底面までの深さは8cmを 測る。堆積土は 2層からなる。黒褐色土主体で、

黄褐色ロームを含む。遺物は出上していない。遺構の性格 。時期は不明である。埋上の様相から古代

のものと推定される。

RD100土坑 (第45図 )

調査区北西、3F14bグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。RZ044の周溝底面に黒褐色の広が

りで検出した。RZ044の埋土からは本遺構のプランは検出しなかったので、RZ044よ り古い。平面形

は楕円形でヽ長軸方向はN-9° ―W、 開口部径は60X40cmで ある。底面は平坦で、壁は外傾 して立

ち上がる。確認面から底面までの深さは18cmを 測る。堆積土は 2層からなる。黒褐色土が主体で、炭

化物・責褐色ローム少量を含む。遺物は出土 していない。遺構の性格は不明である。RZ044に付随す

る遺構の可能性がある。時期は埋上の様相から、古代 と考えられる。

RD101土坑 (第45図 )

調査区北西、3F18bグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。30cm西側

にRZ044が隣接する。平面形は方形に近い円形で、開田部径は32× 26cmで ある。底面は平坦で、壁は

ほぼ直立する。確認面から底面までの深さは44cmで、開口部径に対 し比較的深 く、柱穴状である。堆

積土は 2層からなる。黒褐色上が主体であり、黄褐色ロームを含む。遺物は出土していない。遺構の

性格は不明だが、RZ044を 挟んで西側に位置するRD095と 一対で、RZ044に付随するものである可能

性がある。時期は埋上の様相から古代と考えられる。

RD102土坑 (第45図 )

調査区北西、3F16aグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。東側 と西側はカクランにより削平

されてお り、本来の形状・規模は不明である。ただし残存部は120cm北 側に隣接するRD097に類似す

る。残存部分の規模は、南北 ×東西で80× 70cmで ある。床面は概ね平坦であり、底面までの深さは10

cmを 測る。ただし、北壁際付近の一部はこれよりも若千落ち窪んでいる。壁は外傾 して立ち上がる。

堆積土は 2層からなる。黒褐色土が主体で、黄褐色ロームを微量含む。下位には礫 も微量含まれる。

遺物は出土 していない。遺構の性格は不明だが、RD097と 一対をなすものと思われる。時期は埋上の

様相から古代 と考えられる。

RD103土坑 (第45図 )

調査区北西、3F17aグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。lm南東側

にRD104が隣接する。平面形は円形を基調 とし、南東側がやや尖った形状をしている。長軸方向は

N-30° ―W、 開口部径は58× 50cmで ある。底面は平坦で、壁は緩やかに直立する。確認面から底面

までの深さは16cmを 測る。堆積土は 2層 に分かれる。上位は黒褐色土が主体で、焼土粒を微量含む。

遺物は出上していない。遺構の性格は不明である。時期は埋土の様相から古代と考えられる。

RD104土坑 (第45図 )

調査区北西、3F18bグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。160cm南

東側に本遺構 と規模や主軸方向がほぼ同じRD106が並行する。平面形は長方形で、長軸方向はN一

50° ―E、 開口部径は180× 52cmである。中央が浅 く、両端が深い。壁はほぼ直立する。確認面から
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2 調査内容

ユ・園
せ
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〓止ＲＤ．０．①帝

カクラン
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粒径20mmの責褐色ロームプロック少量含む

粘性やや強 締 まり疎 炭化物少量

黄褐色ローム少量、礫少量含む

_生 .L=12481111m・ 望=

1 10YR2/2黒 掲色土 粘性やや弱 締まりやや宅

黄褐色ローム少量含む

2 10YR3/1黒 褐色土 粘性やや弱 締まりやや窪

黄褐色ローム多量含む

1 10YR3/2黒 褐色土

2 10YR3/1黒 褐色土

1 10YR2/2黒 褐色土 粘性強 締 まりやや密

焼土粒微量、黄褐色ローム少量含む

2 10YR3/2黒 褐色土 粘性やや強 締まりやや密

黄褐色ロームやや多 く含む

RD105

く

_望=. L=124 81Xlm

‐◎止
_生 . L‐ 124800m   ・望生

カクラン

カクラン

」生. L=124800m

1 10YR3/3黒 褐色上   粘性やや強 締 まりやや密

焼土粒微量、黄褐色ローム少量含む

2 10YR5/6黄 褐色ローム 粘性やや弱 締まり密

黒褐色土やや多 く含む 1 10YR3/2黒褐色土 粘性強 締まりやや密

黄褐色ローム少量含む

1 10YR2泡 黒褐色土 粘性強 締 まりやや疎

黄褐色ローム微量含む

2 10YR3/2黒 褐色土 粘性やや強 締 まりやや密

黄褐色ローム微量、礫微量含む

―全―. L=124 81Xlm

RD104

_生 . L=124800m

1 10YR3/1黒 褐色土 粘性やや弱 締 まりやや疎

黄褐色ローム微量含む

2 10YR3/2黒 掲色土 粘性やや弱 締まりやや密 粒径30mmの
黄褐色ロームブロック中量、礫少量含む

10YR2/3黒 褐色上 粘性やや強 締 まり密

責褐色ローム少量、礫微量含む

10YR3/2黒 褐色土 粘性やや強 締 まりやや疎

黄褐色ローム少量、礫多量含む

鮎
1 10YR3/2黒 褐色土 粘性強 締 まり中

黄褐色 ローム微量、礫少量含む

_生 。 L=124800m
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Ⅲ 調査成果

底面までの深さは、北東側の深い所で42cmを測る。堆積土は 2層からなる。黒褐色上が主体で、責褐

色ロームを含む。下位には礫少量を含む。床面には礫が多 くみられる。遺物は出上 していない。遺構

の性格は不明であるが、RD106と 一対をなして機能するものと考えられる。時期は埋上の様相から古

代 と考えられる。

RD105上坑 (第45図 )

調査区北西、3F19aグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。平面形は

円形で、開口部径は62× 56cmで ある。底面は平坦で、壁はほぼ直立する。確認面から底面までの深さ

は18cmを 測る。堆積土は単層である。黒褐色土を主体 とし、責褐色ロームを少量含む。遺物は出土し

ていない。遺構の性格は不明である。時期は埋上の様オロから古代 と考えられる。

RD106土坑 (第45図 )

調査区北西、3F19bグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。 160cm北

西側に本遺構 と規模や主軸方向がほぼ同じであるRD104が並行する。南壁の一部はカクランによって

削平されている。平面形は長方形で、長軸方向はN-59° ―E、 開口部径は180× 70cmで ある。断面は

中央が浅 く、それを挟んで両端が深 くなっている。壁はやや外傾 して立ち上がる。確認面か ら底面ま

での深さは、南西側の深い方で44cmを測る。堆積土は 2層からなる。黒褐色上を主体 とし、黄褐色ロ

ーム・礫を含む。遺物は出上 していない。遺構の性格は不明だが、RD104と 一対をなし機能するもの

と考えられる。時期は埋上の様オロから古代 と考えられる。

RD107土坑 (第 45図 )

調査区北西、3E18vグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。平面形は

精円形で、長軸方向はN-65° ―W、 開口部径は66× 56cmで ある。底面は平坦である。東側壁は外傾

して立ち上がるが、西側は階段状になっている。確認面から底面までの深さは8cmを 測る。堆積土は

単層で、黒褐色土を主体 とし、責褐色ローム・礫を少量含む。遺物は出土していない。遺構の性格は

不明である。時期は埋土の様相から古代 と考えられる。

RD108土坑 (第 46・ 52図 )

調査区北西、3E18wグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。80cm南東

側にRD109が隣接する。平面形は不整な方形で、長軸方向はN-56° 一E、 開口部径は72× 64cmであ

る。底面は平坦で、壁は外傾する。確認面から底面までの深さは20cmを測る。堆積土は黒褐色土の単

層で、黄褐色ローム・礫を少量含む。遺物は、土師器 15gが出上した。61は郭の口縁部片である。内

面に黒色処理が施されない。

時期は、遺物の特徴から少なくとも9世紀以前に位置づけられよう。

RD109土坑 (第46図 )

調査区北西、3E19wグ リッド付近に位置する。Ⅲ層上面で検出した。東側の一部はカクランにより

削平されている。他遺構との重複はない。80cm北西側にRD108が隣接する。北壁と南壁が平行し、北

壁が南壁よりも長いため、平面形は台形に近いと推定される。長軸方向はN-76° 一Eである。開口

部径は、長軸方向の残存長が154cm、 短軸方向が88cllで ある。底面は東側がやや低 くなるものの、概
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2 調査内容

ね平坦である。壁は外傾 し、断面形は皿状を呈する。確認面から底面までの深さは18cmを 測る。堆積

土は黒褐色上による単層で、黄褐色ロームを微量含む。遺物は出土 していない。遺構の性格は不明で

あるが、墓壊の可能性がある。時期は埋上の様相から古代 と考えられる。

RDl10土坑 (第 46図 )

調査区北西、3E20wグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。60cm東側

にRDlllが 隣接する。平面形は楕円形で、長軸方向はN-25° 一E、 開口部径は88× 44cmで ある。底

面は南側が低 く、壁は外傾する。確認面から底面までの深さは、深い方の南側で18cmを 測る。堆積土

は単層で黒褐色土を主体 とし、炭化物を微量含む。遺物は出上していない。遺構の性格は不明である。

時期は埋上の様相から古代 と考えられる。

RDlll土坑 (第 46図 )

調査区北西、3E20xグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。60cm西側

にRDl10が隣接する。平面形は円形で、開口部径は64× 58cmで ある。底面は平坦で、壁はやや外傾す

る。底面から壁にかけての立ち上が りは明瞭ではなく、九みを帯びている。断面形は椀形を呈する。

確認面から底面までの深さは22cmを測る。堆積土は 2層からなり、上位は黒褐色土、下位は褐色上が

主体である。上位には骨片や炭化材 も含まれていた。遺物は出土 していない。遺構の性格は不明であ

る。時期は埋上の様相から古代以降と考えられる。

RDl12土坑 (第46図 )

調査区北西、3E21yグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。平面形は

楕円形で、長軸方向はN-70° ―W、 開口部径は82× 46cmである。断面形は皿状を呈する。底面は平

坦で、壁は外傾する。確認面から底面までの深さは14cmを 測る。堆積土は 2層からなり、上位は黒褐

色土、下位は黄褐色ロームを主体 とする。遺物は出上していない。遺構の性格は不明である。時期は

埋上の様相から古代 と考えられる。

RDl13土坑 (第46図 )

調査区北西、3F19cグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。北西側の一部はカクランにより削

平されている。他遺構 との重複はない。南東側にRDl14が隣接する。平面形は楕円形と推定され、長

軸方向はN-40° 一W、 開口部径は、長軸方向の残存長が60cm、 短軸方向が38cmで ある。底面は平坦

ではなく、壁は遺構の中央付近から緩やかに立ち上がる。確認面から底面までの深さは20cmを 測る。

堆積土は2層からなり、上位は黒褐色上、下位は黄褐色ロームを主体とする。遺物は出土していない。

遺構の性格は不明である。時期は埋土の様相から古代と考えられる。

RDl14土杭 (第46図 )

調査区北西、3F20dグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。北西側に

RDl13が隣接する。平面形は楕円形で、長軸方向はN-30° 一W、 開口部径は70× 50cmで ある。底面

は平坦で、壁はやや外傾する。確認面から底面までの深さは10cmを測る。堆積土は 2層からなり、上

位は黒褐色上、下位は黄褐色ロームを主体 とする。遺物は出土 していない。遺構の性格は不明である。

時期は埋土の様相から古代 と考えられる。
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Ⅲ 調査成果

RDl15土坑 (第46図 )

調査区北西、3F19eグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。平面形は

楕円形で、長軸方向はN-87° ―E、 開口部径は60× 44cmで ある。底面は、西側が平坦であるが、東

側は一段下がっている。壁はややタト傾する。確認面から底面までの深さは、西側の深い方で20cmを測

る。堆積土は 2層からなり、上位は黒褐色土、下位は暗褐色土を主体 とする。遺物は出上 していない。

遺構の性格は不明である。時期は埋上の様相から古代 と考えられる。

RDl16土坑 (第46図 )

調査区北西、3E22yグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。遺構の南側は調査区外にあり、正

確な形状・規模は不明である。他遺構 との重複はない。60cm東側にRDl17が隣接する。北壁は直線的

で、西側でやや回り始めた所までを確認している。北壁を長辺とすれば、平面形は楕円形を呈するも

のと推定され、長軸方向はN-90° ―E付近である。確認できる範囲は東西が256cm、 南北が48cmで 、

全体の規模はこれよりも大きいと思われる。底面は最深部が平坦で、その外側は階段状に一段高 くな

る。壁は外傾する。確認面から最深部までの深さは14cmを 測る。堆積土は 2層からなる。上位は黒褐

色土、下位は暗褐色土を主体 とし、全体に責褐色ロームを含む。遺物は出土 していない。遺構の性格

は不明だが、形状や規模から墓媛の可能性がある。時期は埋上の様相から古代と考えられる。

RDl17土坑 (第46図 )

調査区北西、3F21aグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。遺構の南側は調査区外にあり、全

体の正確な規模・形状は不明である。他遺構 との重複はない。60cm西側にRDl16が隣接する。残存す

る北壁は直線的である。北壁を長辺 とすれば、平面形は隅九の長方形に近い形で、長軸方向はN一

70° 一E付近と考えられる。確認できる範囲は東西が90cm、 南北が80cmで、全体の規模はこれよりも

大きい。底面は外狽1に いくにつれ徐々に高 くなっていく。壁は外傾する。確認面から底面までの深さ

は10cmを 測る。堆積土は 2層からなる。上位は黒褐色土、下位は暗褐色土を主体 とし、全体に黄褐色

ロームを含む。遺物は出土していない。遺構の性格は不明だが、形状・規模から墓壊の可能性がある。

時期は埋土の様相から古代 と考えられる。

RDl18土坑 (第46図 )

調査区北西、3F21cグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。北側の一部がカクランにより削平

されている。他遺構 との重複はない。40cm南側にRDl19が隣接する。平面形は円形と考えられ、長軸

方向はN-31° ―E、 残存部分の規模は、長軸方向の残存長が50cm、 短軸方向が40cmで ある。底面は

概ね平坦である。東壁は緩やかに立ち上が り、西壁は直立する。確認面から底面までの深さは16cmを

測る。堆積土は 3層からなる。黒褐色土が主体で、中位に暗褐色土層をはさむ。全体に黄褐色ローム

を含む。遺物は出上していない。遺構の性格は不明である。時期は埋上の様相から古代 と考えられる。

RDl19土坑 (第47図 )

調査区北西、3F22cグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。南側は調査区外にあ り、遺構全体

の正確な規模・形状は不明である。他遺構 との重複はない。40cm北側にRDl18、 60cm東側にRD120が

隣接する。長軸方向はN-0° 一Eで、真北を向く。平面形は楕円形を呈するものと考えられる。確認

できる範囲は、長軸方向が56cm、 短軸方向が50cmで、全体の規模はこれよりも大きい。底面は平坦で、
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ユ ・L=124800m

斡
10YR2/2黒 褐色土 粘性やや強 締 まり密

黄掲色ローム少量、礫少量含む

丞

I ЮYR3/2黒褐色上枕能霧幕翠多守1琶再車奮含響
mm大のュ.L124800m

2 10YR3/3褐色土  粘性やや弱 締 まりやや疎 粒径30mm
の黄褐色ロームブロックやや多 く含む

_生 .L‐ 124800m

1 10YR3/1黒 褐色土 粘性強 締 まり密

黄褐色ローム微量含む

粘性やや強 締まりやや疎

泣径20mmの 黄褐色
ロームプロック多量含む

粘性強 締 まりやや密

黄掲色ロームやや多 く、

礫少量含む

粘性やや強 締 まりやや密

黄褐色ローム少量含む

―聖
=・ L=124800m

1 10YR3/1黒 褐色上

2 10YR5/6黄 褐色ローム

RDl16

≪

調査 区外

10YR3/2黒 IIB色土 粘性強 締 まり密

粒径30mmの黄褐色ローム

ブロック少量含む

粘性やや強 締 まり密

黄禍色ローム多量含む
2 10YR3/3暗 褐色土

2 調査内容

1 10YR3/1黒 褐色土 粘性やや弱 締 まり密

炭化物微量、黄褐色
ロームやや多 く含む

_坐 .L二 124800m

粘性やや弱 締 まり密

粒径40mmの 黄掲色ローム

プロック少遺含む

粘性やや弱 締まりやや疎

黒褐色上多量含む

ユ . L=124811111n

10YR3/1黒 褐色土   粘性やや弱 締 まり密

黄掲色ローム少量含む

10YR5/6黄褐色ローム 粘性やや弱 締 まり密

黒掲色土やや多 く含む

調査区外

_生 .L=124800m   ・望一

ヽ
10YR2/2黒 褐色土 粘性やや強 締 まり密

黄掲色ローム微髭含む

10YR3/3暗褐色土 粘性やや弱 締まり密

黄褐色ローム少量含む

ユー《蕉こ〕/
_生 .L‐ 124 611Clm

1 10YR3/1黒掲色上

2 10YR3/3暗 褐色土

3 10YR3/2黒 褐色土

RDl10

4●比

1 10YR2/2黒 褐色土   粘性やや強 締 まり疎

黄褐色ロームやや多 く含む

2 10YR5/6黄褐色ローム 粘性やや強 締 まりやや密

黒褐色土少量含む

先

生

鮎
1 10YR2/2黒 褐色 し 粘性やや強 締 まり密

粒径30mmの 黄褐色ロームブロック少量含む

2 10YR3/4暗褐色土 粘性強 締まり密

粒径30mmの黒褐色上プロック中量含む

_生 . L‐ 124800m ・望エ
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m 調査成果

壁はやや外傾する。確認面から底面までの深さは20cmを 測る。堆積土は 2層からなる。黒褐色土が主

体で、責褐色ロームを含む。遺物は出土していない。遺構の性格は不明である。時期は埋上の様相か

ら古代 と考えられる。

RD120土坑 (第 47図 )

調査区北西、3F22cグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。南側は調査区外にあ り、遺構全体

の正確な規模・形状は不明である。他遺構 との重複はない。60cm西 側にRDl19、 す ぐ東偵1に RD121が

隣接する。長軸方向はN-29° 一Wで、平面形は楕円形を呈するものと考えられる。確認できた範囲

は長軸方向が50cm、 短軸方向が44cmで ある。底面には段差があり、壁は外傾する。確認面か ら底面ま

での深さは、西側の深い方で14cmを 測る。堆積土は 3層 からなり、上位は黒掲色上、下位は暗褐色土

を主体 とする。全体に黄褐色ロームを多 く含む。遺物は出上 していない。遺構の性格は不明である。

時期は埋土の様相から古代と考えられる。

RD121土坑 (第 47・ 52図 )

調査区北西、3F22dグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。南側が調査区外にあ り、遺構の全

体は確認できない。他遺構 との重複はない。東側にRD120が隣接する。長軸方向はN-56° ―Wで、

平面形は楕円形を呈するものと考えられる。確認できた範囲は、長軸方向が96cm、 短軸方向が70cmで

ある。底面は西側が平坦で、東側が一段下がる。西壁はほぼ直立し、東壁は外傾する。確認面か ら底

面までの深さは、西側の浅い所で20cm、 東側の深い所で28cmで ある。堆積土は 3層からなる。黒褐色

土を主体とし、黄褐色ロームを含む。遺物は、土師器 1点 (7g)が出上 している。62は郭の口縁部片

である。ロクロ調整であり、内面に黒色処理が施されない。

遺構の性格は不明であるが、形状 。規模から墓壊の可能性がある。時期は出上した土師器か ら 9世

紀以前に位置づけられる。

RD122土坑 (第 47図 )

調査区北西、3F16eグ リッドに位置する。RZ044の 底面で検出した。平面形は円形である。開口部

径は56× 46cmである。底面は波打ってお り、壁は緩やかに立ち上がる。確認面から底面までの深 さは

14cnである。堆積土は黒褐色土による単層で、黄褐色ロームをやや多 く含む。遺物は出土 していない。

遺構の性格は不明であるが、RZ044の埋土からは本遺構のプランは確認されなかったので、RZ044に

付随する遺構である可能性がある。時期は埋上の様相から古代 と考えられる。

RD123土坑 (第 47図 )

調査区北西、3F15eグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。RZ044の 周溝内側にあ り、20cm北

側にRD124が隣接する。平面形は楕円形であるが、中央がやや凹んだ形状である。長軸方向はN一

40° ―Eで、開田部径は68× 46cmで ある。底面は西向きに傾斜 してお り、壁は外傾する。確認面から

底面までの深さは24cmで ある。堆積土は 3層からなり、上位は黒褐色土、下位は暗褐色土を主体 とす

る。全体に黄褐色ロームを含む。遺物は出上 していない。遺構の性格は不明である。時期は埋土の様

相から古代 と考えられる。
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2 調査内容

RD124土坑 (第 47図 )

調査区北西、3F15eグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。RZ044の 周溝内側にあり、20cm南

側にRD123が隣接する。平面形は楕円形基調であるが、中央付近は凹んだ形状をしている。長軸方向

はN-65° 一Wで、開口部径は94× 38cmで ある。底面は平坦で、壁は外傾する。確認面から底面まで

の深さは16cmである。堆積土は 2層からなる。黒褐色土が主体で、黄褐色ロームを含む。遺物は出土

していない。遺構の性格は不明である。時期は埋上の様相から古代 と考えられる。

RD125土坑 (第47図 )

調査区北西、3E15dグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。北側がカクランによって削平され

てお り、遺構の全体を確認することはできない。RZ044の周溝内側にあ り、南側が周溝 と接する。長

軸方向はN-0° 一Eで、真北を向 く。平面形は精円形に近いと推定される。長軸方向の残存長は48

cmで、短軸方向は36cmで ある。底面は平坦で、壁は外傾する。確認面から底面までの深さは18cmであ

る。堆積土は 2層からなり、上位は黒褐色土、下位は暗褐色上を主体 とする。全体に炭化物・黄褐色

ロームを含む。遺物は出上していない。遺構の性格は不明である。時期は埋土の様相から古代 と考え

られる。

RD126土坑 (第47図 )

調査区北西、3F14dグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。RZ044の 周溝内側にあり、40cm南

東側にRD127が隣接する。他遺構 との重複はない。平面形は楕円形である。長軸方向はN-89° 一E

で、開口部径は60× 40cmである。底面は概ね平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。確認面から底面まで

の深さは10cmである。堆積土は黒褐色土による単層で、黄褐色ローム・礫少量を含む。遺物は出上 し

ていない。遺構の性格は不明である。時期は埋上の様オロから古代 と考えられる。

RD127土坑 (第47図 )

調査区北西、3F14eグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。RZ044の

周溝内側にあ り、40cm北 西側 にRD126が隣接する。平面形は歪な楕円形である。長軸方向はN―

25° 一Eで、開口部径は76× 54cmである。底面は、南側は平坦であるが、北側がやや凹む。壁はやや

外傾する。確認面から底面までの深さは、南側の浅い方で10cm、 北側の深い所で16cmである。堆積土

は 2層からなり、黒褐色土を主体 とする。黄褐色ロームを含むが、下位の層の混入量が多い。遺物は

出上 していない。遺構の性格は不明である。時期は埋上の様相から古代 と考えられる。

RD128土坑 (第47図 )

調査区北西、3F15cグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。南側がカクランにより削平され、

遺構の全体は不明である。他遺構 との重複はない。RZ044の周溝内側に位置 している。残存する東壁

は直線的で、形状は細長い精円形を呈するものと推定される。東壁 と西壁の接線のなす角度は37° で

ある。確認できた範囲では、東壁の120cmが最長である。底面は平坦で、壁はやや外傾する。確認面

から底面までの深さは24cmである。堆積土は黒褐色土による単層で、黄褐色ロームを少量含む。遺物

は出土 していない。遺構の性格は不明である。時期は埋上の様相から古代 と考えられる。
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調査lX外

＼

1 10YR3/ユ 黒褐色土 粘性やや強 締 まりやや密

黄褐色ローム少量含む
2 10YR2/2黒褐色 と 粘性強 締 まりやや密

貫掲色ローム多せ含む

3 10YR3/3暗褐色土 粘性やや強 締 まりやや密

黄褐色ローム少旦含む

A

へ卦

「

ソ
RD120    ,

ユ ・ L=124800111 ・生

斡

半

止

―望―・ L‐124800m    ・生

斡
1 10YR3/1黒 褐色土 粘性弱 締 まり密

黄褐色ローム中量、礫少量含む

」生. L‐ 124800m

10YR3/1黒褐色土 粘性やや強 締 まりやや密

黄褐色ローム少量含む

1 10YR2/2黒褐色土 粘性強 締 まり密 粒径5mmの
黄褐色ロームブロック少量含む

2 10YR3/2黒褐色 上 粘性やや強 締 まり密

黄褐色ローム少邑含む

3 10YR3/3H帝褐色上 粘性強 締 まり密      1 10YR3/1黒 掲色上

賛掲色ロームやや多 く合む
2 10YR2/2黒 褐色 土

3 10YRν 6黄褐色ローム

一生・ L=124800m

Ⅲ 調査成果

生 。と=124800m

粘性強 締 まり密

黄褐色ローム少量含む

粘性強 締 まり書 粒径30mm♂
黄褐色ロームプロック多量含む

粘性強 締 まりやや密

黄褐色ロームやや多 く含む

1 10YR2/2黒 褐色土 粘性やや強 締 まりやや密

黄褐色ローム少量含む
2 10YR3/2黒褐色土 粘性強 締 まりやや密

黄掲色ローム中量含む

調査 区外

1 10YR3/3黒 掲色土 粘性やや強 締 まり密

黄掲色ローム微量合む

2 10YR2/2祟 掲色上 粘性強 締 まりやや密

黄褐色ローム多量含む

ユ ・

俳

J生 。L=124800m  ・望=

カクラン

_生 .L=122100m     ・望=

とOYR3/2黒 褐色土 粘竹やや強 締 まり密

黄褐色ロームやや多 く含む

1 10YR2/2黒 褐色上 粘性やや強 締 まり密

炭化物微豊、黄掲色ローム少量含む
2 ЮYR3/3暗 褐色土 粘性強 締 まりやや密

炭化物微景、黄褐色ローム多量含む

_生 .L‐ 124800m

1 10YR3/1黒 掲色土 粘性やや強 締 まり中

黄褐色ローム少量含む
2 10YR3/2黒 褐色土 粘性やや強 締 まりやや疎

黄褐色ロームやや多 く含む

半
＼

1 10YR3/2黒 褐色土

2 10YR2/2黒褐色土

3 10YR/3黒 褐色土

4 10YR2/3黒褐色土

粘性弱 締 まりやや密

黄褐色ローム微量含む

粘性強 締 まり密

黄褐色ローム微量含む

粘性強 締 まりやや密

黄褐色ローム少量含む

粘性やや強 締まりやや賜

黄褐色ロームやや多 く合も

RD123

第47図  RD対 19～ RD129■J克
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2 調査内容

RD129土坑 (第47図 )

調査区北西、3F14jグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。平面形は

隅九の長方形である。長軸方向はN-5° ―Eで、開田部径は306× 110cmで ある。底面は平坦で、壁

はやや外傾する。確認面から底面までの深さは30cmで ある。堆積土は 4層からなる。黒褐色土が主体

で、黄褐色ロームを含む。下位の層ほど混入量が多い。黄褐色ローム以外は何 も含まれないので、人

為堆積であろう。遺物は出土していない。遺構の性格は不明だが、形状・規模から墓娠の可能性が高

い。時期は埋上の様相から古代 と考えられるj

RD130土坑 (第48図 )

調査区中央、3G25aグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。周辺に遺構はみられない。平面形

は方形に近い。開口部径は150× 140cmである。底面には傾斜があり、東側が低 くなる。壁はタト傾する。

確認面から底面までの深さは、最も深い東側で30cmで ある。堆積土は黒褐色上による単層で、黄褐色

砂・礫などを含む。遺物は出土していない。遺構の性格は不明であるが、時期は埋上の様相から古代

と考えられる。

RD131土坑 (第48図 )

北側調査区境付近、3G13eグ リッド付近に位置する。V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。

平面形は長方形である。長軸方向はN-8° 一Eで、開口部径は230× 126cmで ある。底面は平坦で、

壁は外傾する。確認面から底面までの深さは44cmで ある。堆積土は黒褐色土による単層で、黄褐色ロ

ームを少量含む。遺物は、土師器・弥生土器が178gが 出土している。図化遺物は弥生土器 2点のみで

ある (第 72図 171・ 203)。 ただし、これらの弥生土器は流れ込みによるものと推定され、遺構に伴う

ものだとは考えられない。遺構の性格は不明であるが、形状 。規模から墓壊の可能性が高い。時期は

出土した土師器から古代と考えられる。

RD132土坑 (第 48・ 52図 )

調査区北、3G15gグ リッドに位置する。V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。平面形は概

ね方形であるが、南東隅がやや外へ張 り出す。開口部径は、南東隅の張 り出し部分を除くと166× 150

cmで ある。底面は凹凸が激しい。壁は外傾する。確認面から底面までの深さは26cmで ある。堆積土は

2層からなり、上位は黒褐色土、下位は暗褐色上が主体で、全体に炭化物を微量含む。上位には焼土

粒 も含まれる。遺物は土師器が 2点 (38g)出 土している。63は徳利の体部片である。その色調から

切込産の可能性がある。64は 土師器ナベの口縁部片である。大きく外反する口縁部をもち、調整は体

部にヘラケズリが施される。遺構の性格は不明であるが、形状・規模から墓媛の可能性が高い。古代

と近世の遺物が出土するため時期を決定しがたいが、10世紀以前に位置づけられよう。

RD133土坑 (第48図 )

調査区東、3G20mグ リッドに位置する。V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。80cm東 には

RB005が 隣接する。平面形は楕円形である。長軸方向はN-25° ―Eで、開口部径は68× 38cmで ある。

底面は平坦で、壁は外傾する。確認面から底面までの深さは12cmである。堆積土は黒褐色土による単

層で、黄褐色ロームを微量含む。遺物は出土していない。遺構の性格は不明である。時期は埋上の様

相から古代 と考えられる。
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皿 調査成果

二生.L‐123800m

1 10YR3/2黒褐色土

2 10YR3/4暗褐色士

。こと_

粘性やや強 締 まり密 炭化物微量

黄掲色ローム中量含む

粘性やや弱 締 まりやや竹

焼上微量含む
」生.L=124000m

カクラン

1 10YR3/4暗褐色土 粘性やや強 締 まりやや疎
黄掲色ローム中長、礫少量含む

2 10YR3/1黒褐色上 粘性強 締 まりやや密

粒径5mmの黄掲色ロームブロック少量含む

RD131

ＲＤ‐３３

０

」生.L=124100m

黒褐色土 粘性やや強 締 まりやや密

黄褐色ローム微量含む

―塗―・ L=123700m

10YR2//2黒 褐色上 粘性やや強 締 まりやや疎

黄褐色砂少を、礫中量含む

RD132

_生 . L=1238001m                  ・望=

1 10YR2/3黒褐色上 粘性やや弱 締 まりやや疎

雄上粒・炭化物微量含む

2 10YR3/4暗 褐色上 粘性やや弱 締 まり密 炭化物微最

黄掲色 ロームやや多 く含む

A

1 10YR3/2黒 IB色土 粘性弱 締 まりやや密

粒径20mmの 黄褐色ロームプロック少景含む

Ｘ

ｉ
ａ

一

1 10YR3/1

_生 。 L=124100m

_生 .L=124100田

A

RD134

RD135

1 10YR3/2黒 褐色土 粘性やや弱 締 まり密

炭化物微量、黄褐色ローム少量含む

RD137

1 10YR3/1黒 掲色土 粘性やや弱 締 まり密 礫中量含む

1 10YR3/1黒 褐色土 粘性やや強 締 まり密

黄掲色砂少量、礫少量含む

2 10YR2/3黒 褐色土 粘性強 締 まりやや密

黄褐色砂中畳、礫微量含む

0        (1'40)        2m

RD186

第48図  RD130～ RD138主」九
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2 調査内容

RD134土坑 (第 48・ 52図 )

調査区東、3G21nグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。北側に

RB005が隣接する。平面形は隅丸の方形を呈し、開田部径は118× 112cmで ある。底面は平坦で、壁は

緩やかに立ち上がる。確認面から底面までの深さは14cmである。堆積土は黒褐色土による単層で、炭

化物を微量含む。遺物は、土師器136gが 出土している。そのうち 1点 を図化 した。65は 直線気味に開

く体部をもち、口縁部はわずかに外反する。

遺構の性格は不明である。時期は、出土した土師器から平安時代以前と推定できる。

RD135土坑 (第48図 )

調査区東、3G20nグ リッドに位置する。V層上面で検出した。RB005の プラン範囲内に位置するが、

柱穴との直接の切 り合い関係はなく、別の遺構である。平面形は方形基調で、開口部径は64× 58cmで

ある。底面は中央に窪みがある。壁は緩やかに立ち上がる。確認面から底面までの深さは、中央の最

深部で16cmである。堆積土は 2層からなり、上位は黒褐色上、下位は暗褐色土を主体 とする。上位に

は炭化物、下位には焼土を微量含む。遺物は土師器8gが出上しているが小片のため、図示 していない。

遺構の性格は不明である。時期は出土遺物や埋上の様相から古代 と考えられる。

RD136土坑 (第48図 )

調査区東、3G20oグ リッドに位置する。V層上面で検出した。RB005の プラン範囲内にあるが、柱

穴との直接の切 り合い関係はなく、規模からも柱穴の可能性は低い。平面形は菱形に近い楕円形であ

る。長軸方向はN-48° ―Eで、開口部径は134× 110cmで ある。底面には段差があり、北東側が1段

低い。壁はやや外傾する。確認面から底面までの深さは、北東側の深い所で34cmで ある。堆積土は2

層から成 り、上位は暗褐色土、下位は黒褐色土を主体とする。全体に黄褐色ロームを含み、上位には

礫 も少量含む。遺物は土師器156gが 出上しているが小片のため図示 していない。遺構の性格は不明で

ある。時期は出土遺物や埋上の様相から古代 と考えられる。

RD137土坑 (第48図 )

調査区東、3G22nグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。平面形は台

形に近い。東壁 と西壁はほぼ平行で、南北の壁間は西側ほど広 くなる。長軸方向はN-64° ―Wで、

開口部径は126× 98cmで ある。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上が り、断面形は皿状を呈する。確

認面から底面までの深さは12cmを 測る。堆積土は黒褐色土による単層で、礫を含む。遺物は出土して

いない。遺構の性格は不明である。時期は埋上の様相から古代 と考えられる。

RD138土坑 (第48図 )

調査区東、3G23oグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。40cm北側に

RD139が隣接する。平面形は六角形に近い。長軸方向はN-65° 一Wで、開口部径は98× 84cmで ある。

底面は平坦で、壁は外傾する。確認面から底面までの深さは19cmで ある。堆積土は2層 から成 り、黒

褐色上を主体 とする。全体に黄褐色砂・礫を含む。遺物は出上していない。遺構の性格は不明である。

時期は埋上の様相から古代 と考えられる。
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H 調査成果

RD139土坑 (第49図 )

調査区東、3G22pグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。40cm南側に

RD138が隣接する。平面形は細長い楕円形で、S字状に緩 くカーブする。長軸方向はN-20° ―Wで、

開口部径は220× 90cmで ある。底面は概ね平坦であるが、東側には段差がある。壁は外傾する。確認

面から底面までの深さは20cmで ある。堆積土は黒褐色土による単層で、礫少量を含む。遺物は出土し

ていない。遺構の性格は不明である。時期は埋上の様相から古代 と考えられる。

RD140土坑 (第49図 )

調査区中央、3G24qグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。東側で

RG015が隣接 し、40cm南側にRG015、 40cm西側にRG014が隣接する。平面形は楕円形基調で、南側が

突き出た形である。長軸方向はN-12° 一Wで、開口部径は168× 148cmで ある。底面は平坦である。

西壁は外傾 し、東壁は階段状に立ち上がる。確認面から底面までの深さは42cmで ある。堆積土は6層

から成る。上位 3層 までは黒褐色土が主体で、焼土粒・炭化物粒を含み、特に明赤褐色焼土がブロッ

ク状で混入する (2層 )。 遺物は土師器54gが出上しているが小片であり、図示していない。遺構の性

格は不明である。時期は出土遺物や埋上の様相から古代 と考えられる。

RD141土坑 (第49図 )

調査区東、3G15pグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。RG016と 重複 し、本遺構の方が新 し

い。遺構の南側はカクランにより削平されている。確認できた部分では、平面形が三角形で、長軸方

向はN-20° ―Eである。規模は、南北が70cm、 東西が90cmで ある。底面は、中央が山なりに高 くな

る。壁はタト傾する。確認面から底面までの深さは10cmである。堆積土は黒褐色土による単層で、灰白

色火山灰を粒状に微量含む。火山灰は二次堆積によるものと考えられる。遺物は土師器26gが出土し

ているが小片であり、図示 していない。遺構の性格は不明である。時期は出土遺物や埋土の様相から

古代 と考えられる。

RD142土坑 (第49図 )

調査区東、3G17qグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。40cm東側に

RD143、 60cm南側にRD144が隣接する。平面形は円形で、開口部径は82× 82cmで ある。底面は平坦で、

壁は外傾する。確認面から底面までの深さは12cmで ある。堆積土は2層 からなる。黒褐色土を主体 と

し、黄褐色ロームを含む。下位の方がやや多い。遺構の性格は不明である。時期は埋土の様相から古

代と考えられる。

RD143土坑 (第49図 )

調査区東、3G17rグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。40cm西 側に

RD142が隣接する。平面形は楕円形で、長軸方向はN-35° ―W、 開口部径は152× 62cmで ある。底

面は平坦で、壁はやや外傾する。確認面から底面までの深さは24cmである。堆積土は2層 からなる。

黒褐色上を主体 とし、黄褐色ロームを含む。遺物は土師器3gが出上しているが小片であり、図示 して

いない。遺構の性格は不明である。時期は出土遺物から古代と考えられる。
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RD140

2 調査内容

1 10YR3/1黒 掲色 L ttltや や強 締 まり

やや密 礫少量含む

1 10YR3/2黒 鶴色上 粘性やや弱 締 まり密

黄掲色ローム少量含む

2 10YR3/1黒掲色土 粘性やや強 締 まりやや疎

黄褐色ロームやや多 く含む

RD146

ン

_生 .L‐123800m

1 10YR3/1黒協色土

2 5YR5/8 明外褐色焼上

3 10YR3/2黒 褐色土

4 10YR3/3暗 褐色上

5 10YR3/1星 褐色土

6 10YR3/4暗 掲色上

粘性やや強 締 まり密

焼土粒少七と、炭化物微 壁含む

粘性やや強 締 まりやや密

粘性強 締 まり密 焼土粒中量

黄褐色ローム少 It含 む

粘性強 締 まりやや密

黄鶴色ローム少吐合む

粘惟やや強 締 まりやや疎

黄褐色ローム微 量含む

粘性強 締 まり密

黄褐色ローム多壁含む

カクラン

ユ ・ L=124100m

_生 .L=123800m

10YR3/1祟鶴色 上 粘性LIJ 締 まり符 火|11灰 微最

賞ltrJ色 ローム少最、礫少量含む

止 半

」生.L=124100m       ・望二

1 10YR3/1燥褐色上 Wi性やや強 締 まりやや疎

黄褐色ロームやや多 く含む

2 10YR2/2黒褐色Ji粘性弱 締 まりやや疎

黄褐色ローム微量含む

3 10YR3/4暗掲色土 粘性やや弱 締 まりやや密

賛掲色ロームやや多 く含む

RD143

_生 .L=124100m

1 10YR2″ 黒褐色上 粘性強 締 まりやや疎

黄褐色ローム微そ含む

2 10YR3/1黒褐色Ji粘性やや強 締 まりやや疎

黄褐色ローム少量含む

生もて
_生 .L‐123600m  ・塑―

_生 .L=123600m

1 10YR2/1黒 色土  粘性やや強 締 まり密

黄FB色 ローム微量含む

2 10YR2/2黒 欄色土 �i性弱 締 まりやや密 粒径5mmの
黄褐色ロームブロック中量、礫少量含む

1 10YR3/1黒褐色 ■ 粘性やや弱 締 まり符

黄褐色ローム少量含む

2 10YR2/2黒褐色 i llli性 蝸 締 まりやや密

黄褐色ローム中見含む

L=124000m RD144

10YR3/1黒褐色 _上 粘鞘:やや強 締 まりやや疎

黄掲色ローム微景含む

_生 .L=123600m

1 10YR3/2黒 褐色 L 粘性やや弱 締 まり疎

礫中量含む

o          (1:40)          2m
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Ⅲ 調査成果

RD149

_生 .L‐ 124000m

‐
_生 。L=124100m

1 10YR2/1!(色 上 粘性やや強 締 まりやや密

丈掲色ローム微 h登合む

_生 . L=123900m

1 10YR3/2無 掲色 に 却i′‖:や や弱 締 まりやや常

礫少量含む

RD154

ユ ・ L=123300m

1 5YR5/6 明赤褐色焼上 粘性やや強 締 まりやや密
20mm大 の炭化4/1少量、褐色上中呈含む

2 ЮYR3/2黒 掲色 上   粘性強 締 まりややllk 脱上粒微見含む

1 10YR3/1黒 棚色 L粘 ′‖i強 締 まりやや密

黄褐色砂微 壁、礫少互!含 む

ltR査 区外      ,ユ十~て
【≡フア

~翌~λ

RD155

ユ .L‐ 122400m

1 10YR2/1黒色t 粘性やや強 締 まり常

焼上粒 炭化物少景、黄褐色ローム少 it含 む
2 10YR2/1黒 色土 粘性やや強 締 まり密 焼土粒微呈含む

3 10YR4/4樹 色「と 粘性やや弱 締 まり疎 貨褐色ローム少杜合む

0           (1:40)           2m

弗50図  RD149～ RD151・ RD154。 RD155■」克

RD144土坑 (第 49・ 52図 )

調査区東、3G17qグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。60cm北側に

RD142が隣接する。平面形は楕円形で、長軸方向はN-41° 一Wで、開口部径は86× 48cmで ある。底

面は凹凸が激 しく、壁はややタト傾する。確認面から底面までの深さは22cmで ある。堆積土は3層 から

成 り、上位は黒褐色土、下位は暗褐色土を主体 とする。遺物は土師器 1点、69gが出土 している。66

は郭でゆるやかに内湾する体部をもち、端部がわずかに外反する。内面には黒色処理が施されない。

遺構の性格は不明である。時期は出土した土師器から平安時代以前に位置づけられる。

RD145土坑 (第49図 )

調査区南東、4G9sグ リッドに位置する。V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。lm北側に

RZ049が 隣接する。平面形は五角形に近い。長軸方向はN-22° ―Eで、開口部径は120× ■2cmで あ

る。底面は平坦で、壁の立ち上が りは弱 く、断面形は皿状を呈する。確認面から底面までの深さは10

cmで ある。堆積土は黒褐色土による単層で、黄褐色土を微量含む。遺物は土師器0.6gが出土 している

が小片であり、図示 していない。遺構の性格は不明である。時期は出土遺物から古代と考えられる。
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2 調査内容

RD146土坑 (第49図 )

調査区南東、4G12sグ リッドに位置する。V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。lm南側に

RG014が隣接する。平面形は楕円形で、長軸方向はN-53° 一Eで、開口部径は66× 58cmで ある。底

面は平坦で、壁はやや外傾する。確認面から底面までの深さは52cmである。堆積土は2層 からなり、

上位は黒色土、下位は黒掲色土により構成される。遺物は、土師器6gが出上しているが小片であり、

図示していない。遺構の性格は不明である。柱穴状にもみえるが、対応する遺構は他に確認できなか

った。時期は出土遺物から古代 と考えられるも

RD147土坑 (第49図 )

調査区南東、4G13sグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。40cm南側

にRG014が隣接する。平面形は楕円形である。長軸方向はN-29° ―Eで、開口部径は50× 34cmで あ

る。底面は平坦で、壁は直立する。確認面から底面までの深さは40cmで ある。堆積土は 2層からなる。

黒褐色土を主体 とし、黄褐色ロームを含む。遺物は出土していない。遺構の性格は不明である。柱穴

状にもみえるが、対応する柱穴が確認できなかった。時期は埋上の様本日から古代 と考えられる。

RD148土坑 (第49図 )

調査区南東、4G13kグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。北側がRG014と 重複 し、これを切

っている。平面形は不整方形を呈する。長軸方向はN-66° 一Eで、開口部径は、長軸方向が98cm、

それと直交する西壁長が94cmで ある。底面は平坦で、壁は外傾する。確認面から底面までの深さは16

cmで ある。堆積土は黒褐色土による単層で、礫を含む。遺物は出土していない。遺構の性格は不明で

ある。時期は埋上の様相から古代 と考えられる。

RD149土坑 (第 50図 )

調査区南東、4G17oグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。平面形は

楕円形で、長軸方向はN-84° ―Eで、開口部径は98× 86cmである。底面は、北側が1段低 く掘 り込

まれてお り、平坦ではない。壁は緩やかに立ち上がる。確認面から底面までの深さは、最深部で24cm

である。堆積土は単層で黒褐色土を主体 とし、礫を少量含む。遺物は出土していない。遺構の性格は

不明である。時期は埋上の様相から古代 と考えられる。

RD150土坑 (第 50図 )

調査区南東、4G16mグ リッドに位置する。V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。60cm北西

にRD151が隣接する。平面形は円形で、開口部径は54× 50cmで ある。底面は平坦で、壁はやや外傾す

る。確認面から底面までの深さは16cmを 測る。堆積土は単層で黒色土を主体 とし、黄褐色ロームを微

量含む。遺物は出上していない。遺構の性格は不明である。時期は埋上の様相から古代である。

RD151土坑 (第50図 )

調査区南東、4G15mグ リッドに位置する。V層上面で検出した。他遺構 との重複はない。60cm南東

にRD150が隣接する。平面形は長方形である。長軸方向はN-37° ―Wで、開口部径は102× 78cmで

ある。底面は中央が深 く、断面形は椀形を呈する。確認面から底面までの深さは20cmで ある。堆積土

は黒褐色土による単層で、黄褐色砂・礫を含む。遺物は出土していない。遺構の性格は不明である。
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Ⅲ 調査成果

。
,″

″

クラン

ユ ・ L=123400m

RD153
110YR3/3 暗掲色土
210YR3/2 黒褐色土
a10YR3/8 暗褐色土

_生 .L=124000m

粘性やや強 締 まりやや密
粘性やや弱 締 まりやや密
粘性やや強 締まりやや密

焼土粒少量、炭化物微量含む
焼土粒微量、炭化物微量含む
炭化物微量含む

カクラン

1煙

RD162
1 10YR3/3 晴褐色土 粘性弱 締まり密 炭化物微量、黄褐色ローム少量含む

0           (1:40)           2m

第51図  RD152・ RD153■」九
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2 調査内容

時期は埋上の様相から古代 と考えられる。

RD152土坑 (第 51図 )

調査区北東、3G22xグ リッドに位置する。 V層上面で検出した。東側でRD153と 重複 し、本遺構の

方が古い。東壁の大半はカクランにより削平されている。平面形は不整方形を呈 し、南北方向にやや

長い。長軸方向はN-25° 一Wで、開口部径は252× 210cmで ある。底面には凹凸があ り、壁は緩やか

に立ち上がる。確認面から底面までの深さは、深い所で14cmを 測る。堆積土は暗掲色土による単層で、

炭化物・黄褐色ロームを含む。遺物は出上 していない。遺構の性格はRE006と 同様の機能を有する可

能性 も考えられるが、出土遺物がないので、土坑とした。時期は埋上の様相やRD153と の切 り合い関

係から、平安時代以前に位置づけられる。

RD153土坑 (第51～53図 )

調査区北東、3G22yグ リッドに位置する。

F/
62(RD121)

V層上面で検出した。北側の大半はカクランにより削平

されてお り、残存するのは南壁から西壁にかけての一

部のみである。西壁はRD152と 重複 し、本遺構の方が

新 しい。南壁の接線方向はN-77° 一Eであり、残存す

る長さは190cmで ある。壁は緩やかに立ち上が り、確認

面から底面までの深さは38cmを 測る。堆積土は3層 から

成 り、 1。 3層 は暗褐色土、 2層 は黒褐色土を主体 と

する。全体に炭化物 を微量含み、 1～ 2層 には焼土粒

も含まれる。遺物は土師器2,700gが 出土 している。遺

構の残存率が低い割に遺物量は多 く、また本遺構を削

平するカクラン内か らも、本遺構に伴っていたと考え

られる土師器が多 く出上 している。本来、RE006の よ

班3m闘の
0        (1 : 4)      10cm

第52図 RD土坑出土遺物

G ttD嘲

，Ｆ
イ
　
　ヽ
一三く

" て垂豆鰯霞季露 ヒ主主髪

0    (114)  10cm
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Ⅲ 調査成果

うな竪穴状遺構であった可能性があるが、遺構の残 りが悪 く、形状が不明なので、土坑とした。遺物

は13点 (1441g)を 図化 した。67～ 70、 73～ 75は内面に黒色処理が施されない郭である。体部が直線

気味に開く形状のもの (69・ 75)と ゆるやかに内湾するもの (67・ 68・ 70。 71～74)の 2者に分けら

れ、そのうち後者は底部が突出するもの (73・ 74)がさらに分けられる。この底部が突出する器形は

9世紀後葉以降に認められる器形である。7卜 72・ 76・ 78は内面に黒色処理が施される郭である。い

ずれも深身であ り、ゆるやかに内湾する体部をもつ。71の み体部下半にヘラケズリが施される。底部

切 り離し技法は回転糸切 りである。77は 奏の底部片である。底面には砂の付着が認められることから

いわゆる「砂底土器」に含められる。79は土師器ナベである。顕部には強いナデが 2箇所に施され、

その間には稜が残る。80の縄文土器は混入と考えられる。以上の出土遺物からみると、本遺構は 9世

紀後半～10世紀前半に位置づけられる。

RD154土坑 (第 50図 )

調査区南東、4G19iグ リッドに位置する。Ⅲ層上面で検出した。他遺構 との重複はない。平面形は

卵形で、長軸方向はN-52° 一Wで、開口部径は166× 112cmで ある。底面は平坦で、壁は緩やかに立

ち上がる。確認面か ら底面までの深さは12cmで ある。堆積土は2層から成る。上位に明赤褐色焼上が

約10cm堆積 し、炭化材を少量含む。遺物は、土師器331gが出土 しているが小片であ り、図示 していな

い。遺構の性格は不明である。時期は出土遺物から古代 と考えられる。

RD155土坑 (第 50図 )

調査区北東、3G14yグ リッドに位置する。RA020の床面やや下の、Ⅲ層上面から検出した。北側は

調査区外にあり、遺構全体の正確な形状・規模は不明である。RA020よ りは吉い。確認された範囲で

は、平面形は半円形を呈 し、規模は東西70cm、 南北20cmである。底面は平坦で、壁はやや外傾する。

確認面から底面までの深さは38cmを 測る。堆積土は3層 から成る。 1。 2層 は黒色土、 3層 は褐色土

を主体とし、 1・ 2層 には、焼土粒・炭化物粒が含まれる。RA020の 床下から検出しているが、検出

した位置や検出状況からRA020に付随する遺構ではないものと考える。遺物は、土師器2gが出上して

いるが小片であ り、図示 していない。出土遺物から時期はRA020と の重複関係から平安時代以前 と考

えられる。

(川 又 )
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2 調査内容

(5)溝   跡 (RG)

6条検出した。そのうち 1条は第 5次調査区から続くRG008で ある。過去の調査で溝跡は12条確認

されており、したがつて、それに続 くRG013～ 017と した。

RG008溝跡 (第 55。 56図 )

調査区北端から南端付近、 3F12p～ 4G24nグ リッドの間に位置する。RZ048円 形周溝、

RA028・ 026・ 025竪穴住居跡、RB007・ 008掘 立柱建物跡、RG014溝跡と重複する。新旧関係は、

RZ048よ りも新しく、それ以外の遺構よりも古い。

検出はⅢ層上面であり、黒褐色土の広がりと灰白色火山灰の点在をもって確認した。

本溝跡は調査区内においてはRG014と 同様に地形の低い区域を通っている。非常にゆるやかで、凸部

を東側に向けた弧を描く。北側は調査区外へ延びるが、 5次調査分とつながる。南東端部は溝が途切

れている。ちょうどRA025の遺構範囲内でRG014と 交差している。

調査区内で確認できた長さは直線距離にして85m、 上幅は最大で約1.4m、 検出面からの深さは確

認面より最大で約24cmで ある。壁は底面から緩やかに立ち上がり、底面は一部平坦であるが、多くは

「U」 次状を呈する。底面のレベルは北側で123.035m、 東端で122.88mで あることから、溝跡は北か

ら南へ向かってゆるやかに傾斜している。

堆積土は 1・ 2層が確認できる。上層が黒褐色土、下層が暗褐色土であ り、このうち 1層中には灰

白色火山灰がブロック状に含まれている。一部層として区分できる箇所 もある。削平部分が多いため

堆積状況は不明である。

時期は、重複関係から住居よりも古 く、いわゆる「古墳」よりも新 しいため、飛鳥～奈良時代の範

疇に含まれると考えることができる。

RG013溝跡 (第 54図 )

調査区北端、3F12xグ リッドに位置する。他遺構 との重複は調査区内においては確認できない。遺

構の大半が調査区外へ広がると予想されるため、完掘を行っていない。

検出はⅢ層上面であり、黒褐色上の広が りをもって確認した。

調査区内において確認できた規模は長さが2.lm、 上幅が最大で72cm、 深さが確認面より12cmで あ

る。断面形はゆるやかな半円形である。堆積土は 1・ 2層が確認でき、いずれも黒褐色を呈する。

遺物は土師器を中心に70g出 土 しているが図化できるものはない。

以上、堆積土の特徴から時期は古代であろうと考えられる。

_生 。L=124800m

炭化物微右と、黄掲色ローム少量含む

黄褐色 ロームやや多 く含む

疎

疎
や
や

や

や

締

締
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第54図 RG013溝跡



� 調査成果

第55図 RGo14・ 008溝跡 (1)
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1 10YR2/2!R褐 色 I: 粘イに弱 締 まりやや疎 火 ,1+灰 プロックで少量、黄掲色ローム少壮含む   o
2 10YR3/4暗 褐色 L ttMiや や強 締 まりやや疎 黒褐色 L少 ■含む              仁

堅と.   .型生L=123600m

甥

d。     , .ど生L=123800m

以
(1 :80)

2 調査内容

二 ・    カクラブ
生 L=123600m  二 ・   .ユ_L‐ 123600m

RG014
_生 .      .望ェL=1236001n      ‐ .       .止 L‐ 123 600Hi     上

場    �

鮎
1 10YR2/21■褐色 |: 粘性ややIjtJ

2 10YR3/2!R〔初色 i 巧ゝ性やや強

3 10YR2/2 無棚色 i Wiギ kス,や研可

RG008

甥
締 まり省 貸褐色ローム少上:、 礫少≒t含 む

締 まり密 貰棚色ロームやや多 く含む

締 まり密 黄棚色砂少 上t、 礫少 lI含 む

第56図  RG014・ 008(2)断面図

0   (1:2)   5cm

第57図 RG014溝 跡出土遺物

RG014溝跡 (第 55～ 57図 )

調査区北端から南端付近、 3F12n～ 4G13sグ リッドの間に位置する。RA022・ 023・ 025'026・

028竪穴住居跡、RG016溝 跡、RB003掘立柱建物跡、RD148と 重複 している。新旧関係は本溝跡が

RA022・ 025。 028、 RG016よ り新 しく、それ以外の遺構より古い。検出はⅢ層上面であ り、黒褐色土

の広が りをもって確認した。

本溝跡は調査区内においては地形の低い区域を通るため、弧を描 くように湾曲しているが、 4G14

eグ リッド付近から角度を東に変え、地形を横断するように曲がる。北側は調査区外へ延びている。

東端部において溝が途切れているが、この部分は削平が多 く及ぶことから、さらに東方へ廷びていた

可能性がある。調査区内で確認できた長さは直線距離にして75m、 上幅は最大で約80cm、 検出面から

の深さは約20cmで ある。壁は底面から緩やかに立ち上が り、底面は「U」 字状を呈する。底面のレベ

ルは北側で122.990m、 東端で122.821mで あり、北から南へ向かってゆるやかに傾斜 している。

堆積土は 3層が確認できる。いずれも黒褐色土を主体とし、黄褐色ロームを含む。断面の上層を7

カ所で確認したが、単層が多いため堆積原因は不明である。遺物は鉄製小刀が 1点出土 している。出

上位置はRA025のやや北側で、溝の底面を径約30cmの ピット状に掘 り窪めた内から出上 した。81は切

先と茎尻を欠損 したもので、現存長25cm、 刃部現存長17cmで ある。区は両区である。

時期は、重複関係から奈良時代の範疇に含まれると考えることができる。大部分が地形に沿って構

築されているが、一部地形を横断する状態でめぐるため、あるいは区画溝かもしれない。
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Ⅲ 調査成果

_生 .   1 .望 二 L‐ 123800m

以
l10YR2/2黒 褐色土    粘性弱 締 まり密 粒径20mmの 黄褐色ロームブロック少量含む
2 10YR5/6黄 褐色ローム 粘性やや弱 締 まりやや密 黒褐色土中量含む

0              (1:80)

第58図 RG015清跡

RG015清跡 (第58図 )

調査区西部、 3F24n～ rグ リッド間に位置する。RA023竪穴住居跡、RG014溝跡 と重複 している。

新旧関係は本溝跡がいずれの遺構 より古い。

検出はⅢ層上面であり、黒褐色上の広が りをもって確認した。

本溝跡は東西方向に、等高線に対 し直交するようにのびている。調査区内で確認できた長さは6.8

m、 上幅は最大で60cm、 検出面からの深さは12cmで ある。断面形は逆台形状を呈 しているが、削平が

大 きく詳細は不明である。底面のレベルは西端で123.008m、 東側で122.922m、 であることから、溝

跡は西から東へ向かってゆるやかに傾斜 している。

堆積土は 1・ 2層が確認できる。 1層が黒褐色土、 2層が黄褐色ロームである。削平が多いため堆

積原因は不明である。

時期は、重複関係から奈良時代を含むそれ以前 と考えることができる。性格は不明である。

RG016清跡 (第 59・ 61図 )

調査区北東部、 3G13o～ 20qグ リッド間に位置する。RA030'RD141と重複 している。また、後

世におけるカクランにより、一部が破壊 されている。新旧関係は本溝跡がRA031よ りも新 しく、

RD141よ りも古い。検出はV層上面であ り、黒褐色上の広が りをもって確認した。

本溝跡は調査区内においては南北方向にほぼ直線状に延びているが、北部は調査区外へ延びるため
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調査区外

2 調査内容

粘性やや強 締 まり密 黄褐色ローム微量含む

粘性やや弱 締 まり密 黄褐色ローム中量、礫微量含む

O                       m

第59図 RG016溝跡

全容は不明である。また、溝跡が立地する区域が調査区内においてもっとも標高が高い部分であり、

かなりの部分が削平をうけており、部分的に途切れている。

調査区内で確認できた長さは13m、 上幅は最大で約80cm、 検出面からの深さは約20cmで ある。断面

形は逆台形状を呈するため、底面はほぼ平坦である。底面のレベルは北側で123.657m、 南端で

123.663mで あり、ほぼ平坦である。

堆積土は 1・ 2層が確認できる。 1層は黒褐色土、 2層が暗褐色土を呈する。いずれも黄褐色ロー

ムを含む。削平が大部分を占めるため堆積原因は不明である。遺物は土師器979gが 出土し、そのう

ち 3点 (149g)を 図化した。82は郭で、内面に黒色処理が施されない。体部は直線気味に開く形状

をもつ。83は壷口縁部片であるが、細片のため詳細は不明である。84は甕である。顕部は筒形状を呈

し、口縁部は外反する。

時期は、重複関係 。出土遺物から平安時代以降と推定できるが、詳細な時期は不明である。

土

土

色

色

褐

褐

黒

暗
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ユ ・ 砕 B000m

与i瀞 昌籐縫鍵驚ξ罐繁鍵詫動量含む
4(19YR3/4暗 褐色土 粘性弱 締まり密 寅褐ヨ砂やや多く、褐勢鉱少量1含む

0

Ⅲ 調査成果

第60図 R6o17溝跡

(1:501
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2 調査内容

RG017清跡 (第 60・ 62図 )

調査区東部、 3H24b～ 4G7wグ リッド間に位置する。

他遺構 との重複は確認できない。北1,6mに は旧河道、南西80

cIIlに RZ049が位置する。

検出はV層上面であり、黒褐色土の広が りをもって確認 し

た。

本溝跡は調査区内において完結 してお り、ゴヒ東一南西の方

向にのびている。ほぼ傾斜地に沿って構築されている。

調査区内で確認できた長さは20m、 上幅は最大で 2m、 検

することから、壁は底面から直線的に広がりながら立ち上がる。底面の 匡≡誕冥≡梯i7g 曰 琢

0   (1:4)  10clll

蓬 彰 引

0        (1 : 4)      10cm

第61図 RG016清跡出土遺物

出面からの深さは確認面より最大で約42cmで ある。断面形は逆台形状を

レベルは北側で122.381m、 東端で122.342mで あることから、溝跡は北

東から南西へ向かって緩やかに傾斜 している。

堆積土は 1～ 4層が確認できる。 1～ 3層が黒褐色土、 4層が暗褐色
第62図 RG017溝跡出土遺物

土を主体とする。である。堆積上の一部にいわゆるレンズ状堆積が認められることから自然に堆積し

たことが分かる。遺物は1039g出上し、そのうち2点 (18g)を 図化した。85は 土師器甕の口縁部片

である。磨滅しているがロクロ調整と思われる。86は 陶器碗の口縁部片である。産地は不明ながら近

世以降の所産と考えられる。

時期は、重複関係がなく、遺物も古代と近世が混在していることから、不明と言わざるを得ない。

(西澤)
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Ⅲ 調査成果

(6)古   墳 (RZ)

RZ044古墳 (第 63～65図 )

調査区北部、 3F12b～ 16fグ リッドに位置する。第 3次調査で確認されたものと同一であるため

番号を統一した。遺構の一部は住宅基礎によるカクランにより破壊されている。重複が確認できるも

のとして、RD098・ 099。 100・ 122・ 128がある。新旧関係はいずれの上坑よりも本遺構の方が古い。

なお、RD128と の新旧関係はカクランが及ぶため不明である。検出はⅢ層上面であり、黒褐色上の広

がりと灰白色火山灰プロックの散在によって確認された。

b・ L=12■ 91Xlm

la 10YR3/2黒 褐色土
lb 10YR2/2黒 褐色土
2 1σrR3/2黒褐色上

3 10YR3/2黒 tB色土
4 10YR6/8明黄褐色ローム

粘性中 締 まり密 炭化物微量含む

粘性中 締 まりやや疎 粒径10mmの火山灰プロックで少量、
粘性中 締 まりやや密 炭化物微量含む
粘性強 締 まりやや密 炭化物微量、黄褐色ローム多量含む
粘性強 締まりやや密 黒掲色土多量含む (堀 り方 )

炭化物少量、礫微量含む

0

調査区外

第63図  RZ044古墳
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2 調査内容

ぞ

◎
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第64図 RZ044苦墳 (合成)



皿 調査成果

10cm

7上≪

第65図 RZ044古墳出土遺物
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2 調査内容

第 3次調査分と合わせると、本遺構の平面形は一部断絶するもののほぼ円形を呈する。南東方向に

4.6mの幅で、 1箇所溝が途切れる部分がある。規模は最大径15mであり、最大上幅が3.6mあ る。溝

の深さは最大で確認面より40cmで ある。底面は平坦に構築されてお り、貼 り床状に粘土が充填される

部分もある。壁はゆるやかに立ち上がるが、途中に段差がつ く場合がある。

堆積土は 1～ 4層 に区分できる。 1～ 3層 は黒褐色土層であ り、そのうち 1層 は火山灰の有無で

a・ b層 に細分される。火山灰が含まれるのは lb層 であり、粒径10allnの ブロックが黒褐色土中に含

有 している。また、 lb層の上下には灰白色火山灰が層状にまとまっている部分がある。

遺物は須恵器を中心に9,084g出上しているが、大半が堆積土上層に含まれる。これらのうち 6点

(428g、 90。 91を 除く)を 図化した。このうち90。 91は 第 3次調査分の埋土中から出上し、すでに報

告されているが、今回これと新たに破片が接合したしたため再掲載するものである。87・ 88は 土師器

郭であり、前者は内面に黒色処理が施され、後者にはない。体部の形状はいずれもゆるやかに内湾す

るものである。89は土師器奏の口縁部～胴上位にかけての破片である。口縁部の形状は頸部より外反

したのち、やや内傾しながら立ち上がる受口状を呈する。90は須恵器薬壷で、蓋は宝珠形の摘みがつ

く。身の口縁部は短く直口するもので端部は丸くおさめられている。肩部は張り、ここに最大径があ

る。焼成は良好で堅緻である。胎土は級密であるが、白色の粒子や砂粒がやや多く含まれている。91

は須恵器大奏である。底部を欠損しているもののほぼその全容はしれる。長い頚部をもち、肩部に最

大径を有する。頸部には櫛描き波状文が施される。92は 玄武岩製の磨石である。

本遺構は、従来、いわゆる「古墳」と呼ばれる遺構であり、墳墓である可能性が高いと考えられて

いる。墳墓であるなら、この円形周溝部分は墳墓の下部に過ぎず、大半が削平されていると考えられ

る。

時期については、出土遺物の大部分が上層からの出上であるため明確に決めることができない。少

なくとも9世紀以前とすることが可能である。
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Ⅲ 調査成果

RZ048古墳 (第66・ 67図 )

調査区北部、 3F13t～ 17fグ リッド間に存在する。RG015と 重複 してお り、新旧関係は本遺構の

方が古い。検出はⅢ層上面であり、黒褐色上の広が りをもって確認された。

平面形は現状では「 C」 字状 と楕円形状の溝跡の 2箇所に分断される。 しかしながら、削平されて

いることを考慮すると、これらは同一の遺構であった可能性が高い。ただし、南東方向はRZ044と 同

様に途切れていたと考えられる。したがって、本来は一部断絶するもののほぼ円形を呈するであろう。

規模は最大径8.6m、 溝の最大上幅が1.8m、 深さは最大で確認面より20cmである。底面は平坦に構築

―望と,L=123900m
1 10YR3/1黒褐色土  粘性やや弱 締 まり密 黄褐色ローム微量含む
2 10YR2/3黒 褐色土  粘性やや弱 締 まり密 粒径20mぬ の黄褐色ロームブロック中量含む

1 10YR3/1黒褐色土  粘性強 締 まりやや疎 5mm大 の炭化材少量、黄褐色砂少量含む
2 10YR2/2黒褐色土  粘性やや弱 締 まりやや密 10mm大の炭化材やや多 く、黄褐色砂微量含む
3 10YR3/2黒褐色土  粘性やや弱 締 まりやや密 黄褐色砂中量含む

1 10YR3/1黒褐色土  粘性やや弱
2 10YR2/8黒褐色土  粘性やや弱

責褐色ローム微量、礫中量含む

黄褐色ロームやや多 く含む

牲=________―一生卓堅上_________一一学
m

疎

密
や

や

や

や

締

締

調査区外

弗66図  RZ048古墳
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2 調査内容

される部分が多 く、壁はゆるやかに立ち上がる。堆積土は 1～ 3層 に区分できる。いずれも黒褐色土

層である。

遺物は8,517g出土 しているが、大半が堆積土上層に含まれる①これ らのうち 2点 (6,065g)を 図

示した。98は 須恵器郭である。直線気味に開く形状の体部を有する。94は須恵器奏である。体部は球

胴状を呈 し、口縁部は強 く外反する。

本遺構は、いわゆる「古墳」 と呼ばれる遺構である。時期については、重複関係から奈良時代を含

むそれ以前と考えることができる。出土遺物は上層からの出土であるため構築時期に関連するとは考

えにくい。 したがって、周溝出土遺物 とは年代的に大きな開きがでて くる。これは、周溝がある程度

埋没した段階であらためて何 らかの行為が行われていたことを示すと考えられる。

(西澤)

0       (1 : 4)      10cm

第67図 RZ048古 墳出土遺物

と群泰
イ■ヽ
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Ⅲ 調査成果

(7)I日  ユ可 道 (第 68図 )

調査区の東端 3H13a～23cグ リッドに位置する。方向はほぼ南北方向に向き、底面の高低差から

南から北へ傾斜していると考えられる。重複遺構はない。検出はⅢ層である。

西岸にあたる部分は水流によってある程度削られたと考えられ、長い傾斜となっている。東岸は調

査区端で僅かに確認された。これによると、幅は上幅で最大で4.3m、 深さは確認面より70cmである。

断面形をみると、ゆるやかに立ち上がる部分と、やや急に立ち上がる部分が認められる。この旧河道

跡は前回の調査 (5次調査)で確認されたものの続きに相当し、遺跡の境界をめぐるものと推定され

る。

堆積土は 5層 に区分できる。 1層 には下部に火山灰 (十和田 aテ フラと考えられる)が微量に含ま

れていた。土師器を中心 とする土器が若千出土している。その下の 2層黒色土からは弥生土器・石器

が比較的多 く出上 した。その下位には 3層暗褐色粘上、 4層黒褐色土が堆積 している。 5層 は堆積状

況から2層 よりは新 しいと考えられる。堆積土の状況から、水流がある状況とはいえず、むしろ湿地

状を呈 していた可能性がある。どの層も粘性が強 く、黒褐色土を基本としていることからもそれが窺

えよう。

遺物は 1・ 2層を中心に出土しているが、とくに2層から弥生時代の遺物が多く出土している。

弥生土器 (第63～66図 )

出土数は28,176gで ある。そのうち161点 (7,832g)を 図示した。これらの土器群は 2層からまと

まって出上したもので、ある程度―括性が高いと判断された。ただし、旧河川ということもあり、必

ずしも一括性を保持していることを強調しているわけではない。なお、便宜上、他遺構出上の弥生土

器も合わせて説明する (122、 129、 133、 135、 146、 201、 203、 209)。

これらの出土土器は破片が多く、復元できる個体は非常に少ない。したがって、あえて分類するこ

とはせず、種類ごとに大まかに分け、それごとに説明するにとどめた。その際にまず器形、文様の順

に説明を試みるが、先述のように全容がしれる個体はないため、判明しているもののみを記述する。

そのため、すべての器形・文様をあらわしているわけではない。

a 器形

甕形土器 (以下、奏)

奏は粗製を中心に復元できる個体が比較的多かったが、底部まで残存する例は確認できない。器形

がある程度判明する資料には95～ 106がある。破片でも器形をある程度推定することができるが、全

容が判明しないものはあえて触れない。これらをみると、口縁部は波状を呈すものやわずかな突起や

刻みがつくものがほとんどである。奏の上半部の器形は脹らんだ胴部から外反する口縁をもつものが

多い。胴部の脹らみも強く張るもの (95。 100。 105な ど)やわずかに脹らむもの (96。 97・ 98。 99)、

などがある。106は口縁部のみのため胴が脹らむかは不明である。

壺形土器 (以下壷)

重は全容がしれる資料が少ない (107～ 110)。 このうち108の小型壷だけは唯一完形である。107は

顕部が比較的短く外反する口縁で端部を丸くおさめる。胴上位に最大径をもつと推定されるが、この

最大径付近の胴の曲線が大きいため、扁平な胴部を有している可能性がある。109は胴部のみである

ため、奏の可能性もあるがここでは壷に分類した。1101ま 口縁部から頸部にかけての破片である。直

口気味の口縁部をもち、胴上位に最大径をもつ大型の壷の一部と判断できる。完形の108は短 く開く
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2 調査内容

口縁部をもち、肩部があまり張 らず、胴中位から下位の部分に最大径を有する。底部は平底で、やや

中央が上げ底気味になっている。

その他の器形

甕・壼のほかはあまり器種 として判別するものが少ない。そのなかで高必 (111。 113)、 蓋 (■ 2)

と判断できるものがある。 1111ま高郭で脚部が欠損 している。大 きく開 く胴部をもち、日縁部は波状

口縁である。端部には粘上が貼付 され、肥厚 している。1131よ脚部のみであ り、低い脚部から皿状の

郭部をもつと考えられる。同じ高郭でも108と は別器種 として捉えられる。1121ま 蓋 と考えられる。摘

みの一部が欠損しているが、その形状から蓋 と考えた。

b 文様

出土土器の多 くは破片土器であるため、施文される部位・文様ごとに区分 しその特徴をみてみる。

口縁部文様帯

115～ 125は 口縁部内外面 ともに無文のものである。多 くはナデ調整が施されている。第69図 95～ 99も

口縁部調整はナデのみである。ユビナデのほかヘラ状工具によってナデ調整されるもの (117。 123な

ど)も ある。126～ 129も 同様の調整であるが、端部に刻みがあるものである。129は端部にも縄文が

施される。130～ 137は 口縁部に縄文 (地紋)が施されるものである。 1371こ は撚糸が、132～ 1341よ 附

加条縄文が施される。それ以外は単節縄文である。130。 186は地紋の痕跡が僅かに残ることから、ナ

デにより磨り消されていると判断でき、実際の調整はナデとすべきものであろう。これに対し1351ま

頚部のみを丁寧にナデが加えられ、地紋であるRL縄文を消し、口縁部のみを残している。131は内

面のほとんどが剥離しているがあるいはそこにも地紋があったかもしれない。

138～ 1401ま口縁部の内面に縄文が施されるものである。138は内面のみに、139～ 1401ま 内タト面の両方

に縄文がある。いずれもLR縄文である。第70図 105～ 106。 1081こ も内面に縄文が施される。外面は

壷・奏含めてナデ調整である。106・ 108は 附加条縄文が施されている。

復元できる奏類の文様から推定すると、ここまでの破片土器は奏類に含められるものが多いと考え

られる。

141・ 142は その他の口縁部である。141は強く短く外反する口縁部である。磨滅が激しいが、頸部

にLR縄文が確認される。口縁部はナデ調整である。142も 基本的にナデ調整 (あ るいはミガキか)

が施される。磨滅が著しいため観察が難しい。日縁部にはまた突帯が只占付されている。

143～ 146は ヘラ描き沈線による弧状文が配されている破片である。いずれも文様の一部のみのため

別の文様も含まれている可能性もある。146は弧線文というより波状文かもしれない。また、他の沈

線に比べて非常に繊糸田なものである。

110・ 147～ 1521ま 山形文 (あ るいは三角状文)、 菱形文が施文されている。151は菱形が重なった重

菱形文であり、口縁直下までこの文様が配されている。110は沈線で菱形を描いたものであるが、曲

線的で他とは趣がことなる。また、沈線自体も浅く雑な感じである。縄文は頸部以上にのみ認められ

ることから一応充填を意識しているかもしれないが、明瞭ではない。施文順序は縄文→沈線の順であ

る。その他は三角形の文様が配されるが、全容は不明である。

153～ 157は 直線的な沈線が配されているものである。これらは単独で存在するものと他の文様と組

み合わされるものの 2者があるが、個々では区別できない。これら155～ 157は頸部に 1～ 3条の沈線

が施される。157は内面にも施文される。これらは壺の可能性がある。158。 1591よ 刺突が加えられる

ものである。158は 口縁部直下にヘラ状工具による羽状の刺突が配される。159は棒状工具による刺突

で、比較的深く突き刺している。部分的な破片ではあるが、沈線と沈線によって区画された文様の外
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Ⅲ 調査成果

側にランダムに充填されている。刺突はこれらのほか173・ 193に も施される。前者には竹管状の、後

者には針状の刺突が施される。なお、159は 台付鉢であろう。

体部文様帯

第72・ 73図 は胴部・底部片である。断面図の傾きによって胴部上位 (肩部)や 中位以下とおおよそ

判断できるが不明なものも多い。

160～ 1731よ 山形文あるいは鋸歯文など三角形を基本とした文様である。これら三角文系の文様には

大きさや配置などから様々なバリエーションがあると予想されるが、小破片が多いため一括している。

160は三角文のみで構成されるが、それ以外の多 くは平行沈線と組み合わさって使用される。162・

170は 2本一対の工具によって同時施文された平行沈線であるが、全体的に使用された沈線はすべて

一本使用である。169の 沈線は幅広で深さも浅いなど他のものとはやや異なる。

これら文様の三角形状の形には 1線ずつ施文するものや、一筆書きのように連続して施文するもの

がある。前者には線が重なるもの (168。 170な ど)や線の結びに空白ができるものなど (167・ 173な

ど)があり、文様自体の多様性のほかに、施文方法の多様性も認められる。

109・ 174～ 183は弧線状の文様を基本としたものである。この文様も部分的に観察されるため、他

の文様も含まれていると思われるが、全容が不明のため一括しておく。174。 175は 平行沈線間に細か

な波状文が配されている。176～ 179な どは単位が大きい波状文と思われる。このうち1791ま 沈線が浅

い。109の ようにあまり流麗ではない複線波状文もここに含める。これには充填縄文が省略されてお

り沈線文のみで構成されている。

184～ 1891よ 1条以上の沈線からなる直線的な文様が施文されるものである。この文様のみで構成さ

れるものはほとんどなく、多くは他の文様と組み合わされる。したがって、これらは文様の一要素の

みであるため、詳細は不明といわざるを得ない。185。 189イよ地紋であるLR縄文施文後に沈線が引か

れていることが重複関係からわかり、多くは同様の順序で施文されていたと推定される。

190～ 1941よ 重方形文が施される破片である。いずれも破片のためこの文様の 1単位が不明のためど

の部分に相当するか判断が難しいが、直角に屈曲する部分が認められる。

195～ 201は菱形文・三角文が施文され、充填技法を伴うものである。沈線で区画内を縄文の充填、沈

線、ミガキ、沈線のように各沈線間を交互に縄文充填とミガキ (磨消し)で構成される201はやや単

位が大きく、沈線の深さも浅い。

202～ 204は変形工字文と判断できるものである。198・ 1991ま粘土瘤の貼付が認められる。204は残

存部分が少なくあるいは変形工字文とは異なるかもしれない。

205～213は、底部片である。

214～ 255は 地文のみの体部片である。単節LR(214～218。 220～ 225)と 単節RL(219。 226～

234)、 附加条縄文 (235～252)である。253～255は短軸絡条体かもしれない。

c その他

114は 土器片円板である。土器の割れ口に磨痕による加工が確認できる。用途不明である。
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2 調査内容

1 10YR3/か 黒褐色土  粘性やや弱 締まり密 炭化物搬畳、下部に火山灰微量、土器少量 ⊂師器、須感器が多い)含む

難鬱昌亀盲望工驚壌議峰ヨ1雲
や
豊筆芸魯言彗森」晟

壌に出とした欧黄褐色搬量含む
嵐 黄縛咎

“

堀畿含t「

15 10YR3/3嗜褐色と  粘性強 締まりやや密 0      (1:100j       5m
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Ⅲ 調査成果
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2 調査内容
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Ⅲ 調査成果
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2 調査内容
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2 調査内容

石器 (第74～ 79図 、写真図版45～ 50)

旧河道、 3H16～ 18bグ リッド付近の弥生土器が多量に出土した2～ 3層 中から集中的に石器が出土

している。総点数132点 (2763.8g)を数え、そのうち トゥールは石鏃 9点 (7.lg)、 石鏃未成品 5点、

(14.7g)、 石錐 4点 (28.9g)、 石錐未成品1点 (2.5g)、 削器 7点 (61.5g)、 両極石器4点 (53.5g)

の計30′点で、他に石核 5点 (301.3g)、 剥片97′ミ (1359.5g)が確認できた。なお、図化 したものは

トゥール30を点全′点、石核 6′点全点 (遺構外 lJ点 を含む。)、 剥片6′点 (出土′点数の12%)である。

これらの石器群の時期については、出土層位から弥生土器群とは共伴関係にあると考えられ、ほぼ同

じ時期のものと推定される。

石鏃 (256～269)

扁平で、二次加工により鋭角な先端部が作 り出され、長さ 5 cm以下のものを「石鏃」とした。また、

素材や大きさ、二次加工などから石鏃を意図して制作 し、途中で断念 したと思われるものを「石鏃未

成品」 とした。前述の通 り、石鏃 9点 (256～ 262・ 267・ 268)、 石鏃未成品 5点 (263～ 266・ 269)が

見つかってお り、見つかった トゥール類全体の47%を 占めている。

成品は、基部が欠損 している2点 を除き、全て中茎を有する、いわゆる「有≧鏃」に相当する。基

部の形状から、

「基部が平らなもの (256・ 258・ 259)」 と、

「基部が突出するもの (257・ 260。 261・ 262)」 とに2分類できる。

また、残存状態を見てみると、「完形品 (256。 257)」 、「先端部と中茎 (基部まで)が欠損するもの

(258。 262・ 267)」 、「中茎 (基部まで)が欠損するもの (259・ 268)」、「片脚を欠損するもの (260)」 、

「先端部のみを欠損するもの (261)」 が確認される。

石鏃未成品は「先端部が作 り出されているもの (263・ 265。 266)」 、「基部が作 り出されているもの

(269)」 がみられる。また、264は側縁の両面に二次加工が施されているのみである。基部制作途中に

先端部とする部分が欠損したために、断念 したものであろうか。

石錐 (270～274)

二次加工による錐状の端部が作 り出されるものを「石錐」とした。また、素材や大きさ、二次加工

などから石錐を意図して制作 し、途中で断念 したと思われるものを「石錐未成品」とした。前述の通

り、成品 4点 (271～ 274)、 未成品 1点 (270)が見つかってお り、出上した トゥール類の17%を 占め

ている。

成品は、形状か ら、

「基部 (つ まみ部)を有するもの (271・ 273)」 と

「棒状を呈するもの (272。 274)」 とに2分類できる。

残存状態は、いずれも完形品である。また、錐部に使用による磨減痕などを肉眼で確認できなかっ

た。

未成品は形状から、棒状を呈する石錐の製作途中のものと思われ、一端が大きく欠損してしまった

ため、製作を断念したのではないだろうか。

削器 (275～ 281)

形状が不定形で、縁辺部に二次加工による刃部が作り出されたものを「削器」とした。

7点見つかっており、出上したトゥール類全体の23%を 占める。

削器は、刃部の作 り出し方法から
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Ⅲ 調査成果

「刃部が両面加工により作 り出されるもの (278・ 281)」 と

「刃部が片面加工により作 り出されるもの (275～ 277・ 279。 280)」 とに2分類できる。

両権区石号吾 (282・ 283。 285。 286)

一対あるいは、二対の向かい合った縁辺部に、互いに向き合う方向に剥離が生じているもの。いわ

ゆる「ピエス・エスキーユ」、「楔形石器」などを含む。前述の通り、 4点見つかっており、 トゥール

類全体の13%を 占める。

形状はいずれも、上下一対のみに両極剥離がみられる。

石核 (287～291)

複数回に渡り、剥片剥離作業が行われた残核を「石核」とした。 5点出上している。いずれも自然

面が残っている。

287は調査区北側 3F15xグリッドの遺構外から出土した石核であるが、便宜上、ここで説明する。

同一作業面に同一方向で剥離作業を行っている。288は 円礫を素材とし、両面から剥離作業を行って

いる。289は 大きな縦形剥片を素材とし、その主要剥離面に同一方向から剥離作業を行い、また背面

にも同一方向から剥離作業を行っている。2901ま複数の作業面に同一方向から剥離作業を行っている。

291は 同一方向か二方向から剥離作業を行う作業面が複数面確認され、数回にわたり、面を変えなが

ら、剥離作業を行ったものと思われる。292は 291と 同様な作業過程が見いだされるものである。縁辺

部に2か所、階段状剥離が確認できた。

剥片 (284。 293～ 298)

形状が不定形で、剥片剥離作業によって作出されたものを「剥片」 とした。大 きさな どか ら、チ ッ

プとするべ きもの もこれに含んでいる。 また、刃部 とは考えられない二次加工が施 されているものに

ついては、「リタッチ ドフレイク (以下Rフ レイクと略す)」 とした。剥片は旧河道から97点 (内、R
フレイク 3点見つかっている。また、そのうち 6点 (各2点ずつ、計3組)が接合した。図化したのは、

接合資料である。

293・ 294は どちらも自然面の残る縦長剥片で、打面が同一面であり、母岩の同一面に打撃を加え、

剥離作業を行ったものと思われる。294に とよ打面に細かい剥離がみられ、母岩から剥離された後の剥

離作業によるものと思われる。295・ 296は どちらも自然面の残る剥片である。どちらも打面が確認で

きず、剥離作業を推定するのは困難であるが、恐らく、母岩から295を剥離した後、296を 剥離したも

のと思われる。297・ 298は どちらもRフ レイクで、自然面が残る。2971ま打面の位置が、298と の接合

部分とは反対方向にあるので、恐らく、母岩から297を剥離した後、298を 剥離したものと思われる。

(須原)
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2 調査内容

崇 ↓
＄

加

Ａ
イー
イーキ
Ⅶ
Ｖ

鱒

全

劾

２５３

ｍ
ｌｌｌ
‐――
‐―ｌ
ｕ

体
儘
鵡
饂
す
蝉
螂
い
ゆ
Ｗ
‐‐
◆

甦ぐ)【 {

◇

鰤
金  第2   

とぅ   る3   _   お4

羽

２７０

口

Ｗ
一

生‐朧
蹴
）
◇

向
卸

眺

Ｍ

麓
Ⅷ

鸞
７４

隠
＝
田
Ｖ

嵐

納

Ψ

◇
ワ

Ａ
齢
Ｗ
Ｖ

翰@総 a鵜 みホぬ
ρ66    も    267 ~                268

色

-92-
第74図  出土石器 1
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2 調査内容
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第76図 出土石器 3



Ⅲ 調査成果

第77図 出土石器 4
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Ⅲ 調査成果

第79図 出土石器 6
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2 調査内容

(8)不 明 遺 構 (RZ)

形状が不整形で、その性格がよく分からない遺構が1基見つかっている。

RZ049不明遺構 (第80～82図 )

調査区東側、4G6s～ 4G12tグ リッドに位置する。他遺構との重複はない。南東側にRB003、

RD145、 南側にRD146、 147が隣接する。検出はV層上面で、黒褐色上の広が りをもって確認した。

遺構検出段階では複数棟の住居跡が重複しているものと想定していたが、堆積上の上層から「切り合

い」が確認できず、従って1基の遺構と判断した。

平面形状はいびつで、東西方向に長く、東側がさらに南へと延びる「 L」 字状を呈する。規模は最

大長が11.9m、 幅は北西側は4.9mで、南東側では■.Omを計り、深さは最大で確認面より81cmで ある。

最大長を主軸とした場合の方向はN-64° ―Wであり、地形の傾斜と直交する。底面は西から東に傾

斜し、また中央部分が隆起しており、平坦ではない。西端から南端は段状を呈し、床面との比高差は

最大で64cmを計る。壁は西壁が緩やかな傾斜の立ち上がりで、それ以外の壁はほぼ直立気味である。

メ

sII

0        (1:100)        5m
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第 80図  RZ049不明遺構
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2 調査内容

堆積土は22層 に区分できる。黒褐色土を主体 とし、責褐色ローム

や黄褐色砂が層状に混ざる。特に、下部に堆積する11・ 13・ 17。

19。 20層 は黄褐色砂によるラミナ層であ り、本遺構の下部に水が流

れていたものと推定される。

底面東端付近に柱穴1個検出した。深さは本遺構底面から約16cmで、

堆積土は暗褐色土を主体 とする。また、柱穴から北側約100cmに焼土

の分布範囲が確認された。分布範囲は50× 40cmで、形態は不整形を   ヒ_坐生生_」 Cm

呈している。焼上の厚さはlcmの厚さで、地床炉とは考えられない。  第82図 RZ049不明遺構出土遺物
遺物は646g出 土している。埋土上位に当たる、 1～ 3層からは土

師器が出土してお り、それ以下からは、縄文土器片が出土する。縄文土器片の時期は中期から晩期ま

で幅があり、おそらく流れ込みと考えられる。縄文土器は小片であり、今回図示 していない。

本遺構は形態が不定形であり、地形の傾斜に沿って下がっていること、また堆積上の下位に水が流

れた痕跡がみられることから、特定の遺構というより「沢状の落ち込み」の可能性が高い。ただ、遺

構の長軸が地形の傾斜に直交しており、また本遺構の底面から柱穴や焼土が確認できることから、お

そらく、古代以前に住居跡のような遺構であった可能性がある。そして遺構が廃棄された後、時間の

経過とともに崩落し、今回、検出したような形状になったものと考えられる。

(須原)

(9)遺構外 出土遺物 (第83図 )

遺構検出中などに遺物がいくつか出上している。これらは正確には遺構に伴わないと考えたもので、

まとめて遺構外出土遺物として登録している。

300～ 307は土師器郭である。このうち300。 305。 307に は内面に黒色処理が施されている。器形を

みるといずれもゆるやかに内湾する体部を有する。305の外面には「大」の墨書が認められる。

308は高台郭で、短く「ハ」字状に広がる脚部をもつ。309は ロクロ調整の上師器奏である。体部下

半部を欠損している。3101ま土師器小型壷の頚部～肩部にかけての破片と考えられるが詳細は不明で

ある。3111ま土製の紡錘車である。直径4.5cm、 重さ51gで ある。312は砥石、あるいは磨石と考えら

れる石製品である。一部のみ残存しているため全容は不明であるが、スリ面がいくつか確認できる。

313は寛永通宝である。3G21yグ リットより出土した。

(西澤)
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Ⅳ 自 然 科 学 分 析

炭 化 種 子 同 定

吉川純子 (古代の森研究舎)

百式 ホ斗

飯岡沢田遺跡は盛岡市の河岸段丘上に成立 した、奈良から平安にかけての集落跡である。発掘担当

者が住居の竃焼土を中心に覆土を採取 し、水洗選別を行ったところ、6棟の住居から若干の炭化種実

を検出した。炭化種実の同定は実体顕微鏡を用いておこない、同定した分類群を出上部位別に第 2表

にまとめた。同定した炭化種実は乾燥標本 として(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターに保

管されている。

出上 した炭化種実

本遺跡ではイネのほかに栽培種 と考えられるシソ属を出上 した。それ以外はマメ科の野生種 と考え

られるツルマメ近似種、ヤブツルアズキ近似種、ハギ属 と荒地雑草のエノキグサを出土 した。なお、

RZ044-To― a付近焼土からは炭化種実を出上 しなかった。岩手県内では北上市堰向Ⅱ遺跡、西川目遺

跡、高木中館遺跡などでイネにムギ類やキビなどの雑穀を随伴する出土傾向にあるが、本遺跡ではイ

ネのほかに穀類を出上しなかった。イネとシソ属は食用として利用 していたと考えられるが、ほかの

マメ科3種は種子が大変小さいため食用 としていたとは考えにくい。燃料材を運び込む際に付着 して

持ち込まれたか、火付け材 として利用 していた残澄とも考えられる。

関東周辺では弥生時代後期頃になるまでイネ以外の雑穀は出土せず、ほとんど利用 されていなかっ

たと推測され、平安時代にはイネからムギなどの雑穀類への依存度が高 くなる傾向にある(櫛原1999)。

しか しながら青森では港湾都市など特殊な集落ではイネのほかにコムギを少 し出上 してはいるが、ア

ワなどの雑穀が出上しない例もあり、かならずしも雑穀への依存度が高 くなっていない地域も存在 し

ている (吉川2005)。

第 2表 飯岡沢田遺跡第10次調査出土炭化種実

番号  
―RA023  RA024  RA025  RA026  RZ044   RZ044  RD065

地点  カマ ド カマド入りロ カマ ド  カマ ド Tc―a付近  カマ ド  カマ ド

部位＼層―位
― 焼土  焼上  焼土  焼土  焼±  3層焼土 焼土分類群名

イネ

ツルマメ近似種

ヤブツルアズキ近似種

ハギ属

エノキグサ

ラせ化月盃幸し

炭化種子

炭化種子

炭化種子

炭化種子   1
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Ⅳ 自然科学分析

出上分類群の形態記載

イネ(Oryza Sadva L。):災化胚乳を2粒出土し、いずれもやや焼け膨れていて、頴の痕跡が確認でき

ない。1粒 は511ull近 い長さで大変大きく、厚さもあり、東北地方の古代のイネとしてはかなり大きい方

ではないかと考えられる。長さは長いが、長さと幅の比率は1.7程度なので短粒系であり、種子の中で

も成長の良好な個体が出土したと考えられる。

ツルマメ近似種(Glycine dmax(L.)Merr,SSp.soia(Sieb.et Zucc。 )Ohashi):炭化種子を出土した。種子

はほぼ球形でへそは楕円形でへそ上下に突起などはない。3.2と いう種子径からダイズ属の野生種と

考えられるが他種との区別は難しい。

ヤブツルアズキ近似種(Vigna dangularis var.nipponensis Ohwi):炭 化種子は精円形で径2.311ull、 ヘ

そは中央よりやや偏ってつき、へそ上部に突起が見られるためササゲ属の野生種と同定した。ヤブツ

ルアズキの仲間は互いに交雑種を作りやすく、区別が難しい。

ハギ属(Lespedeza):炭 化種子は扁平な楕円形でへそ上下に明らかな突起がある。このような形態を持

つのはハギ属であるが、種の区別は難しい。

エノキグサ(Acalypha australis L.):炭 化した種子を出土した。

シソ属(Perilla):炭化果実はほぼ球形で基部が少し突出し、1.5111111ほ どでシソあるいはエゴマと考えら

れる。不明瞭であるが果実表面に薄い網目が確認できるが、焼けており詳細な観察はできないため、

シソ属にとどめた。シソ、エゴマいずれの場合も栽培種で、本遺跡内で利用していたと考えられる。

不明(UnknOWn):2種類出土した。小さい不明種は中央に溝のようなものが認められる。大きい不

明種は不明瞭であるが一方に稜がある3面形のようである。いずれも内部は炭化した際に発泡しており、

わずかながらも脂肪分を含む子葉と考えられる。

引用文献

櫛原功- 1999「炭化種実から探る食生活」―古代～中世を中心に一 食の復元―遺跡遺物から何を読みとるか。研究集会報

告集2,帝京大学山梨文化財研究所.p.81-98

吉川純子 2005 第3節 十三湊遺跡より出土した炭化種実について。十三湊遺跡,青森県埋蔵文化財調査報告書 第398集。青

森県教育委員会,p.206-208
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1 炭化種子同定

第34図 飯岡沢田遺跡より出上 した炭化種実

1:イ ネ、炭化胚乳、RA024カ マ ド入 り口焼土.ケ ツルマメ近似種、炭化種子、RA025
カマ ド焼土.&ハ ギ属、炭化種子、RA026カ マ ド焼土.4ヤ ブツルアズキ近似種、炭化種

子、RD065焼土.&エ ノキグサ、炭化種子、RA025カ マ ド焼土.&シ ソ属、炭化果実、

RZ044-3層 焼土.7,&不明、RZ044-3層 焼土

(ス ケールは l llull)
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Ⅳ 自然科学分析

2出 土 骨 鑑 定

はじめに

飯岡沢田遺跡は、岩手県盛岡市飯岡新田に所在 し、雫石川右岸の河岸段丘上に位置する。本遺跡で

は、カマ ド等を伴う奈良時代の住居跡、7世紀末から9世紀初め頃の古墳、古代の溝跡、江戸時代の掘

立柱建物跡などが確認されている。    ‐

このうち、奈良時代の住居跡内のカマドからは、骨片が出上した。そこで、動物種を明らかにする

ため、カマ ド内から出土した骨同定を実施した。

(1)試料

試料は、RA025カ マ ド燃焼部から出上した骨片である。2-3cm程 度の骨片が数点、それよりも細か

く形状をとどめていない骨片が認められる。いずれも白色を呈しており、大きな破片の表面には細か

なひび害1れが生じるなど、焼骨の特徴がみられる。

(2)分析方法

一部の試料については、一般工作用接着剤を用いて接合を行う。試料を肉眼で観察し、その形態的

特徴から、種と部位の同定を行う。なお、同定および解析には、金子浩昌先生の協力を得た。

(3)結果および考察

以上のことか ら、カマ ド内より出上 した焼骨片は、                  ~
大型獣骨が破損 した骨の可能性がある。 したがって、

第85図 RA025竪穴住居跡カマド燃焼部出土焼骨

当時は、大型獣などを食糧資源として利用 していたことが推測される。東北地方では、縄文時代頃か

ら、ニホンジカやイノシシが利用されている(例 えば、西本,1993,199駐宮古市教育委員会,1995)。 おそ

らく本遺跡の周辺でも、住居が構築された奈良時代頃、これらの大型獣が狩猟されていたと思われる。

試料は、強 く被熱 した獣骨である。破損 した扁平

骨片で、重なる被熱で骨の原形を保っていない。骨

面に凹凸ができ、亀裂と剥離が見 られるのはその痕

と思われる。これらの骨片は、一部骨片が接合でき

ことから、埋存時1片 ないし2片 の骨片であったと考

られる。1点ほど骨の原形を保つ破片が認められた。

態からみるとニホンジカ等の歴骨片の可能性があるン

破損 した一部であったため、詳細な種類や部位を確

することができない。 0     1 cm

引用文献

西本 豊弘 1993

西本 豊弘 1995

「動物遺体について」『御所野遺跡 縄文時代中期の大集落跡」一戸町文化財調査報告書第32集 一戸町

教育委員会

「大日向Ⅱ遺跡出土の獣骨鑑定」国道395号改良工事関連遺跡発掘調査『大日向Ⅱ遺跡発掘調査報告書―

第2次～第5次調査―第1分冊』岩手県文化振興事業国埋蔵文化財調査報告書第225集 財団法人岩手県文化

振興事業団埋蔵文化財センター

1995 『崎山貝塚―範囲確認調査報告書―』宮古市埋蔵文化財調査報告書44宮古市教育委員会
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1 弥生時代の遺物について

V

弥生時代の遺物について

考 古 学 分 析

(1)旧 河道 出土の弥生土器 につ いて

ここでは、旧河道より出上した弥生土器 。石器について簡単な検討を行っておく。

旧河道 2層からは25,7kgの弥生土器が出上している。これは該期の上器としては周辺でもあまり例

のない程まとまった出土量となっている。この上器については前章までに触れてきたが、再度その特

徴をまとめると以下のようになる。

第一に器形では、完形に復元できる個体が少なく全体像は不明であるが、壺や蓋といった特徴のあ

るものが認められる点があげられる。第二に文様の多くは沈線による構成をとることにあり、ほとん

どが 1本使用の工具による沈線となっている点である。また、その施文方法によって描かれる文様に

は、①変形工字文、②菱形文、③方形文、④弧線文、⑤竹管などによる刺突文があげられる。①には

単節のRL縄文がともなうこと、沈線の幅が広いことなどから、宇鉄Ⅱ式など北方系の土器型式との

関係が深いと考えられる。②は沈線による菱形区画内に縄文を充填させるものが多い。また、壺類の

頚部にはこの菱形の文様を取り入れるものが多い。なお、本来三角文や山形文に別分類されるものも

ここではこの文様に一括している。③・④は細片が多く文様構成が復元できるものが少ない。とくに

④は波状文になるものなど複数の文様に細分される可能性もあるが文様全体が判断できないため一括

している。刺突文には竹管状工具によるものと、棒状工具によるものの2種類が観察できる。ただし、

これらは点数が少ないため詳細は不明である。

地文をみると、単節のLR縄文とRL縄文がともに認められるが、LR縄文の方が多い傾向にある。

また、附加条縄文も一定量確認できる点が特徴の一つといえる。

このような文様の特徴をまとめると、大きく地文がRL縄文とLR縄文とに2分されることがわか

る。このうち沈線の幅が比較的広いものと地文がRL縄文のもの、①の変形工字文は対応関係にある。

したがって、おもにRL縄文を地文とする土器群は、上述の文様の特徴ともあわせて宇鉄Ⅱ式あるい

はその並行土器型式に比定でき、時期的には中期中葉に位置づけられよう。また地文がLR縄文のも

のと頸部に菱形文様が多用される土器には対応関係あり、さらに② o③・④の文様をもつものの多く

と対応する。このうち顕部に菱形文が施されるという点を重視するとこれらの上器群は宇津ノ台式に

比定できる。

後者の土器群は、水沢市・橋本遺跡出土土器と文様の種類、器形の点で類似点が多い。とくに無文

の粗製甕類の存在などには類似点が多く注目される。この宇津ノ台式 (あ るいは並行土器型式)に比

定できる一群は量的にも多く、旧河道出土土器の中心となるものであり、いわゆる天王山式以前に位

置づけられる土器群のひとつといえよう。

以上の点から旧河道出上の弥生土器は、破片資料が中心であるものの、弥生時代中期中葉から後葉

の時期 (と くに後葉)にかけての上器群であると判断できる。したがって岩手県内では数少ない時期

の上器となる。また、秋田県を中心とした日本海側に広がる宇津ノ台式上器が盛岡市付近で発見され

る点は当時の交流を考える上では貴重な発見となろう。
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V 考古学分析

(2)旧河川出土の石器 について

旧河道から132点の石器が出土している。主に2層から見つかっており、弥生土器とは共伴関係に

あるものと考える。若子の考察を行う。

旧河道から出上したトゥール類30点の内訳は、石鏃14点、石錐 5点、削器 7点、両極石器 4点であ

る。器種構成はややバラエテイーに乏しく、石鏃が出土点数の約半数を占めるという特徴がみられる。

これに石核 5点や剥片97点 を加えたのが第 3´表である。圧倒的に剥片が多くなり、また、石核もトゥ

ール類とほぼ同じ点数見つかっていることがうかがえる。旧河道の埋土中から集中的に剥片や石核が

出土する点は周辺で石器製作を行い、その際残った剥片や石核を旧河道に廃棄していた可能性が考え

られる。

さて、各石器に使われる石材について概観してみる。トゥールに使用されている石材は全て奥羽山

脈産の頁岩であることが判明している。さらに本遺跡から出土する頁岩の色調はをおもな基準として

母岩分類を行ったのが以下である。

頁岩① :黒色 (7.5Y2/1)を 呈するもの

頁岩② :黒色 (2.5Y2/1)を 呈するもの。①よりやや赤味を帯びている。

頁岩③ :黒褐色 (2.5Y3/1)を 呈するもの。

頁岩④ :黄灰色 (2.5Y4/1)を 呈するもの。

頁岩⑤ :灰色 (5Y4/1)を 呈するもの。

頁岩⑥ :灰色 (5Y5/1)を 呈するもの。⑤よりも明るく、白味を帯びている。

頁岩⑦ :暗灰黄色 (2.5Y5/2)を 呈するもの。

頁岩⑥ :褐灰色 (10YR 4/1)を 呈するもの。

頁岩③ :灰白色 (2.5Y8/2)を 呈するもの。

これらの分類はあくまで肉眼観察であり、さらに細分できる可能性が高い。

観察の結果、石鏃は頁岩① o②・③が各 4点で、②が 2点である。石錐は頁岩③が2点で、②・

③・⑤が 1ッ点ずつある。削器は頁岩⑤がやや多い3点で、② o③・⑥ o③が1点ずつある。両極石器

は②が 3点で多く、③が1点であった。出土量が少なく断言はできないが、各トウール類で選択され

る母岩には偏りがあるように見受けられる。とくに頁岩②や③の黒～黒褐色系の石材は各石器で確認

できるが④・⑦は今回見つかったトゥール類では確認されていない。またトゥール類以外をみてみる

と、石核は④・⑤が 2点ずつ、②が 1点あり、 トウール類にはみられなかった④が確認されている。

剥片97点は各分類のものがみつかっている。

剥片について、各母岩を重量で比較すると (第 4表 )、 ①～③といったトゥール類でよくみられる

母岩が多い点が見受けられる。したがって、石器製作の際、排出した剥片類が旧河道内に廃棄された

可能性が考えられよう。また、④は今回みつかったトゥール類では使用されていない石材であるが、

重量比では最も大きな割合を占める。今回見つかっていないだけで、石器製作には普遍的に利用され

る石材であるか、あるいは今回は見つからなかった特定の器種によく利用される石材である可能性な

どが考えられる。

以上、買岩の分類からみた母岩の選択について、簡単ではあるが概観してみた。当然、石器を作る

際、色調のみで石材を選択しているわけではないであろうが、少なくとも何らかの意図が働き、同じ

頁岩でも特定のものを好んで選んでいる傾向があるのかもしれない。

また剥片97点 (1359.5g)に ついては、その石器製作過程を検討するため、背面と打面の状況によ
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1 弥生時代の遺物について

る分類である加藤学の方法を用い (加藤1996)観察を試みている。

A類 :背面のすべてが自然面 (最1離 なし)の もの、B類 :背面の一部が自然面 (一部剥離)の もの

C類 :背面に自然面なし (すべて剥離面)である。これに打面の調整回数 (0類が剥離なし、 1類が

剥離 1回、 2類が 2回以上)を組み合わせて分類 している。

なお、剥離作業などにより打面が欠損 しているもの20点 (7992g)は 分類不明とし、上記より除

外 している。

これら分類ごとの重量について、第 5表に示 した。

各分類の重量について比較 してみると、背面の観察 (A～ Cの分類)ではB類が最も高 く、 C類が

それに次 ぐ。A類は圧倒的に少なく、全体の 5%にすぎない。打面の調整回数 (1～ 3の分類)では 2

類が最も多い。2つ の観察項目の組み合わせでは、最も比率の多いのはB2類で、全体の33%を 占める。

A類は背面がすべて自然面となる剥片類であり、石器製作過程においては初期の段階に排出される

ものと推定できる。また、 C類はCl類を除き、打面にも背面にも自然面の残らない、比較的、石器

製作過程が進んだ段階で排出される剥片であると推定できる。そして、その中間に相当するのがB類

ということになる。したがって、仮に旧河道付近で石器製作が行われていたとして、それが製作初期

の段階から行われたのではなく、ある程度進んだ段階から行われたと考えられ、製作初期の段階は別

の場所で行うか、あるいは石材産地付近である程度荒割 りをした状態でもちこまれた可能性がある。

(川 又)

第 3表 旧河道出土石器の内訳

匠コ石鏃

圏 削器

□ 石錐

田 両極石器

躍鰯 石核

熙� 剥片

鏃
器
錐
器
核
片

石極

石
削
石
両
石
剥

第 4表 母岩別重量

■石材 |― ―総薫最

頁岩①   2642
頁岩②   3693
頁岩③   3828
頁岩④   4893
頁岩⑤   2994
頁岩⑥   1335
頁岩⑦   l146
頁岩③    599
頁岩③    ll

第 5表

1種 別

剥片Al

剥片A2

剥片A3

剥片Bl

剥片B2

剥片B3

剥片Cl

剥片C2

剥片C3

剥片不明

総  計

鞄
窃

買

１

匡ヨ頁岩①

匡国頁岩②

□ 頁岩③

田 頁岩④

□ 頁岩⑤

罐 頁岩⑤

騒園頁岩⑦

摩獨頁岩⑥

‐ 頁岩⑤

囲 剥片Al

國 剥片A2

□ 剥片A3

□ 剥片Bl

圏 剥片B2

■ 剥片B3

国 剥片Cl

田 剥片C2

圏 剥片C3

剥 片 の分類

董量 (o)
328
97
407
3572
5036
1517
759
1544
2068
7546
25120

的親舶
幌

剥
１

叫”「Ｈ曲繊
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V 考古学分析

2 竪 穴住 居 跡 出 上 の 土 師器 につ い て

前章までに報告 したように今回出土した土師器は量的にも少ないが、いわゆる関東系土師器を模倣

したと考えられる郭の出土 もあ り、今後重要な資料となる可能性がある。そのため、ここでは、とく

にロクロ土師器導入以前の上器について、過去の調査分も含めてその年代的な位置づけを中心に若干

の検討を加える。

A 分類

これまでこの地域での土器編年はその大略が発表されているに過 ぎず (遠藤・相原1983、 人木1992

など)、 かならず しもその変遷が明らかにされたわけではない。近年では本遺跡 も含めて該期の遺跡

の調査が増加 し資料 も蓄積 されつつあり、新たな編年案が模索されている状況である。そのため、今

回出土土器をこれまでの編年に対応させることには躊躇せざるを得ず、便宜的な位置づけを試みるに

とどめたい。その作業 として、分類を行い組成をみた後に、周辺での類似例との比較によっておおよ

その年代を決めていくことにする。なお、分析する資料は前回の調査分や野古A遺跡出土土器を含め

て検言寸している。

郭はまず以下のように 3大別 5細分する (第86図 )。 これらは従来単系的に考えられているが、こ

こでは別系列と考えてもそれぞれが独立して組列をなすことが予想 されるためあえて別と考えること

にした。この大形式としたものはおもに成形の段階で意識される属性を指標として分類 したものであ

る。つぎにおもに口縁部の形態によって細分する。このレベルはお もに調整の段階で意識される属性

であると思われる。これらを小形式とする。この段階でそれぞれA～ E類 と呼称する。このうちE類

については数が少なくさらに細分される可能性があるがここでは大 まかにひとつの類 としてまとめて

おく。

I群 (有稜郭)外面の口縁部と体部との間に明瞭な段差がないか沈線上のくぼみや、稜線が認めら

れるもの。 ・・・A類

Ⅱ群 (有段郭)外面の口縁部と体部との間に段差があるもの。口縁部の形状により4つに細分される。

口縁部が内湾するもの (B類 )

口縁部が外傾・外反するもの (C類 )

口縁部が直口するもの (D類 )

Ⅲ群 (無段郭)外面の口縁部と体部との間に段がないもの (E類 )。 体部の形状が内湾傾向のものと

直線的に開 くものなどがあるが例数が少ないのでここでは細分を行わない。

A B C D E

第86図 lThの分類
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2 竪穴住居跡出上の上師器について

飯岡沢田遺跡出土資料のうち、Ⅱ群の有段郭については変化の方向を理解し易いため、この類に限

定してその変化の方向を考えよう。Ⅱ群については口縁部形態の違いをもって細分したわけであるが、

これらは「段」をもつという共通性がある。この「段」という属性はこれまでの研究から段の退化と

いう方向で変化していくと考えられている。具体的には内面の段の消失過程と外面の段の省略化とい

うことになる。これらは成形時における作業の簡略化と言い換えることができる。変化を示す属性と

しては他にもあり、口径が18cmを 超える大型のものから15～ 16cmの ものに変わるというものである

(雪
ユ吉L2002)。

以上のような特徴をまとめると、内外に段差をもち、口径の大きなもの (1段階)か ら口径が小さ

くなる段階をへて (2段階)、 内面の段差が消失する (3段階)と いう流れになる。 2段階は過渡的

なもので、内外面に段差が残りつつも日径の大きなものと小さなものが混在するものである。なお、

内面の段差消失と口径の縮小とが対応するかは検証を行っていないため、内面の段差がなく、口径が

大きい (も しくは内外面に段差があり、口径が縮小する)と いう段階が間に想定されるかもしれない。

このうち、今回の出土土器をみると、 1段階は存在せずおおむね 2・ 3段階に相当すると考えられ

る。

郭類の調整をみると、A類は 1・ 2段階においても全面にミガキ調整が施される。これらは馬淵川

流域遺跡の出土例 との類似性が認められる。

郭 B類では全面にミガキがはいるものが多いが、 C類 には体部にはケズリが施されるものが多い。

これらは 2段階になるとハケメQ)に変わ り、ケズリや ミガキの数が極端に少なくなる傾向がある。口

縁部が外傾 し、体部下半がケズリ調整されるもの (C類)は宮城県北部から岩手県中部 (水沢市付近)

の必と特徴が類似 していることから、これらの地域と関係が深い類型といえる。

次に奏形土器 (以下轟とする)の分類を行 う。奏の大形式は機能の差が考えられるため、法量で、

小型、中 (大)型に 2大別されるが、このうち小型奏は多様なものがあるため今回は除外する。中型

奏は全容を知 り得る個体が少ないため口縁部の形態によって 4つ に細分する (第 87図 )。 今回は大ま

かな分類にとどめるが、さらには口縁端音L、 体部、底部の形状などによって細分される。

A類 頚部がやや長 く、口縁部がゆるやかに外反するもの。

B類 頚部がなく、口縁部がタト反するもの。

C類 口縁部が短 く、強 く鋭 く外反 し、顎部がないもの。

A B C D
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第 6表 組成表
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その他

球鵬  高郭  観住居名

S002

S015

N050

N053
l  N 035

S019

期  S004
N047

S022

S025

N032

N046

N036

N026

S006

S007

2  S008
S010

S013
期  N048

N015

N044

N014

N038

S028

A2  B2
2

1

1

lTN

D2  A3

1

1

1

4

1

1

C2

菱

ＣB3  C3  D3 E

1

A
1

D

1

1

1

1

1

1

1

3

2

2

1

2

1

3

1

1

1

2

2

1

1

5

*N:野古A、 S:飯岡沢田、数字は住居番号

D類 口縁部が 2段に外反し、口縁部に稜線が入るもの。受け口状のものも含む。

奏の変化は従来から言及されてきたように体部形態が脹らむものから縮小し、長胴化するという大

きな流れがあると考えられる。またそれに加えて新器種の追加や消失といった特徴もある。今回の出

土例をみると長胴化するものが多く、胴が張るものや下膨れのものが極めて少ない。そのため、甕の

みでは大きな変化の方向を捉えがたいので、ある程度のまとまりとしてここでは捉えておく。

また、外面調整をみると縦位のハケメが圧倒的に多い。ハケメのあとにヘラミガキを施したものも

あるが、これは極めて少ない。調整についてもあまり差異を見出せない。

次に分類ごとの同時性をみていくため飯岡沢田遺跡、野古A遺跡の各遺構出土土器の組成をみたの

が第 6表である。

これをみると、まず郭全体ではA～ C類がそれぞれ主体的に出上しており、そのうち量的にはAと B

類でその大半を占める。DoE類はその出土量は少なく主体的とは言えない。郭類のなかで口径が18

cmを 超えるような大型の郭類の出土は非常に少ない (1段階が存在しない)。 2段階と3段階の郭は

共伴する例が認められるものの、 2段階から3段階へ変化するという仮定とは矛盾しない。郭類の組

成を基にして、 2段階が主体で 3段階のものが共伴する時期を 1期、 3段階のもののみの時期を2期

とする。高郭は 1・ 2期 ともにそれぞれ付随する傾向がある。

奏類ではいずれの類においても各住居跡から共伴するため、あまり明確に組成の特徴を見いだすこ

とができない。そのなかでもA類が組成の主体となっていることは判断できよう。各分類の出土量に

よる差は認められないが、D類はその出土する遺構は限定されるようである。時期的な差か否かは不

明であるが、出上の特徴となる。

このように、組成をみるとそれぞれの遺構に極端な差が認められないことから時期的に近接したも

○

○

○Ｏ
　
　
　
Ｏ

○
　
　
○

○

1      0  0
0  0
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2 竪穴住居跡出土の土師器について

のであると考えられる。これは各遺構とも重複がなく立地 (空間配置)に も矛盾がないことからも裏

づけられるかもしれない。

B 周辺の遺跡と比較と年代

本追跡においては、琢A・ B類に口径が17～ 8cmを 超える大型の必がないこと、 2段階のものが少

なく、 3段階のものが多いことが時期的な特徴を示すと考えられる。このような特徴を示す土器群を

隣接遺跡に探すと野古A遺跡、台太郎遺跡出土例の一部などがある。野古A遺跡はこれまで調査され

た遺構をみると組成の状況が本遺跡と類似点が多い。これら遺跡で年代を決定する資料はほとんどな

いが、近年、湖西窯産須恵器や、いわゆる「関東系土師器」との供伴が確認されてきた。非常に限ら

れた資料ではあるが時期を決定する重要な資料であるためここでその供伴資料と比較しよう。

いわゆる「関東系土師器」が出土しているのは台太郎遺跡RA180。 235。 580である。郭B類 との供

伴は、RA580で はBl類 (口径が17cm)、 RA235で はA・ E類、RA180で はA類であり、B類との供

伴例が少ない。RA580の場合 7世紀第 3四半期とされる「関東系土師器」との供伴からこれをこの時

期と仮定すると、沢田のB2・ B3類は 1段階～ 2段階後出すると考えられる。湖西窯産須恵器を出

土したRA507で は有段jThで ある郭B～ D類が供伴していないため時期が決めがたい②。ただし、A類

の様相をみると 1・ 2段階のものがあるため、RA580と 同じ時期で捉えても良かろう。したがって、

飯岡沢田遺跡出土土器 (1・ 2期)は、 7世紀中葉以降の年代が与えられる。

一方で、馬淵川流域をみると、酒美平遺跡ではⅡ群土器が「 2・ 3段階」に対応すると考えられ、

この時期は 7世紀後葉～ 8世紀前葉の時期が想定されている。盲堤沢 (3)遺跡でも同様である。ち

なみに2段階を7世紀中葉～後葉と想定されている。

これらを総合すると、 2～ 3段階のうち、 3段階が主体となる飯岡沢田遺跡出土郭類 (1・ 2期 )

の年代は上記の例に対比させるならば、7世紀でも後ろから8世紀に一部入る時期、つまり7世紀後葉

～ 8世紀前葉の時間幅で捉えることができよう。

RA023か らは「関東系土師器」を模倣したと考えられる郭が出土している (第 14図 )。 胎土、調整

技法、発色は在地である。関東系土師器の出土はこれまで 7世紀中葉以降に限られるため、模倣とい

う点を考慮して 1段階後出して考えると、 7世紀後葉以降となり、上述の検討と矛盾しない。

甕はこの限られた時期内では変化が乏しいが、胴部の脹らみが少なく、ハケメ調整のものが大半を

占める状況はこれらの時期と対応すると考えられる。

C まとめ

以上周辺の遺跡と比較しつつ飯岡沢田遺跡出土土器のうち、郭を中心に年代を想定してきた。時間

幅が少ないため前後関係から明確な時期を想定しにくいこともあるが、おおよその時期に限定できた

と思われる。これらの年代は、隣接する台太郎遺跡の初期段階よりは後出するものであり、周辺にお

いて集落が広がり始めた段階に相当すると思われる。集落ごとに時期関係を明らかにすることによっ

てその消長関係や同時性など明らかになる点が多い。今後はこれらの点に留意して、さらなる土器編

年の整備に向けて検討を重ねなければならない。

[注 ]

(1)こ こではハケメとするが,こ れは通常甕などに施されるハケとは異なり幅が広く, ミガキで使用する工具を束ねた様な

痕跡を残す調整痕である。古川市教育委員会高橋氏や矢本教育委員会佐藤氏のご教示による。なお,今回の出土土器について

はこの両氏から多大なご教示を賜っている。

(2)こ の報告ではこの時期を8世紀前半としている。これは須恵器の時期がこれまでこの地域の上師器年代観とずれがあり,

上師器の方にしたがって年代を決定したためである。現在はこれを訂正して考えたほうが良いと考えている。
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3 飯 岡沢 田遺跡 のい わゆる「古墳」 について

(1)は じ め に

飯岡沢田遺跡は今回の調査で10次 日となるが、これまでに墓制に関連する遺構が数多く発見されて

いる①なかでも周溝をめぐらす7世紀から9世紀にかけての墳墓遺構は、「末期古墳」 。「終末期古

墳」、または「円形周溝」ともよばれ 、この地域では数少ない墳墓の集積地となっている。

ここでは飯岡沢田遺跡から発見された「墳墓遺構群」のうち、これらいわゆる「古墳」・ )と 呼ばれ

る遺構を中心にその内容を簡単に触れておきたい。

(2)立 地 と 範 囲

検出された「墳墓遺構群」は北西～南東方向に流れる2条の旧河道付近の幅約70～ 100mの範囲内に

密集しており、重複例も見受けられる。住居跡との重複例はないが近接している例は存在する。調査

区境の状況から考えるとさらに南北方向に広がっていることが推定される。このような状況から「墳

墓遺構群」はある程度限定された範囲内に造営されたことがわかる。

検出面の多くが地山であるため、遺構の大半が削平されていることが考えられ、本来の地形の状況は

不明である。現状でみたかぎりでは旧河道にはさまれた微高地上から斜面にかけての位置に立地して

いるものが多い。

(3)遺構 の一 覧 と構 造

これまでに発見されたものを大別すると以下のようになる。

周溝をもつ

周清をもたない

主体部あり (深 い位置にある)     5
主体部なし (浅い位置にある)     84
主体部のみ              41

このうち問題となるのは周溝をもつ遺構のうち主体部の有無である。もともと無い可能性も考えら

れるが、この種の遺構を墳墓とする場合、なんらかの施設があるはずであるため、本来は存在したが後

世に削平されたと考えるべきであろう。

検出段階によるこのような差は、何に起因するのであろうか。これまで地山面に達するくらい主体

部を掘 り込んでから墳丘を構築するものと墳丘盛土内に主体部を構築するものとの違いとされてお

り、これは相対的な主体部の位置の差 (ま たは墳丘の高さの差)に起因すると考えられる (高橋1996,

小谷地2005な ど)。

また、単に削平の進行度が異なるため主体部の有無の差が現れてくるとも考えられる。RZ036の よ

うに、主体部がかろうじて残存していた例もある。前者の場合、構築方法の差は葬送儀礼の差にも関係

するため重要な点となるが、地山面がどの程度削平されているか判明しない以上、主体部の相対的な位

置は不明といわざるを得ない。近年、青森県阿光防古墳群から、墳丘築造後に主体部が構築される例

が発見されているという (月 谷ヽ地2005)。 今後の調査の進展により明らかにされていくと思われる。
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3 飯岡沢田遺跡のいわゆる「古墳」について

同溝の構造

周溝は開口部のあるものとないものに2大別できる。このうち後者の開口する数については 1箇所

である場合がほとんどである。開口部が 1箇所以上あるものも存在するが削平度による差も考えられ

るためここでは触れないでおく。開口位置は主軸の判明するものについては主軸方向にあるものが多

いが、それ以外のものもある。周溝平面形は円形や楕円形を基調とするものがほとんどであるが、方形

を基調とするものも存在する (RZ003・ 039な ど)。 周溝断面形は逆台形状を呈するものが多く、これ

は底面が比較的平坦であることをあらわす。貼床状に粘土を充填される例が多いからであり、意識し

て底面が成形されていると考えられる。堆積土には十和田aテ フラと考えられる火山灰が堆積してい

る例が多く確認できる。いずれも上位層からであり、直接遺構の時期を判断するものではないが、下限

を示す重要な証拠 となる②。

内部主体の構造

周溝をもつ遺構で内部主体が残存するものが5例確認できる (RZ027・ 028・ 036)。 すべていわゆる

「土墳型」 (八木1996)の主体部が確認されている。構を使用した痕跡は、鉄釘が出土しないことと合

わせてこれまでのところ確認できないが、他遺跡の類例などからおそらくこの種の掘 りかたは木棺直

葬であると推定される。こういった主体部は、平面形が長方形状を呈するものが多 く、長さは1.6～ 2.8

m、 幅は0.5～ 1.6mの 間におさまる。この長さであれば木棺が存在しても矛盾はない。深さは確認面か

ら40cIIl程度であり、削平されているため全容は不明である。床面に貼 り床が施されているものが多く

ほぼ平坦な状態である。主軸方向はすべて38° から56° 程度西に傾く。例数がすくないが、そのうち

40° 前後と50° 前後西に傾くものとに大別できるかもしれない。

主体部内の上層堆積状況をみると、ほぼ水平に堆積している主体部もあるが、自然堆積を示すと思わ

れるいわゆるレンズ状の堆積を示すものも存在する。また、上面には十和田 aテ フラのブロックを包

含するものもある。堆積土は黒色から黒褐色を呈するものがほとんどであるため層序の把握が困難と

思われることや多くが削平されていることからから判断が難しいものの主体部のうちすくなくとも上

層部は自然堆積であることがわかる。埋葬施設の場合このような堆積はにわかに考えがたいが堆積状

況の1例 としてあげておく。

周溝の底面レベルと主体部の底面レベルの関係を比較すると、飯岡沢田遺跡例だけを見る限りにお

いて、多様である。主体部が周溝より深いものもあるが (RZ009・ 025)、 周溝の方が深いもの (RZ036)

も確認できるのである。前者においてもそれぞれの差は大きなものではない。

土壊墓の構造

これまでの調査では70例が土墳墓の可能性があるとして認定されている (半澤2003)。 今回では、

RZ044付 近にあり、ある程度の大きさを有し、断面形が箱形を呈するもの14基を墓媛ではないかと考え

ている。したがって合計84例がその可能性があるとして確認することができる。

これらの上媛墓は周溝をもたずに単独に構築されているものである。これらの平面形は長方形を基調

とする形状を呈するものが多く、長楕円形を呈するものがそれに続く。長さは小さいもので lm以下

のものがあるが、多 くは1.6～ 2.5mの 間におさまり、上記の主体部と類似した規模である。土層の堆積

状況は多くが削平されており判断がつかないが、最下層の土層の入 り方を見ると人為堆積のものが多

く観察できる。なかには上位層に十和田 aテ フラをブロック状に混入しているものなど「古墳」主体

部と類似している。

長軸方向は多くは西に傾くものが多い。詳細にみるといくつかのまとまりに大別できそうである。

とくに40° と50° 前後に傾くものがもっとも多い傾向にある。これは上記の主体部と対応する軸方向
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である。 さらに、南北や東西方向に軸 を向けるもの、70° 前後に軸 を向けるものなど主体部の軸方向よ

りも多様である。

この軸方向のある程度の一致 を考えるとこれ らの土壊墓群 も周溝 をもつ墳墓群 と同様の背景に造営

されていると考えてもよかろう。

土媛墓と考えられているものには、このほか周溝内に存在するものや側壁快込土坑と呼ばれるものが

含まれている。周溝内に存在するものは以前に触れられているように追葬の可能性が考えられる (半

ヱ畢2003)。

周溝内における土坑 (RD027・ RD054・ RD056)に ついては明確に墓壊とする根拠に乏しいが、そ

の平面形・堆積上の状況など、RD027か ら出土した底部穿孔の須恵器長頸瓶は副葬品と考えられるこ

とと合わせて埋葬施設であると考えられる。

側壁袂込墓と考えられるものは1例 (RD009)の みが確認できる。平面形は不整形な楕円形を呈し

ており、短辺側の壁に堀込みをもつ。この堀込み内からは鉄釘が出上してお り木棺の存在が予想され

る。近年宮城県内でも検出例が増えているがこれも墓媛の一つとして考えられており、関東との関わ

りが想定されている (佐久間2005)。 いわゆる「末期古墳」との関わりでみると青森県丹後平古墳群

からも発見されている遺構である (宇部則保ほか1991)。

(4)時   期

これらの遺構の築造時期は、飯岡沢田遺跡においては直接年代を決定する根拠が非常に少なく、明確

に時期を付与できたものはない。そのようななかで出土遺物や重複例からある程度限定してみること

にする。第 7表は出土遺物一覧である。

第 7表 出土遺物一覧表

選構■ |(RIイ )● |― ■黎主穂設.|― ■ 1畠―
主位1簿|■||■・ |1遺物

―
内容||―■|■■■|■ |■

003     周溝     ③       ロクロ邪2

005      周溝     ③        非ロクロイ1、 土製品
006      周溝     ?        土師器甕1・ ロクロ郷1、 須恵器甕1

007      周清     ?        土師器甕
008      周溝     ?        土師器甕1

009     主体部     ‐ 鉄刀片、刀装具
011      周清     ?        土師器甕 1

014     周溝     ?       ロクロ郵1

015      周溝    ④⑥       ロクロlTNl・ 高合郵 1、 須恵短頸壺 1

018      周溝     ?        ロクロ坪1・ 土師器甕珂
024      周溝     ?        ロクロ郵J、 須恵器大甕 1・ 長頸瓶 1

025     主体部     ―        上層 :回 クロlThl、 下層 :刀子片
026      周溝    ③④⑥       ロクロ郭4、 須恵器長頸瓶2・ 大甕市
027      周溝     ?        ロクロlTNl、須恵器不可
028      周溝     ①        須恵器長頸瓶 1

主体部     ―        上層 :須恵器イ」
029      周溝     ?        ロクロ不1、 須恵器不1

030      周溝     ⑥        土師器甕 1、 鉄鎌 1

033      周溝     ?        ロクロ不 1

034      周溝    ③Э③       ロクロ郵 4、 須恵器lTh l・ 長頸瓶 4

036      周清    ④③       ロクロlTN l、 須恵器甕 1・ 大甕 1、長頸瓶 1

037      周溝    ④⑥       ロクロ杯1、 須恵器tTk蓋 1、 刀子片、火葬骨
038      周溝    ④③       須恵器長頸瓶1・ 養1・ 杯1

039      周溝     ?        ロクロlTNl

042      周溝     ?        須恵器不可

044      周溝     ③        薬壺1
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この表をみると、この種の遺構ではとくに周溝か らの出上が大半を占めることがわかる。主体部内

でとくに埋葬に直接かかわる (底面近 く)遺物 としては鉄刀片・刀装具などの鉄製品のみであ り、土

器が副葬されている痕跡はない。主体部の検出例の低 さもあるが土器の多 くは周溝から出土である。

ここで問題となるのはその出土層位である。多くの遺物

は堆積土上位から出土している0。 したがって、十和田 a

テフラの堆積状況と同様に直接築造時期を決定する根拠

とはならず、下限を示すものとして考えるべきであろう。

平面的な出上位置をみると (第 88図参照)、 とくに① o③

や④・⑥の位置すなわち開口部の両脇や両側面からの出

上が多いことがわかる。RZ034出 土の長頸瓶やRZ044薬 壺

のように明器と考えられる遺物や出上位置がある程度限

定されることは、これらの場所で祭祀行為が行われていた

可能性を示す。ただ先にも触れたが出土層位が高いこと

は築造時期からある程度年代が降った時期にそれが行わ

れていたかもしれない。したがって、周溝出土遺物からは

その利用時期の下限のみが判断できるのである。

次にこれらの遺構の重複例をみてみよう。これまでの調査では 8例が確認できる。このうち「古墳」

どうしの重複例が 4例であり、その他は溝跡や土坑 と重複するのみであり、竪穴住居跡と直接重複する

例は認めることができない。このことは先に触れた築造範囲とともに何 らかの規制の存在が確認でき

る。重複関係によってある程度時期が限定できるのはら竪穴住居跡 とRG008を 介 して重複するRZ048

のみである。R☆016・ 022・ 026・ 028竪穴住居跡は7世紀後葉から8世紀前葉の間の時期 と捉 えている

が、RZ048と RG008は 重複関係からそれ以前 となる。 したがって、RZ048の築造時期は少なくとも8世紀

前半以前 ということになろう。1例 からではあるがこの主体部が削平されている「古墳」の築造時期

は8世紀前葉以前 と考えることができるかもしれない。今回の調査ではRZ048の周溝からは9世紀以降

の須恵器のみが出土 してお り、重複がなければこれを下限とする時期になる可能性がある。たんに周

溝からの出土遺物をもって (層位を考慮せずに)年代を決定することは非常に困難であるといえる。

上記のように飯岡沢田遺跡の「古墳」の築造年代は決定することが困難である。 しかし,利用時期

については十和田 aテ フラや周溝内出土土器からおおまかに9世紀代
⑭を下限と捉えることができ、さ

らに少なくとも一部には8世紀前半を下限とする頃に築造時期が限定されるものが存在することがわ

かる。

第 8表 重複例

左
③

汰

④
⑤ ⑥

①

)② (
③

第88図 遺物の出上位置

Nα

1

2

3

4

5

6

7

3

重複例

RZ036と RZ037

RZ026と RZ027・ RG002・ RZ006。 RZ023・ RD034・ RZ029

RZ033と RZ034

RZ010と RZ018・ 017・ 009・ 008・ 0呵 2

RZ039と RZ038。 RZ042

RZ048と RG008・ RA028。 RA022・ RA026・ RA014

RG001と RZ004・ RZ007・ RA002

RZ030と RG005。 RD055

新旧関係

?

RZ026が寿斤

7

RZ010が ,訴

RZ038が
'訴RZ042が古

RA002・ RZ004が新

RZ030。 RA055が 新

-116-



V 考どf学分析

(5)ま と

以上、飯岡沢田遺跡から検出された「古墳」について構造・出土遺物など簡単に触れてきた。ここ

で再度触れつつまとめとしたい。

飯岡沢田遺跡内においては今回おもに取 り上げた「古墳」以外にも様々な墳墓関連遺構が造られて

いるが、その造営範囲は限定されてお り、他遺構 と重複する例はあまりない。とくに竪穴住居跡と重複

する例は皆無であることは、この範囲が「墓域」 として広 く認識されていたからかもしれない。この

ような「墓域Jは集落の営みが開始される7世紀末頃には存在 していた可能性があり、12世紀のかわら

けが出土 したRZ010方形周溝が築かれる時期まで、断絶があるかもしれないが、一貫して意識されてい

たと思われる。

「古墳」については簡単にその構造について触れたが、とくに主体部の構造については不明の点を

残すこととなった。今回の「古墳」は人木のいう土媛型 (人木1996)の 範疇に含まれるものであるが,

木棺の痕跡や頭位の推定も困難である。主体部の相対的な位置 (高 さ)についても不明のままとなっ

ている。ここでは他遺跡との比較を行わなかったが,いずれ検討していく必要があろう。

このように明らかとなった事実は少ないが,こ の遺跡が墓域として長期間存在していることを確認

できたことは大きな成果のひとつとなる。さらに特筆すべきことはこれらに火葬墓が内包することで

ある。畿内をはじめとして列島各地の終末期古墳群からは終末期の群集墳とともに火葬墓が内包され

る例が多々ある。個々の「古墳」の構造は異なるもののその群としての構造には類似点も多くあると

思われる。この点は「古墳」築造の契機について重要な示唆を与えてくれるかもしれない。

今後の問題点としては先に触れたようにまず名称の問題がある。これまで「末期古墳」、「終末期

古墳」、「円形周溝」などと呼ばれてきた。そしてこれらが示す内容には微妙な違いが存在している①

また,内部主体に石室を有するものとの関係まで含めるとさらに不明確になる。これはこれまでこの

種の遺構について明確に定義づけがなされていないためであり、一種の混乱状態にもあるともいえる。

近年、藤沢教はこれらをあらたに定義づけようと試みている (藤沢2004・ 2005)。 このように,名称の

問題は個々の「古墳」のみならずその背景にまで関連してくるものであり,こ の地域の社会全体を見

通した上で解決しなければならない問題であるといえる。また逆にいえば,「古墳」の研究にはその

ような社会全体をも定義づけることができる重要な遺構であるといえる。

この問題を解決するのは簡単ではないが、正しい情報をもたらす正確な調査と各遺構・遺物などの

個別の研究,よ り高位の理論的な枠組みの研究とが相挨って発展していく必要がある。

[注 ]

(1)名 称については様々な見解があり統一はない。一般的には主体部のあるものを「古墳」、ないものを「円形周溝」とする

場合が多いが、主体部が削平されたものも想定できるためこの分類法は適当ではない。また、円形周溝とういう名称自体この種

の遺構を指す名称としては適当ではない。それは、この遺構は、周溝が主になるのではなく、周溝に囲まれた内部に主体がある

可能性を考えるからである。さらに、あきらかに平安期に存続する円形にまわる周溝を狭義の「円形周溝」と呼ぶ場合がある。

ここではとくに名称について定義をせず、いわゆる「末期古墳」や「円形周溝」をも含めてひろく「古墳」と使宜的に呼称す

る。いずれ構造や時期によって区分できるならば名称も当然区別すべきである。

(2)こ れらの火山灰がすべてユ次堆積と判断されたものはなく、多くは2次堆積と考えられる。とはいえ年代的に大きな開きが

あるとは考えにくく、この層は降下時期に近接した時期が想定される。

(3)本 遺跡の第 3次・ 5次の発掘調査報告書 (半澤2003)で は土器の出土層位の具体的な記述がないが、写真図版を観察する

と土器の多くは浮いている状態である。そのため出土遺物の多くは堆積土上位から出土していると考えられる。

(4)周 溝内出土遺物には8世紀にまでさかのぼる可能性があるものも含まれるが (薬壺など)、 下限を重視しておおまかに9世

紀代としておく。

め
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1概 要

本遺跡は、過去の調査成果から、古代の集落と大規模な墓域とが混在する遺跡であることが判明し

ていた。 したがって今回の調査でも集落と墓域がどのように広がっているのかを確認することが大き

な調査目的であった。そして今回の調査で、古代に関する遺構では、いわゆる「古墳」 2基、竪穴住

居跡10棟、竪穴状遺構 1棟、土坑65基、溝 6条 を確認 した。またその他に、近世の建物跡 6棟・弥生

時代の上器や石器を内包する旧河道を検出し、古代のみならず長きに渡る人々の生活の痕跡を見つけ

ることができた。

2古 代 以 前

(弥生時代〉

旧河道の埋土中から弥生時代中期中葉から後葉にかけての土器、石器が出土した。旧河道という遺

構の性格から考えて、厳密な意味での一括資料とは言い難く、また破片資料が多いものの該期の土器

がまとまって出土した事例は盛岡市内でも類例が少なく、特にその内容は宇鉄Ⅱ式 (並行期)や 日本

海側を中心に広がる宇津ノ台式に相当し、盛岡市域における該期の上器様相を知る上で、貴重な資料

となりうる。また、石器も土器と出土層位、地点が同じであり、弥生時代中期の遺物として認定でき

うるものである。出土石器は、 トゥール類の他に、剥片や石核が多量に出土しており、旧河道周辺で

石器製作が行われていた可能性も考えられる。ただし、本遺跡からは弥生時代の遺構は見つかってお

らず、旧河道に遺物を廃棄した集団の生活拠点は別の場所に存在するものと考えられる。例えば稲荷

遺跡や本宮熊堂A遺跡では該期の上器が見つかっており、それほど遠くない隣接地のいずこかに存在

したとも考えられる。

ここで、旧河道について若千触れておきたい。

過去の調査成果では、過去の調査区との隣接部分から2条の旧河道が今回の調査区の東西両端に続

くものと推定されていた。それらは調査の遺構検出段階で確認しており、まず トレンチをいれ、埋土

の様オロや遺物の有無を確認した。その結果、弥生時代の遺物が出土した調査区東端のものは、埋土の

様相 (明瞭な立ち上がり、水性の上壌、褐鉄鉱の沈着など)か らも、旧河道と認知出来うるものであ

ったのに対し、調査区西端のものは、埋土は暗褐色を呈するシルト質上の単層で、遺物を含まず、ま

た、立ち上がりも不明瞭で旧河道と認知する要素に欠けていた。恐らく、後者は古代以前の浅い窪地

状の地形に序々に暗褐色土が堆積していったものにすぎず、いわゆる河川や沢として機能していたも

のではないと考えられる。堆積した暗褐色土も遺構埋上ではなく、所謂「地山土」として認知するも

のである。平成16年度の調査では本遺跡の他に、向中館跡や本宮熊堂A遺跡において、古代の旧河道

が見つかっている。いずれも埋土は、水気を帯びた粘土を主体とし、細砂を主体とするラミナ層が混

ざる。また酸化した鉄分である「褐鉄鉱」の堆積がみられるなどの特徴がある。以上のような埋土様

相を示すのであれば旧河道と認知出来うる。また、このような旧河道には遺物が含まれやすく、注意

を要することが今回の調査からもうかがい知れる。
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3古 代

(古墳〉

「古墳」を 2基確認した。そのうち 1基は第 3次調査で確認されたRZ044の 未調査分で、今回新し

く見つかったのはRZ048の 1基である。

本遺跡における古代の墓域は、第 3次調査区で確認されている。また試掘調査の結果から墓域はさ

らに南へとのびることも判明している。それに対し、第 3次調査区の東側に隣接する第 5次調査区か

らは「古墳」は確認されず、墓域は東へは広がっていなかった。

今回の調査区は第 3次調査区の東南側に位置し、墓域からはやや東へと外れている。従って、今回

の調査において、新たな「古墳」が 1基 しか検出しなかった事によって、墓域の広がりは東南方向に

ものびていない事が分かった。

墓域が東側に広がらない理由は第 5次調査の報文中でも述べられているように、地形と関係がある。

墓域は標高が周辺と比べ、やや高い、微高地上に形成されている。今回の調査区もRZ044が見つかっ

た場所は墓域の東端に相当し、墓域以外は 1～ 1.5m低 い。ただし、今回見つかったRZ048は 墓域から

やや外れた一段低い、奈良時代の竪穴住居跡が密集した地点に立地している。RZ0481ま 第 3次調査で

見つかったものと比べて規模や形態に大差はなく、なぜ 1基だけ低い位置を選んで構築されたのか不

明である。共伴遺物は、ほとんどが埋土上位から出土しており、厳密には時期決定の資料と成 り得な

い。従って、推定の域を脱しないが、現状では 8世紀ごろの所産と考えられる。

(竪穴住居跡〉

検出した10棟のうち、7棟が奈良時代、3棟が平安時代に比定される。

まず奈良時代の竪穴住居跡についてであるが、平面規模は一辺 3～ 4mが大半を占め、最小で

2.4× 2.6m(RA024)、 最大では6.4× 5,6m(RA025)であった。カマ ドの位置は、全て北西壁の中央

部に付設されている。本遺跡の第 3・ 5次調査でも、一辺 3～ 4mの住居跡が最も多く、またカマ ド

の位置はやはり全て北西壁の中央部であったことから、今回検出した住居群は本遺跡において、突出

したものではないと言える。住居跡の位置は調査区北西側の墓域よリー段低い、浅い窪地状を呈する

地形に重複することなく、南北方向に並ぶように立地している。出土遺物の検討から、 7棟には時期

幅があまり見られないものの、溝跡との重複関係から7棟全てが同時期存在していた訳ではないこと

が分かった。

平安時代の竪穴住居跡は 3棟確認した。うち 1棟は第 5次調査で未調査であったRA020の 一部であ

り、もう 1棟は撹乱により激しく壊されている。したがって全容の分かる住居跡はRA029 1棟 のみで

あった。規模は3.9× 3.4mで、本遺跡にみられる平安期の住居跡と比較して、最も平均的な規模の住

居跡であると言える。カマ ドは北西壁の中央部に付設する。この位置にカマドがつく平安期の住居跡

は、本遺跡においては初出であった。平安時代の竪穴住居跡は調査区の東側からみつかってお り、奈

良期の住居跡に比べ、各住居跡がやや分散して立地している。ただし、隣接する第 3・ 5次調査区で

も平安時代の住居跡が近い場所から見つかっており、合わせて本遺跡における平安期の住居エリアと

とらえることができるかも知れない。

平安時代の遺構 としては、他に竪穴状遺構を 1棟確認した。同じ平安時代の竪穴住居跡である

RA029と 重複し、床面上からは土師器郭が多く散在した状態で見つかっている。土師器出土量は竪穴

住居跡よりも多く、特に完形個体が多い。カマ ドはなく、また床面も硬くしまっていないので、人が
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3古  代

住むための施設とは考えにくく、むしろ土器などを収納、あるは廃棄する施設であったと考えられる。

隣接するRD153か らも土師器郭が多量に出土している。こちらは撹乱にほとんど壊されており、遺構

の形状が分からなく、土坑と判断したが竪穴状遺構と同様の機能を有する遺構の可能性がある。

(土坑〉

土坑は、調査区北西端と調査区北側中央部から集中的に見つかっている。遺物を伴うものが少なく、

埋土の様相にも明確な特徴がないため、時期性格ともに、不明といわざるを得ないものが多い。ただ

し、調査区北西端は「古墳」が立地する墓域に相当し、この場所で確認された土坑群は、墓に関わる

機能、用途 (墓壊)が考えられよう。特にRD091と 092、 RD097と 102、 RD104と 106は、長軸方向が

同じで並行しており、また長軸方向の両端がやや深く掘りくばめられている点で共通する。何らかの

意図があって、二基一対で構築されたと考えられる。

4 近 世

〈掘立柱建物跡〉

6棟の掘立柱建物跡が確認された。出土遺物などから、いずれも近世の建物跡であろうと思われる。

遺構は調査区東側の微高地上に立地する。ちょうど、本遺跡でみつかった奈良時代の住居群と平安時

代の住居群との間に位置し、このエリアが近世の生活領域であったことがうかがえる。ただし、各建

物跡の分布や長軸方向に規則性はなく、同一集団によって建てられたものであるかは不明である。

建物跡の規模はRB003・ 004が大きく、両方とも三間六間で下屋が付属する、居住用の建物であっ

たことがうかがえる。この両建物跡は柱間の長さも同じで、同時期の建物の可能性が高いが、ただし、

RB004は RB006と 重複しており、RB004の 方が新しい。二間三間のRB006は 位置関係から、 (物置小屋

のような)付属施設である可能性が高く、そうすれば、RB003と RB004は 同時存在ではないものと思

われ、重複関係などを考慮すれば、RB0041ま RB003の建て替えととらえられそうである。

(須原)
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観察表

第 9表 古代土器観察表

ぞ Ψ 料二攣管 層 生 秦 別

1 29 RA020   床直    土師器

2 31 RA020   埋上、カマ 土師器
ド

3 30 RA020   Pl、 3G13x土師器

焼土付近

4 28 RA020   床直    土師器

5  32 RA020     P2         土師器

3,7 RA020   床直、土坑 土師器
上部

55 RA020   カマ ド袖、力 土師器
マ ド埋土

8 2 RA022   床面    上師器

9 1 RA022   カマ ド内  土師器

11 87 RA023   火山灰層下 土師器

12 3 RA023   床直・ 火山 土師器

灰層・ カマ

ド周辺

14  4  RA024    P2       土師器

15 13a RA025   カマ ド床直、土師器
カマ ド北袖

16 14 RA025   P5・ カマ ド 土師器

北袖

17 7 RA025   Pl・ 床直  土師器

18  5 RA025

19 6 RA025   床直・埋土 上師器

20 8 RA025   P4・ 燃焼部 上師器

(埋土、カマ

ド支脚脇、
カマ ド南脇、

貯蔵穴
RA028 4・ 5

層、カマ ド5
層、西側旧

河道検出面 )

21 9 RA026   火山灰層  土師器
上、RG015
埋土、3F20r
付近

器 種  色 調  焼 成

杯   浚橙    良

杯   浅黄橙  甘い

径
ｎ
一　
〇

藤
ｔ
一　
６

綿師一
『

韓
‐くこれ，一　‐３５

| |■  文様|,翻磯薄  ・

外 1面  ■ 内■面
―
  忘 1部 |

回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り

胎 主   備 考

28と 重な

って出土

(下 )

(150) 47  (58)

139    65     47

140  48   58

-   (36)  42

(123)(44)  一

(198)(113) 一

回転ナデ  糸切 り  織密。   うるし ?

付着

回転ナデ  回転糸切 り 29と 重なっ

て出土 (上 )

回転ナデ  糸切 り  徹密。赤ス

回転ナデ  回転ナデ  糸切 り  級密。小赤
スコを含
む。

坪    橙    良

邪    橙

良

不   淡黄橙   軟

郷   にぶい黄  良

橙

甕   明赤褐   良

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ  回転ナデ   ー

ロ :ナデ/ヘ ラナデ   ー

体 :ケズリ

ヘラミガキ ヘラミガキ  ー         内黒

口 :ヨ コナ ロ :ヨ コナ ハケメ  肩部に粘
デ/体 :マ デ→ハケメ      土組
メツ (ハ ケ /体 :粗な
メ)   ハケメ

ロ :ヨ コナ ミガキ   ー   密。    内黒
デ/体 :マ
メツ (ミ ガ
キ)

マメツ  マメツ (ヘ マメツ
ラナデ) (ナデ ?)

口 :ヨ ヨナ ロ :ヨ ヨナ  ー
デ/体 :ナ デ/体 :ナ
デ基本 (ヨ デケズリ
コハケ→ナ
デ)

図 :ヨ コナ ミガキ (や

デ/体 :ハ やマメツ)

ケメ

ロ :ヨ ヨナ ミガキ (口

デ/体 :へ :横位/体
ラナデ (ハ  :タ テ)

ケメ)

口 :ヨ ヨナ ヨヨミガキ
デ (タ テハ
ケ→ヨヨナ
デ)/体 :

ハケメ

ロ :タ テハ ロ :ヨ コナ
ケ→ヨヨナ デ/体 :ヨ

デ/体 :斜 ヨハケ
位ヨコハケ

ロ :ハケメ ロ :ハケメ
→ヨコナデ ‐ヨコナデ
/体 :タ テ
ハケ

ロ :ヨ コナ ロ :ヨ ヨナ
デ/体 :タ デ/体 :ヨ

テハケ   コンヽケ

コ・ 小砂粒

含む。

徹密    外面にスス

付着

密。砂粒

(φ lmm)、
極小白色粒

子・赤スコ

を含 む。

lTN   橙    良

養   にぶい橙  良

ITN  にぶい黄  良

橙

鉢   淡橙  やや良

赤掲 (内面  良
は暗赤褐 )

坪   にぶい責  良

掲

イ   明黄帽   良

皿   にぶい責  良

掲

甕   にぶい褐  良

箋   にぶい橙  良

にぶい責

橙

(138) 54  -

(127) 108   74

(118)  (32)

(180)  (101)

(180) 40

(165)

―   やや粗。  内黒。井桁

砂粒少量。 状のミガキ
か ?

―   比較的細
かい砂粒

少々入る  内黒

ハケメ        内黒

(177)  (165)

ナデ   やや粗。赤 )Fロ クロ。
スコ・ φ2 内面に粘土
～3mmの  組痕。

砂粒含む。

ナデ―   (303)  (77)

回転ナデ  回転ナデ    ー  砂粒多い

が緻密。
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編F鳴黎 出土遺構

22  10 RA026

23  86 RA026

24  17 RA028

25  1l RA028

26  12 RA028

29 15a RA029

30 20 RA029

31  24 RA029

32 16 RA029

33  23 RA029

34 26 RA029

35  25 RA029

36  22 RA029

37  18 RA029

38  19 RA029

39  21 RA029

層 位  種 別

火山灰層  土師器
上 ・ 下

火山灰層  土師器
上・下

埋土    土師器

床直・ P8・  土師器
l里+、 RA029
床直

床直Pl～ 4・ 土師器
P6'埋上、
3F16p ll層 、
3F20p II層

カマ ド袖・ 土師器
煙道

燃焼部・煙 土師器
道

P6        土師器

埋土    土師器

燃焼部、煙 土師器
道、Pl・ 4

埋上、P6、  土師器
RE006床 直

カマ ド周辺、須恵器
カマ ド袖上、

北側検出面、
埋土

埋上、燃焼 土師器

部、P3・ 5・

14

床下土坑  土師器

土師器

器 種  色 調

ITN  にぶい

橙

杯   明黄帽

杯   暗掲

鉢   にぶい

橙

坪   黒褐色

郵   にぶい黄

橙

ttT  にぶぃ褐

ITN  にぶい黄

褐

杯   にぶい橙

不    橙

不   明褐灰

焼成 尾浴
良  (122)

良     (207)  307

良  (156)48

慮後     半犠
―,調整等

(Cm)外 歯  内面  底部

一  口 :ヨ コナ ヨコミガキ  ー
デ/体 :ヘ
ラナデ

40 上 :ヨ コナ ミガキ    ー
デ/下 :ミ

ガキ (マ メ
ツ)

―  ミガキ  ミガキ   ミガキ

ー 上:ヨ コミ ヨコヘラナ  ー
ガキ(太い)デ (ハ ケ)

/下 :斜位
ミガキ9S,

(34)口 :ヨ コナロ :ヨ ヨナ   ー
デ/体 :タ デ/体 :ヘ
テミガキ ラナデ

胎 土   備 考

やや粗。赤 内黒
色等の砂粒

含む。

密。砂粒  内黒

(φ lmm
以下 )を 少

量含む。

やや粗。  内黒 (外面
砂粒含む。 似る)

組 く、砂粒

多い。

ヘラナデは

やや幅の狭
い工具(09
cm幅 )

密。砂粒  内面にオコ

やや多い。 ゲ

長石合む。

緻密。砂粒
ほとんどな
し。

やや粗。0墨 書
2～3mmの
砂。赤スコ・

金雲母含む。

蕊

ｍ，

　

０

器

ぐｃ
　

笛

(48)

42

(35)

橙甕

良   (176)

良   (163)

良  (154)

良  (154)

良   ―

やや軟 138

やや軟 (150)

やや軟  145

甘 く、 150
軟質

やや軟 (150)
で甘い

やや軟  ―

やや軟  170

良  (132)

142

(145)

コミガキ)メ ツ)

４ ５

　

　

　

４ ３

(62)回 転ナデ  マメツ  底部再調整 徹密。砂粒 内・外面黒
→ヨコミガ 7ヘ ラケズ ほとんどな愧 色処理
キ (マ メツ      リ

多い )

(64)回 転ナデ  マメツ (ミ ヘラケズ リ 密。金雲母 内黒
ガキ)  再調整

(56)マ メツ (ヨ ミガキ (マ ミガキ  やや粗。金 黒色処理

(26)

51

54

51

62

50

(50)

61

雲母入る。 見えない。
剥落か ?

(65)回 転ナデ  ミガキ   糸切 り やや密。  内黒

砂粒含む。

53  回転ナデ  回転ナデ   糸切 り 緻密    スス付着

65 回転ナデ  回転ナデ  糸切 り痕  密だが砂

粒多し、赤
スコ有。

50 回転ナデ  回転ナデ  回転糸切
り

,炎橙不 60 回転ナデ  回転ナデ  糸切 り

(64)回 転ナデ  回転ナデ  糸切 り

(98)ヘ ラケズリマメツ

ー  回 :ヨ コ マメツ
チデ

48 回転ナデ  回転ナデ  糸切 り

回転ナデ  回転ナデ

回転ナデ  回転ナデ

少量含む。

基本的には

微小砂粒。

木葉痕   やや粗 く、

砂粒多い。
金雲母含む。

一  やや粗。砂 内面にスス

粒 (φ 2～3 外面にコ

mm)多 く ゲ付着。
含む。

ITN  にぶ い橙

淡橙

橙

４
　
　
　
９

５
　
　
　
４

５ ３

　

　

　

４ ９

良

　

　

良

坪

　

　

罫

床下土坑  土師器  小甕

P9'12・ 13土師器  高台郵
貼床面、埋

土

埋土    土師器

(64) 回転ナデ 回転ナデ  回転糸切 り 織密。赤色

砂粒・雲母

含 む。

79 回転ナデ  回転ナデ  ナデ (わ ず 織密。0
かに手切 り 3mmの 大
の痕跡) きめの砂粒

40  27 RA029

41  313 RA029

42  44 RE006 P2    土師器

養   にぶい赤

掲

養    橙

lTN   赤褐

にぶい黄

橙

淡責橙

良

(75)

(67)

50

47 RE006     P4、  埋Eと、
RD153埋 土

46 RE006     P5、  埋こと

土師器

土師器

糸切り   密。極小白色
スノコ痕? 粒子を含む。

密。lmm
前後の砂粒、
lmm以下の

白・黒・赤
粒子を合む。
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観察表

編Fく静1主妻帯
45  42 RE006

46  43 RE006

47  45 RE006

層 位  種 別  器 種

埋土、床  土師器   不

直、貼床

Pl     土師器  坪

P3    土師器   杯

1輩
―
臀成 亀浴 亀薄

にパい責  良   144  62
掲

にぶい褐   良   150  48

淡橙   やや良  ―  (29)

文様・ 調整筆

外 面   内 爾   底 部

回転ナデ  回転ナデ  糸切 り

回転ナデ 太いミガキ 糸切 り

胎 土   備 考

密。砂粒多

織密。lmm内 黒

以下の自・

黒粒子 を

合 む。

密。01mm
以下の赤・

白粒子、金

雲母片 を

含 む。

底 径
(Om)

(61)

58

48  48 RE006

55 323 RB006

60 319 RD097

61 320 RD108

62 321 RD121

64 337 RDヽ 32

65 322 RD134

66 324 RD144

67  34 RD153

68 38 RD153
RE006

69 41 RD153

70 40 RD153

71  37 RD153

72  36 RD153

73  33 RD153

74  35 RD153

75  39 RD153

76 335 RD153

77 331 RD153

P6    土師器   lTN

埋土    土師器  杯

埋土    土師器   鉢

埋土    土師器  杯

埋土

床直

土師器  lTN   橙

土師器 ナベ (鉢)淡 橙

にぶい橙 良。2次  146  55
焼成を受
けている。

橙    良   ―   ―

明赤褐   良   ―   ―

黄橙   やや軟  ―   一

51  回転ナデ 回転ナデ  糸切 り

回転ナデ  回転ナデ  糸切 り  密。01mm外 面にス

以下の砂  ス付着。

粒 を含 む。

回転ナデ  回転ナデ    ー   密。赤色砂

粒 (φ 2mm
位 )を含む。

ヨヨナデ  ヨヨナデ    ー   やや粗。砂

粒 (φ lmm
以下)多 い。

マメツ  マメツ    ー   密。砂粒

(φ l～

2mm)含
む。

回転ナデ  回転ナデ    ー

ロ :回転ナ ロ :回転ナ   ー   やや粗。砂

デ/体 :ヘ デ/体 :ハ      粒 (φ l～

ラケズ リ ケメ?ヘ ラ      2mm)の 砂

ナデ         粒含 む。

回転ナデ  回転ナデ  糸切 り  密

回転ナデ  回転ナデ  糸切 り  密     外面にス

ス、内面に

コゲあり。

回転ナデ  回転ナデ  糸切 り  徹密。極小

赤スコ 。白

色砂粒 を

含む。

回転ナデ  回転ナデ  糸切 り  織密。極小

赤スコ・ 白

色砂粒 を

含 む。

60 回転ナデ

50 回転ナデ

回転ナデ  糸切り→ナ やや粗。砂

デ    粒・金雲母

含 む。

回転ナデ  糸切 り  緻密。極小

自色砂粒・

金雲母含
む。

60 ヨコミガキ ミガキ(マ メ ヘラの再 緻密。極小 両黒。外面

(マ メツ)/ ツ)    調整。切 り 長石等 を に刻書。

下 :ヘ ラケ      離 しは不 含 む。
ズリ         明。

56 回転ナデ  放射状+  糸切 り  緻密    内黒。 うる

横位 ミガキ            し・スス付

(マ メツ)            着。

53 回転ナデ  回転ナデ  糸切 り  やや粗。砂

粒多い。金

雲母含む。

58 回転ナデ  回転ナデ  糸切 り  緻密。赤ス

コ・砂粒多

52 回転ナデ  回転ナデ  糸切 り  やや粗。砂

粒・金雲母

片含む。

一  回転ナデ  回転ナデ    ー   密

ゃつ ヘラナデ     砂底

  違妄,。

砂

撃

底」土

lmm)多 く

含む。

一　

　

一

一　

　

一

一　

　

一

良

　

良

器

　

器

　

　

　

器

師

　

師

　

　

　

師

土

　

土

　

　

　

土

址
　
唾
　
　
　
Ｐ４

jIT

ITN

橙    良  (1421(481

にぶい橙 ややムラ (142)(491
あり

にぶい掲  良   139  45

黄掲   良  (142) 45

5層 、カクラ 土師器   不

埋上、カクラ 土師器   lTN

5層 、埋土  土師器   坪

3層 、底面  土師器   郭

付近、P3

Pl     土師器   郷

1層    土師器  不

3層 、カクラ 土師器   坪
ン内

カクラン  上師器  邪

カクラン  上師器   甕

良  135 ■7

良  (138) 51

にぶい橙

にぶい掲

黒褐色 (148) 56

にぶい褐  良  (142)

にぶい掲   良   135

淡橙   良   135

にぷい黄掲  良   142

にぶい黄橙  良  (144)

橙    良   ―

51

(40)

(17)
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雫輪摯 出土遠橋

78 340 RD153

79 328 RD153

82 49 RG016

83 363 RG016

84 341 RG016

85 343 RG017

87 344 RZ044

層 位  種 別

土師器

器 種  色 調  娩 成

不   黄橙   良

口 径  器 高

(om) (Cm)

(148)  (38)

(373)  (38)

(146)   44

(60)   (46)

(21 4)  (61)

―  (25)

(142) (43)

(142) 50

(220)  (60)

(77)   (63)

―  (424)

醸くＣｍ，　
一

文様・ 調整等
胎 土   備 考

外 面   内 面   底 部

回転ナデ  ミガキヨコ  ー   徹密。粒子 内黒。口縁
―タテ         (φ lmm以

`こ

スス・ コ

下 )を 含む。ゲ付着。

カ クラン  土師器  ナベ 浅責橙 良

良埋土上位  土師器

土師器

埋上、   土師器
3G15m H層

壺   黄橙  やや軟

鉢   浅黄橙   良

甕   にぶい橙  良土師器

埋土上位  土師器

淡橙郭

一  口 :回転ナ ロ :回転ナ

デ/体ヘラ デ/体 :ヘ
ケズリ  ラナデ

55 回転ナデ  回転ナデ

ー  マメツ   マメツ

ー  ロ :ヨ ヨナ ロ :ヨ ヨナ

デ/体 :ハ デ/体 :ヨ

ケメ   コハケ

ー  回転ナデ  回転ナデ

―   やや粗。砂

粒 (φ lmm
前後)多い。

糸切 り  自色砂粒、

φ2mm程
度の砂 を

少量含 む。

一　

　

一

一キガキ

転

ガ

回
‥
体

デ

ロ
／

ナ

一橙郷

一　

　

一

ITN にぶい赤褐  良

甕    淡橙  やや良

薬壺   灰    良

甕        良

やや粗。砂

粒 (φ 2～

3mm)を 含
む。

密。砂粒

(,lmm以
下)の砂粒

多い。

密。粒子  内黒

(φ lmm以
下 )、 砂粒

(ψ 2mm前
後)少量 を

含 む。

緻密。砂粒

少ない。

徹密。砂粒

(φ 2～

3mm)を 含
む。

緻密

緻密。自色 ISD‐ 01の
砂合 む。  No 278・ 不

掲載遺物2
点 と接合。

(54)回転ナデ  回転ナデ

ー  回転ナデ  回転ナデ

ー  回転ナデ  回転ナデ

ー  ロ縁に波状 コビナデ

支/タ タキ

(43)回 転ナデ  回転ナデ  回転糸切 り密。白色砂

88  50 RZ044

89 54a RZ044

90 189 RZ044

91  53a RZ044

305 75 3H19b

306 338 RD173

307 359 3H16～ 17b
3H19b

93  51  RZ048

94  52 RZ048

300 69 3H16～ 17b

301 72 3H18b

302 73 3H16～ 17b

303 74 3H19b

304 71 3H18b

Ib層 、埋山 土師器
土上位、火

灰層上

To a層   土師器

中位    須恵器

埋土、検出 須恵器

面、 la層 、

底面付近、

火山灰層、
3F16a、

3F14x、 カク

ラン

埋土    須恵器

埋土、   須恵器
3F14p・

3F15kl-2
層

3層     土師器

2～ 3層   土師器

3層 、3H18b 土師器
2～3層  旧

河道検出面

2～3層   土師器

杯   灰自色   良

掲灰甕

(144) (74)

(220) (412)

不   にぶい掲 やや良  (142) 45

若立(φ lmm
以下)を 多
く含 む。

口 :回転ナ ロ :回転ナ   ー  緻密。砂粒

戸r鑽卑
平
露筆釜

:青
      妙雰≧馨

(幅広)             む。

回転ナデ  ヨコミガキ 糸切り→へ 緻密。白色 内黒

(マ メツ) ラケズリ再 粒子・赤ス

調整    コ・金雲母

を含 む。

回転ナデ  回転ナデ  糸切 り  緻密。砂社

(φ lmm以
下 )を 含む。

回転ナデ  回転ナデ  回転糸切  密。砂粒
り   (φ lmm以

下)が多い。

マメツ(回  回転ナデ  回転糸切  緻密。白色

転ナデ)       り    粒子・砂粒

(φ lmm以
下 )を含 む。

回転ナデ  回転ナデ  回転糸切  緻密。0
り    lmm以 下

の粒子 を

含 む。雲母

な し。

回転ナデ  ヨコミガキ 回転糸切  密。ふつう
り    の雲母片

含 む。墨書。

回転ナデ  回転ナデ    ー   緻密。赤色

粒・砂粒

(φ mヽm以
下)を 合 む。

回転ナデ  ミガキ   糸切 り  緻密。砂粒 内黒

少ない。

ITN  浅黄橙  やや良

杯  にぶい黄橙  良

土師器 杯   淡橙  やや良

(134) 47   51

良橙

2～ 3層

(132)   56

(150) 52

2～ 3層   土師器

埋上    土師器

2～3層   上師器

杯   にぶい橙 良 (151)  42

(127)  (35)橙

不  にぶい黄橙  良
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観察表

蝙Fく解 出土遺構  層 位  種身」 器種  色調  焼成 尾冷  絶斎  尾斎  外面  

様

古酷辞

等

 庫部    
土   俺考

308 703H16～ 17b 十日河道検出 土師器   杯    橙   やや良  (176) 70 (74)回 転ナデ  回転ナデ    ー  密。極小自
面                                                 色粒子 を

含 む。

3093543H18b   2～ 3層   土師器   養   明責掲  良   (217)(111) 一  回転ナデ  回転ナデ    ー  やや粗   やや粗。砂

粒 (φ lmm
前後)を 合
む。

3103583H18b   2～ 3層   土師器  小型壺  にぶい橙 良    ―  (39) 一   ―    一     ―   徹密

第引0表 陶磁器観察表

挿図番号  登録No 出上

"点

    層位        器種 口径 器高 底径    産  地    年代       備    考

50    82   RB003    画111    陶器  腰折碗 (91)52 39   大規相馬産

51    83  RB003P15   埋土     陶器  摺鉢  一

53    81   RB004    脚t19    磁器  紅皿  47 14 16    産地不明

56    85   R8006    口t19    青磁   碗  一  ―  ―                外側のみ青磁。内面に染付の圏線。

57    80   RB006    口124    磁器  碗か? ―  (20)40     肥前    19世 紀?

63    79   RD154    埋土    磁器  徳利  ―  一  ―  産地不明 (切 込か?)

86    84   RG017          陶器  不明  ―

第11表 縄文・弥生土器観察表

編F亀 摯  出■位置  磨位 種別 蘊  離 文様・ 犠徴 備考

80  102     RD153     埋土  縄支  深鉢   胸部   外面 :単節 RL縄 文・結節縄文

95 68a    3H16～ 17b    3層   弥生   奏   口縁   端部 :キザミ+突起,国縁部 :ナデ/内面 :ナデ

96  76     3H18b    2～ 3層  弥生  鉢 ? 口縁～体部 端部 :キ ザミ,日縁部 :ナデ,体部 :ナ デ/内面 :ナデ

97 239   旧河道3H18b   p～ 3層  弥生   甕  口縁～体部 端部 :キ ザ ミ、日縁部 :ナデ,体部 :ナデ/内面 :ナデ

98  179  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   甕   口縁   体部 :RL縄 文                        補修孔あり

99  178  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   養  口縁～体部 口縁部 :ナデ,体部 :LR縄 文

100 144  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   壼   肩部   外面 :附加条/内面 :ナデ

101  62    3H16～ 17b   2～ 3層  弥生   甕  回縁～体部 端部 :突起 ,キ ザ ミロ縁 :ナデ,体部上半 :撚糸/内面 :ナデ

102 134    ドレンチ        弥生 ?  菱  頸～体部  外面 :ナデ/内面 :ナデ

103 199  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   壷  顕～体部  外面 :ヒ R縄文/内面 :ナデ

104 63     3H18b    2～ 3層  弥生   鉢   底部   外面 :条痕/内面 :ナ デ,底面 :タ タキ

105 67    3H16～ 17b    3層   弥生   養  口縁～体部 外面 :LR/内面 :LR

106 242   旧河道3H18b  2～ 3層  弥生   甕   口縁   外面 :ナデ/内面 :附加条                  スス付着

107 65    3H,6～ 17b    3層   弥生   壺  口縁～体部 口縁 :ミ ガキ/体部 :ミ ガキ
上位

108  78     1日 河道    2～ 3層  弥生   壺   完形   口縁部 :刻み/頸部 :並行沈線/体部 :LR縄 文/口縁内面 :

LR縄文

109 61    3H16～ 17b    3層   弥生   壺  頸部～体部 外面 :弧状沈線,平行沈線/内面 :ナデ

110 64    3H16～ 17b    3層   弥生   壺  口縁～頸部 頸部 :表形文, LR縄文/端部 :LR縄 文

111 180  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生  口付鉢 口縁～体部 外面 口縁 :突起 体部 :RL,変型縄文,突起 内面 :ナデ
国縁 :沈練突起

112 137    3G15C     i層   弥生   甕    ―   外面 :LR、 沈線

113 77    3H16～ 17b    3層   弥生  高杯 ?  脚部   不明

114 234  1日 河道3H16～ 17b  3層   弥生  土器片   ―   外面 :RL,沈線
円甕

115 240   旧河道3H18b  2～ 3層  弥生   萄   口縁   内外面 :ナデ

116 181  旧河道3H16～17b  3層   弥生   甕   口縁   口縁 :小波状国縁,ナデ

117 241   旧河道3H18b   2～3層  弥生   養   口縁   内外面 :ナデ

118 165  +日 河道3H16～ 17b  3層   弥生   甕   口縁   内外面 :ナデ

119 248   1日 河道3H18b   2～ 3層  弥生   養   口縁   内外面 :ナデ
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種 別
翻

鼈

図

α

捧

Ｎ
出上位置 層位 器 種 部位 文様・特徴

1つ 0 245   旧河道3日 13b   2～3層  弥生   壺   口縁   端部 :キザ ミ,口縁部 :ナデ/内面 :ナデ

121 188  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   養   口縁   端部 :キザ ミ,ナ デ

122 132  調査区北側 トレンチ     弥生 ?  甕   口縁   日縁 :小波状,ヨ コナデ

123 150  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   甕    頸部   内外面 :ナデ

124 272   旧河道3H19b   2～ 3層  弥生   甕   国縁   端部 :折 り返 し,内外面 :ナデ

125 198  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   甕   口縁   口縁 :波状口縁,ヨ コナデ

126 243   旧河道9H18b  2～ 3層  弥生   養   口縁   端部 :キ ザ ミ,ナデ

127 244   1日 河道3H18b  2～ 3層  弥生   養   口縁   端部 :キザミ.ナデ

128 195  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   甕   国縁   口縁 :小波状口縁,ヨ ヨナデ

129 109   RD132 埋土    埋土  弥生 ?  壺   口縁   内外面ナデ

130 249   旧河道3H18b  2～ 3層  弥生   甕   口縁   端部 :突起・ キザ ミ,国縁 :ナデ消 し/内面 :ナ デ

131 197  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   養   口縁   端部 :縄文,国縁 :LR/内 面 :縄文 (剥 離 )

132 155  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   甕   口縁   端部 :突起,国縁 :附加条/内面 :ナデ

133  138   3G18r l層     1  弥生 ?  密   口縁   外面 :LR縄 文/内面 :ナデ

134 187  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   甕   口縁   端部 :キザミ,口縁 :LR縄 文,内面 :ナデ

135 133  調査区北側 トレンチ     弥生 ? 長頸甕  口縁   口縁 :RL縄 文,頸部 :ナデ/内面 :ナデ

136 182  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   甕   口縁   外面 :ナデ消 し/内面 :ナデ

137 191  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   甕   口縁   端部 :撚糸,口縁 :撚糸,内面 :一部に撚糸

138 273   旧河道3H19b  2～ 3層  弥生   甕   口縁   端部 :キ ザ ミ.外面 :ナデ/内面 :LR縄 文

139 173  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   甕   口縁   口縁 :ナデ消 し/内面 :LR縄 文

140 192  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   甕   口縁   端部 :キザ ミ、外面 :LR縄 文十ナデ消 し/内面 :LR縄 文

141 251   旧河道3H18b  p～ 3層  弥生  長頸甕  口縁   口縁 :ナデ/頸部 :LR縄 文/内面 :ナデ

'42 250   
旧河道3H13b  2～ 3層  弥生   壺   回縁   外面 :隆帯,ミ ガキ/内面 :ナデ

143 157  旧河道3日 16～ 17b  3層   弥生   鉢   口頸   端部 :縄文/頸部 :弧状沈線支/ナデ

144 184  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   甕   口縁   端部 :突起/口縁部 :弧状沈線,撚糸/内面 :ナ デ

145 193  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   鉢   口縁   端部 :刻み/口縁 :弧状沈線/内面 :ナデ

146 139  3G24「  1～ ‖層   |～ II 弥生 ?  ?   口縁   口縁 :波状沈線文,直線文/内面 :ナデ

147 194  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   鉢   回縁   口縁 :波状沈線文/内面 :ナデ

148 151  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   鉢    口縁   日縁 :山 形文 (鋸歯状文)/内 面 :ナデ

149 160  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   鉢   口縁   口縁 :山形文 (鋸歯状支):内 面/ナデ

150 141   旧河道 埋土    埋土  弥生  長頸甕  口頸   口縁 :山形文 (波状文))/内 面 :ナデ

151 247   旧河道3H186  2～ 3層  弥生  長頸養  口頸   口頸部 :重表形文/内面 :ナデ

152 175  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   鉢   回縁   端部 :刻み/口縁 :平行沈線,山形文

153 183  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   鉢   回縁   端部 :刻み/口縁 :平行沈線/内面 :ナ デ

154 153  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   鉢   口縁   外面 :弧状沈線/内面 :ナデ

155 169  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   壺   口縁部  端部 :キ ザ ミ,日縁部 :ナデ,頸部 :1条の沈線/内面 :ナデ

156 185  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   壷   口縁部  口縁 :ナデ,頸部 :3条の沈線/内面 :ナデ

157 186  旧河道3H16～ 17b  3層   弥生   壷   口縁   端部 :キ ザ ミ, RL縄文,口縁 :ナデ,頸部 :3条以上の沈線
/口縁内面 :RL縄 文

158   196

159   174

160  210

161   149

162   161

163   170

164   177

旧河道3H16～ 17b   3層

旧河道3H16～17b  3層

旧河道3H16～ 17b  3層

旧河道3H16～ 17b   3層

旧河道3H16～ 17b  3層

旧河道3H16～ 17b  3層

旧河道3H16～ 17b  3層

弥生   ?   口縁   外面 :羽状刺突文,4条の沈線/内面 :ナデ

弥生   鉢  口縁～体部 日頸部 :刺突支,2条の沈線/体部 :弧状沈線/内面 :マ メツ

弥生   壺  体部上位  外面 :山形文 (鋸歯状文)/内 面 :ナデ

弥生   鉢   口縁   外面 :山形文/内面 :ナデ

弥生   壺   肩部   外面 :2条 の沈線、山形文/内面 :マ メツ

弥生   ?   肩部   外面 :3条 の沈線,山形支/内面 :マ メツ

弥生   ?   体部   外面 :弧状沈線支/内面 :マ メツ

備考

スス付着

-127-



種 別層位
翻

聴

図

α

挿

Ｎ

観察表

165

166

167

168

169

170

171

封72

173

174

175

176

177

178

179

H80

181

182

183

184

185

186

187

188

H89

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

つ03

つ04

205

206

207

208

出上位置

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

2～ 3層  弥生

3層   弥生

3層   弥生

弥生 ?

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

弥生

3層   弥生

埋土  弥生

弥生

2～ 3層  弥生

3層   弥生

3層   弥生

2～ 3層  弥生

3層   弥生

3層   弥生

ρ～3層  弥生

3層   弥生

2～ 3層  弥生

2～3層  弥生

層   弥生

3層   弥生

2～3層  弥生

3層   弥生

2～3層  弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

弥生 ?

3層   弥生

弥生 ?

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

静 種 部位

壺  頸部～肩部

鉢   口縁

壺   体部

壺   体部

壺/甕  体部

壺/甕  体部

壺/甕  体部

壷/密  体部

壺/甕  体部

壺/甕  体部

壺/奏  体部

壺/甕  体部

重/奏  肩部

壺/甕  体部

壼/甕  体部

壺/甕  体部

壺/養  体部

壺/甕  体部

壺/甕  体部

壺/養  肩部

壺/甕  体部

壺/養  体部

壺/甕  体部

壺/甕  体部

壺/甕  体部

壺/養  体部

壺/甕  体部

壺/甕  体部

壺/甕  体部

壷/養  体部

壷  頸部～体部

壷   体部

壷   体部

壺/養  体部

壷/甕  体部

壺/養  体部

奎/甕  体部

高杯   口縁

?   体部

壺/甕  体部

鉢   底部

?   底部

?   底部

?   底部

支様・ 特徴

頸部 :平行沈線文/肩部 :山形文/内面 :ナデ

外面 :2条 の沈線,山形文/内面 :マ メツ

外面 :4条 の沈線,山形文 (2条)/内 面 :ナデ

外面 :2条以上の沈線,山形支 (2条)/内 面 :マ メツ

外面 :1条以上の沈線,山形文 (1条)/内 面 :マ メツ

外面 :山 形支 (2条)/内 面 :ナ デ

外面 :山 形文,3条 の沈線, LR縄 文/内面 :ナデ

外面 :弧状沈線,平行沈線/内面 :ナ デ

外面 :竹管状刺突,1条 の沈線,山形文/内面 :マ メツ

外面 :3条以上の沈線,山形文/内面 :マ メツ

外面 :平行沈線,弧状沈線/内面 :ナ デ

外面 :弧状沈線文,平行沈線文/内面 :ナデ

外面 :刺突文 (ヘ ラ状工具)十平行沈線 (6条 )十弧状沈線/
内面 :ナデ

外面 :平行沈線十弧状沈線/内面 :ナ デ

外面 :平行沈線+弧状沈線/内面 :マ メツ

弧状沈線文,平行沈線文

外面 :弧状沈線文, LR縄 文

外面 :沈線十山形文の一部 , Rし 縄支/内面 :ナデ

外面 :ナ デ,沈線/内面 :ナデ

外面 :3条の沈線,山形支の一部/内面 :ナデ

外面 :1条の沈線/内面 :ナデ

外面 :ナデ,沈線/内面 :ナデ

外面 :沈線, RL縄文/内面 :ナデ

外面 :平行沈線, LR縄 文/内面 :ナ デ

外面 :重方形文/内面 :ナデ

外面 :重方形文, LR縄 文/内面 :粘土組痕明瞭

外面 :重方形文, LR縄 文/内面 :粘土組痕明瞭

外面 :重方形文, LR縄 文/内面 :ナデ

外面 :重菱形文 (磨 り消 し)

外面 :菱形文 (磨 り消 し), RL縄 文

外面 :蓑形文 (磨 り消 し)/内 面 :ナデ

外面 :菱形文 (磨 り消 し)/内 面 :ナデ

外面 :菱形文 (磨 り消 し)/肉 面 :ナデ

端部 :突起 .縄支,体部 :粘土瘤+変形工字文 (3条)/
口縁内面 :RL縄 文`体部上 :3条の沈線

外面 :粘土瘤十キザ ミ (刺 突)十円形浮文 ,

4条の沈線 (変 形工字文 ?)

外面 :直線沈線十弧状沈線 (変形工字文 ?)

外面 :LR縄 文/内面 :ナデ/外底面 :網代痕

底面 :網代痕

外面 :ナデ/内面 :マ メツ

外面 :LR/内 面 :ナデ/底面 Iケ ズ リ

備考

159    1日 河道3H16-17b

152    +日 河道3H16～ 17b

208  旧河道3H16～ 17b

266      +日河道3H18b

206  旧河道3H16～ 17b

232  旧河道3H16～ 17b

106       RD131

227  旧河道3H16～ 17b

207  旧河道3H16～ 17b

233  旧河道3H16～ 17b

929    +日 河道3H16～ 17b

140   旧河道 検出面

218  旧河道3H16～ 17b

143      +日 河道3H13a

142    旧河道

257   旧河道3H18b

168  旧河道3H16～ 17b

217  旧河道3日 16～ 17b

270      1日河道3H18b

231  旧河道3H16～ 17b

200  旧河道3H16～ 17b

255      1日河道3H18b

226    +日河道3H16-17b

267      +日河道3日 18b

258      +日河道3H18b

189    1日 河道3H16～ 17b

209    1日 河道3H16～ 17b

263      +日河道3H18b

162  旧河道3H16～ 17b

268      +日 )可沌彗3H18b

220  旧河道3H16～ 17b

163    1日 河道3H16～ 17b

215  旧河道3H16～ 17b

212  旧河遭3H16～ 17b

158    1日 河道3H16～ 17b

223    1日 河遵 H16～ 17b

136    風倒木内

190  旧河道3H16～ 17b

108       RD131

228  旧河道3H16～ 17b

66    3H16～ 17b

238    1日 河道3H16-17b

166    1日 河連 H16～ 17b

236    +日 河道3H16～ 17b
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底面 :綾杉状の圧痕

底面 :網代痕

外面 :LR,2条 の沈線

底面 :網代痕

底面 :網代痕

LR縄文

LR

LR縄支

LR

LR

Rし ,撚糸

LR

LR

LR縄文

LR

LR縄文

LR

外面 :RL縄 文/

RL

RL

Rと

RL

Rし

RL縄文

RL縄文

RL

外面 :附加条/内面 :ナデ

附加条

附加条

RL

附加条

附別条

附加条

LR縄文

撚糸十附加条

附加条

附加条

附加条

附加条

附加条

附加条

附加条

附加条

外面 :附加条/内面 :ケズ リ

短軸絡条体

短軸絡条体

短軸絡条体

部位

底部

底部

底部

底部

底部

頸部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

頸部

体部

体部

体部

体部

体部

底部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

体部

鶴考

コゲ付着

209 131  調査区北側 トレンチ

210  235    +日 河道3H16～ 17b

211 101   R3006 埋土

212  164    +日 河道3H16～ 17b

213   237    +日 河道3H16～ 17b

214   167    +日 河道3H16～ 17b

215   205    +日 河道3H16～ 17b

216   146    1日 河道3H16～ 17b

21 7  105       RD131

21 8  104        RE007

219 214  旧河道3H16～ 17b

220   269      1日 )可拘彗3‖ 18b

221   253      +日 河道3H18b

ρ22   148    +日 ,可沌彗3H16～ 17b

223 213  旧河道3H16～ 17b

224   147    +日 )可沌ヨ3H16～ 17b

225   225    +日 〕可�ヨ3H16～ 17b

226   156    +日 )可対豊3H16～ 17b

227   203    +日 )可沌豊3‖ 16～ 17b

228   202    +日 )可�ヨ3H16～ 17b

229   204    +日 河道3H16～ 17b

230  219    +日 河道3H16～ 17b

231   107        RD131

232   176    +日 )可道3H16～ 17b

233 135    風倒木内

234  264      +日 ,可道3H18b

235   145    1日 河道3H16～ 17b

236   256      +日 河道3H18b

237  265      +日

'可

道3H18b

238  110     RD132 埋土

239 221  旧河道3H16～ 17b

240   216    1日 河道3H16～ 17b

241   271      +日 河道3H18b

242   171    +日 )可道3H16～ 17b

243   230    1日 河道3H16～ 17b

244   224    1日 河道3H16～ 17b

245   261      +日 河道3H18b

246   222    +日 )可道3H16～ 17b

247   254      +日 河道3H18b

248   262      1日 )可挺ヨ3H18b

249   259      1日 河道3H18b

250   172    +日 河道3H16～ 17b

251   260      1日 河道3H18b

252   154    1日 河道3H16～ 17b

253   211    1日 河道3H16～ 17b

254   201    1日 )可遭3H16～ 17b

255   252      +日 河道3H18b

弥生 ?

3層   弥生

弥生 ?

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

弥生 ?

弥生 ?

3層   弥生

2～3層  弥生

2～ 3層  弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

弥生 ?

3層   弥生

弥生 ?

2～3層  弥生

3層   弥生

2～3層  弥生

2～3層  弥生

埋土  弥生 ?

3層   弥生

3層   弥生

2～ 3層  弥生

3層   弥生

3層   弥生

3層   弥生

2～ 3層  弥生

3層   弥生

2～3層  弥生

2～ 3層  弥生

2～ 3層  弥生

3層   弥生

2～ 3層  弥生

3層   弥生

9層   弥生

3層   弥生

2～ 3層  弥生

鉢
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観察表

第 12表 石器観察表

N。   静 睡     出土地点       石 材     産  地     黒濡   (編 )  ほお   蚕廉        備     考

10 礫石器  RA022 S2        安山岩   奥羽山脈 。新第二期  1710  1135   531  13537 片面に磨痕あり

13 礫石器  RA023 p12 埋土     安山岩   奥羽山脈 。新第三期   (649) (803)  603  4003 被熟

92 礫石器  RZ044 3層        玄武岩   奥羽山脈 。第四期   1089  (830)  313  1929 両面に磨痕あり

256 石鉱   旧河道3H18b 検出面   頁岩①  奥羽山脈。新第二期  250   128   32   06 完形/先端角38°

257 石鏃   旧河道3H18b 埋土    頁岩③  奥羽山脈。新第二期  308   123   48   10 完形/先端角35°

258 石鏃   旧河道3H18b 埋土    頁岩③  奥羽山脈・新第三期  214   107   33   05 先端・中茎欠損

259 石鏃   旧河道3H18b 3層     頁岩③  奥羽山脈。新第二期  225   118   27   05 中茎欠損/先端角38°

260 石鏃   旧河道3H18b 3層     頁岩①  奥羽山脈・新第二期  239   98   40   06 基部欠損/先端角47°

261 石鏃   旧河道3H18b 3層     頁岩②  奥羽山脈・新第二期  278   138   65   14 先端欠損

262 石鉱   旧河道3H18b 埋土    頁岩①  奥羽山脈。新第三期  260   120   39   09 先端・中茎欠損/先端角38°

263 石鏃   旧河道3H13b 埋土    頁岩②  奥羽山脈・新第二期  309   158   67   27 未成品

264 石鏃   旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩③  奥羽山脈・新第二期  285   184   71   30 未成品

265 石鏃   旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩⑨  奥羽山脈・新第二期  311   235   58   40 未成品

266 石鏃   旧河道3H18b 2～ 3層   頁岩③  奥羽山脈。新第二期  231   194   57   18 未成品

267 石鏃   旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩③  奥羽山脈・新第三期  ,44   138   49   08 先端・基部欠損

268 石鉱  旧河道3H18b 2～ 3層   頁岩③  奥羽山脈・新第二期  227   147   39   08 基部欠損/先端角52°

269 石鉱  旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩①  奥羽山脈・新第二期  291   177   70   32 未成品

270 石錐   旧河道3H18b 2～ 3層   頁岩②  奥羽山脈・新第二期  239   112   88   25 未成品

271 石錐   旧河道3‖ 16～ 17b 3層   頁岩⑥  奥羽山脈・新第二期  465   217   120   98 完形/先端角39°

27⊇ 石錐   旧河道3H18b 2～ 3層   頁岩⑥  奥羽山脈・新第二期  414   139   73   41 莞形/先端角34°

273 石錐   旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩⑥  奥羽山脈・新第三期  456   299   120   111 完形/先端角32°

274 石錐   旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩⑤  奥羽山脈。新第二期  424   114   99   39 完形/先端角26°

275 削器   旧河道3H18b 2～ 3層   頁岩②   奥羽山脈。新第二期  424   252   114   104 完形/素材 :縦形剥片

276 削器   旧河道3H18b 2～ 3層   頁岩⑥   奥羽山脈。新第三期  331   255   103   75 完形/素材 :縦形剥片

277 削器   旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩⑥  奥羽山脈・新第三期  404   691   116   217 莞彫/素材 :横形剥片

278 削器   旧河道3H18b 2～ 3層   頁岩⑥  奥羽山脈。新第三期  275   308   91   69 完形/素材 :横形剥片

279 削器   旧河道3H18b 2～ 3層   頁岩③  奥羽山脈・新第二期  555   270   96   86 完形/素材 :縦形剥片

280 削器   旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩③  奥羽山脈。新第三期  270   155   47   16 完形/素材 :縦形剥片

281 削器   旧河道3H16～ 17b 3層   買岩⑥  奥羽山脈・新第三期  348   205   86   48 完形/素材 :縦形剥片

282 両極石器 旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩②   奥羽山脈。新第三期   168   265   2ヽ5   52

283 両極石器 旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩③   奥羽山脈・新第三期  345   312   104   70

284 Rフ レ  旧河道3H18b 2～ 3層   頁岩①  奥羽山脈・新第二期  463   385   147  234 素材 :不明

285 両極石器 十日河道3HH8b 2～ 3層   頁岩②  奥羽山脈。新第二期  274   406   155   124 被熱

286 両極石器 十日河道3H18b 2～ 3層   頁岩②  奥羽山脈。新第三期  569   267   183   289 熱

287 石核  遺橋外 (3F15xグ リッド) 頁岩③  奥羽山脈・新第三期  446   446   222   377 素材 :礫

288 石核   旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩⑤  奥羽山脈。新第二期  446   512   266   398 素材 :礫

289 石核   旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩④  奥羽山脈・新第二期  520   426   183   331  素材 :礫

290 石核   旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩⑤  奥羽山脈・新第二期  300   589   522   935 素材 :礫

291 石核   旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩②  奥羽山脈・新第二期  402   485   385   724 素材 :礫

292 石核   旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩④   奥羽山脈・新第二期  318   486   186   248 素材 :礫

293 剥片   1日河道3H16～ 17b 3層   頁岩⑥  奥羽山脈・新第二期  120 5   48 5   20 5   73 4  Bl類 。294と 接合

294 剥片   十日河道3H18b 3層     頁岩⑥  奥羽山脈。新第二期  97 5   67 5   18 2   80 1  Bl類 ・293と 接合

295 景1片   旧河遭3H16～ 17b 3層   買岩②  奥羽山脈 ,新第二期  435   305   55   64 分類不明・296と 接合

296 剥片   旧河道3日 16～ 17b 3層   買岩②  奥羽山脈。新第二期  495   578   112   148 分類不明・295と 接合

297 Rフ レ  旧河道3H16～ 17b 3層   頁岩⑤  奥羽山脈。新第二期  484   241    61   50 A3類 。298と 接合

298 Rフ レ  旧河道3H16～ 17b 3屑   頁岩⑥   奥羽山脈・新第二期  414   363   154   148  A3類 。297と 接合
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第13表 土製品・石製品観察表

1峰― aNc.鱒

27  3 紡錘車

28  4 紡錘車

58    砥石

299 1 勾玉

311 2 紡錘車

312 5 祗石

|  ■出土地太

RA028 カマ ド付近4層

RA028 P16埋 」三上位

RB006 pに 5 埋土

3F14p  ‖掘巨

3G14x I層

長さ   い篤
(耐 ―● (vmJ■

485     478

540     550

(873)     612

(390)     245

459      458

1090      480

蘇ⅢⅢ
=255

230

288

105

435

380

鏡・一Ч一６２　７７

第14表 金属製品観察表

■|1型,|||「1攣 |

49   2   痢由?

52 10 寛永通責

54 6 不明 (鉄 )

59  9 寛永通費

81  1 鉄小刀

313 11 寛永通賓

|■ |― |― 1 4H■ltA‐

R E006

RB003 Pit7

RB004 P16a埋 土

RB007

RG014 埋土

3G21y(RA029付 近 )

諦■1鶴|

840      48

284     240

880      80

236     240

2300     224

240     240

締|111言
40

80

(10)

60

(10)

灘

＝

８

２

２０

３
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1 遺跡違景 北を臨む

2 調査区全景 (南 から)
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1 調査区全景 (北 から)

2 竪穴住居跡群 密集地

写真図版 2 航空
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1 調査前状況

2 調査前状況

3 基本層序

写真図版 3 遺跡状況・基本層序
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l  RA020 完掘

2 RA020 遺物出土状況

3  RA020 土層断面

■
士

讐
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写真図版 4 RA020竪穴住居跡



l  RA022 チ剪屈

2 RA022 カマ ド

RA022 炭化ホオ
出土状況
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写真図版 5 RA022竪穴住居跡



l RA023 完掘

2 RA023 カマ ド

3 RA023 土層断面

-140-
写真図版 6 RA023竪穴住居跡



l  RA024 完掘

2  RA024 カマ ド

3  RA024 堀 りかた

写真図版 7 RA024竪穴住居跡
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l  RA025 完掘

2  RA025 カマ ド

3 遺物出土状況
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写真図版 8 RA025竪穴住居跡



I RA026 完掘

2  RA026 堀
')か

た

3 RA026 土層断面

ぞ 逮

■簿 |

写真図版 9 RA026竪穴住居跡
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RA027 完掘

2  RA027 カマ ド

3 RA027 土層断面●ま|●
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写真図版10

■■ 1-主義 :

RA027竪穴住居跡
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l RA028 完掘

2 RA028 カマ ド

3  RA028 」二層断面

4  華|・

|■||'||1111111i

写真図版1l RA028竪穴住居跡
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I  RA029 完掘

2  RA029 遺物出
=上

剪犬況

3 遺物出土状況
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写真図版12 RA029堅穴住居跡



l RA030 完掘

2  RA030 上層断面

3 作業風景

写真図版13 RA030竪穴住居跡
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RE006 5到屈

2 RE006 遺物出土状況

3 調査区北西完掘状況
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写真図版14 RE006竪穴状遺構



l  RG013

2 RG014

3 RG014 遺物出土状況

写真図版15 RG013・ 014清跡
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~~EI雪

l  RG008・ 014

2 RG014

3 調査区北西完掘状況
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写真図版16 RG008・ 014溝跡



l  RG016

2 RG017

3 RG018

写真図版17 RG016～ 018清跡
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l  RB003 芸引屈

2  RB004 完掘

3 RB005 完掘
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写真図版18 RB003～005掘立柱建物跡



l  RB006 テ羽屈

2  RB007 テ]】屈

3 RB008 完掘

写真図版19 RB006～008掘立柱建物跡
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l  RZ044 完掘

2  RZ044 灰自色火山灰
検出状況

3 RZ044 遺物出土状況
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写真図版20 RZ044古墳



l  RZ043 完掘

2  RZ049 完掘

3  RZ049 土層断面
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―
i浄 .管践二

iサ■ |五 |

‐■■´

とイtlォ

写真図版21 RZ048・ 049古墳
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1 旧河道 完掘

2 旧河道 遺物出土状況

3 旧河道 土層断面
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写真図版22 +日 河道



1 調査区北西部完掘状況

2 現地説明会 1

3 現地説明会 2
__Fam.,.._。 F-4

腕簸議1薄

熟 常T罐

写真図版23 現地説明会
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l RD090 完掘

RD095 完掘
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l RD098 完掘

5 RD104 完掘 6 RD105 完掘

7  RD106 完掘 8  RD107 完掘

写真図JtF25 RD098ヘフ107土坑
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l  RD108 完IFB

RDl10 完掘

RDl12 完掘

7 RDl14 完掘

RDl13 完掘

8 RDl15 完掘

写真図版26 RD108～ 115土坑
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RDl16 完掘

RDl18 完掘 RDl19 完掘

8 RD123 完掘

写真図版27 RDl16～ 123土坑

6  RD121 完掘

RD122 完掘
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l RD124 完掘 RD127 完掘

4 RD129 完掘

RD136 完掘

3 RD128 完掘

5 RD131 完掘 6 RD132 完掘

7  RD134 完掘
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l RD138 完掘 RD139 5調屈

完掘RD152RD144 チ]】屈

8 RD153 遺物出土状況

写真図版29 RD138～ 153土坑

RD153 完掘
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写真図版31 出土土器 2

-165-



-166-
写真図版32 出土土器 3



写真図版33 出土土器 4
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写真図版34 出土土器 5



写真図版35 出土土器 6
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写真図版36 出土土器 7



写真図版37 出土土器 8
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-172-
写真図版38 出土土器 9



写真図版39 出土弥生土器 1

-173-



-174-
写真図版40 出土弥生土器 2



写真図版41 出土弥生土器 3

-175-



-176-
写真図版42 出土弥生土器 4



-177-
写真図版43 出土弥生土器 5



-178-
写真図版44 出土弥生土器 6
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写真図版45 出土弥生土器7・ 出土石器 1
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-180-
写真図版46 出土石器 2



写真図版47 出土石器 3
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-182-
写真図版48 出土石器4



写真図版49 出土石器 5
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-184-
写真図版50 出土土製品 。石製品



写真図版51 出土陶磁器・鉄器
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所在地
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調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡呑号

飯岡沢田遺跡

第 9,10次調査

岩手県盛岡市

飯岡新田 1地

割81-1ほ か

0320ユ LE16-2169 39】圭

40す)

44オ少

141度

08す)

09た少

第 9次
2004.0606

20040706

第10次
20040412

20040706

第 9次

1,179笛

第10次

4,626∬

盛岡南新都市

区画整理事業

関連遺跡発掘

調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

飯岡沢田遺跡

第 9。 10次調査

墓 域

集落跡

弥生中期

飛鳥～

奈良時代

平安時代

その他

(主に古代

～近世)

旧河道

円形周溝 2基

竪穴住居跡 7棟

竪穴住居跡 3棟

竪穴状遺構 1棟

土坑65基 (古代)

溝跡 6条 (古代)

掘立柱建物跡 6棟

(近世)

性格不明遺構

(古代以前か)

弥生土器 (宇鉄Ⅱ式併

行宇・津ノ台式など)

石器

土師器 (奏・郭)

須恵器 (奏 )

土製品 (紡錘車)

土師器

付郭)

須恵器

(奏・杯・高台

(奏 )

土師器 (奏・郭)

鉄製品 (小刀)

陶磁器 (碗等・大堀相

馬)

古銭 (寛永通費 )

土器 (縄文土器～土師

器)

勾玉 (古代 )

1 古代の墓域の広

がりを確認した。

2 墓域の東南部に

飛鳥～奈良時代の集

落を確認した。

3 調査区の東側で

平安時代の集落や、

近世 (18世紀ごろか)

の建物跡群を確認 し

た。

4 旧河道か ら弥生

時代中期の土器、石

器が一括出土した。
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